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Chapter 01Chapter 01
伊豆の国市でなぜ、今、ウォーカブルか？伊豆の国市でなぜ、今、ウォーカブルか？
1-1. 日本全国におけるウォーカブルなまちづくりの状況と課題
1-2. 伊豆の国市におけるまちなかの課題と可能性
1-3. 伊豆の国市におけるウォーカブルの動き
1-4. 伊豆長岡地域におけるまちづくりの展開



■　道路のあり方が変わってきている
մ냕䈱䡗Ꝏ僿٬☔⹾㘃ⱶ侇♏יַֽמյ仼儖עך嚀耆׷Ⲗ曍䓪յ䓪耆؅ꄆ釱ֿ׽ׂטהױג׊╈䑏׽ֽיזםכյ
攐מ燯Ⳃמ״גס⮵榫׾׌ր鷹饟ցע舅Ⳃ髪؅⫃帐מ颦؅כ׆׾׎׼╈䑏מ丝⤓גַי׿׈նסא磵冽י׊כյ䑒
նגז־םַי׿׼Ⱘע狜ꝴ׾荁ַյ뇂ⱱֵסյ㷈䑏㏐ַ׌׷׀塥יזכמր☔ց׵׊׍
մ׊־׊竊峎侇♏؅鲛ֻג杯♏עיַֽמյ舅Ⳃ髪鵟车ꄈ׵峎㵼׊յ鷹饟מ꞊׾׌縒ֻֿ㚺⴫׾ַי׀י׊ն塥车
縖כ舅Ⳃ髪ס꞊➟עיַחמյ塥髪⮆ꦕ׷塥车縖㛾㎁⴫յ׾׻מّ٭ٞٚت٬ؠ٤ٚؠ׷ت٭ًتغؘؓبր塥髪
⪦㰆ցלםյ塥ַ׌׷׀鷹饟ס㲔杯؅泘䧗י׊喋չם吾鋀ֿꄆג׀י׿׼נնגױյ 䇗♏♓꡸յ鷹饟ס⮵孨
榫מ꞊ג׊כ״׋ע؅ؘن؜٤و٭؛עי׊鷹饟ⶭ榫מהױ׽׻מ韀؂ַ؅榟׳Ⲗ冽ֿ嫰泘׽ֽי׿׈յ攐מ鲣䇗
ն׾ַי׊⩗稷⽰攐❆璡ֿ䦡ס⺎鷹饟ⶭ榫錉י׊㲔杯؅泘䧗ס鷹饟׾םׂג׀յ塥עך
մמ׼׈銧ֻףյ齉䄫׽ֵס׽ׂט亠舅⛮׵יַחמյր׾ׂחց׼־րֹ־חց؅ꄆ釱י׊յُ׷ع٤ْةؾ䧏
禈䓪؅縒ֻג齉䄫ֿ׽ׂטꄆ釱׾ַי׀יזםמֹ׻׾׿׈ն
մמֹ׻ס׆յ☪ךױ燯Ⳃ؅╚泘氳י׊כ丝⤓ג׀י׿׈鷹饟؅յ雛ם־倲؅׊׼㲔杯ס״ג׾׌ր齉䄫ؓعشجց
鞲榤י׊כ釤׾縒ֻ亠ֿ鲣䇗עך榟׾ַי׿ױն
■　国土交通省が発表した道路ビジョン
▶ 居心地が良く歩きたくなるまちなか（国土交通省都市局・道路局）
մ㎁㎻◫鵟泸עךյ二ס׽ׂטהױםג亠⺸䓪י׊כր㷈䑏㏐ֿ荁
ׂ塥־םהױ׾םׂג׀ցס䎬䡗؅泘䧗׊յ 䇗ه؜٭ؚؗמ
כ㛡喋䓪סր齉䄫ג׊؅氦辐כ׆׾׌䎬䡗؅䫟鶟ס־םהױםٜ
䟏鐶⚡ցն׾׌꞊מ⭳Ⱘס٤٘ب٭يؿؕ
մעך╈ס٤٘ةلյ8&%0	8BMLBCMF
�&ZFMFWFM
�%JWFSTJUZ
�0QFO

ֿ䫴ׅ׿׼յי׊כח┉סאրؚٜؗه؜٭ց־םהױם䎬䡗ֿ炐
٭ؚؗ־םהױ؅ր׀Ⳃס׼׿׆յעךյ㎁㎻◫鵟泸גױն׾ַי׿׈
ٜه؜٭յؚؗ־׮׾ַי׊畀⴫◀י׊כցّٚءٞو䫟鶟ٜه؜
յעמ䫟鶟齉䄫ցٜه؜٭րؚؗ׾׌؅䫟鶟׽ׂטהױם 齉䄫
韕⺱��ס 侇憠ֵֿ׽յ仼儖⪒㎁ך⹦׽磝ֿײ鶟؆ך
ն׾ַ
▶ 2040 年、道路の景色が変わる（国土交通省道路局）
մ㎁㎻◫鵟泸鷹饟㷀ע鷹饟䷓瓀؅鵟י׋㲔杯؅
泘䧗׌  䇗ס仼儖炘⚡ס㣓כ䷓瓀ס亠⺸䓪؅
䬠勅٤؅٘ةل׾׌  䇗מ瓀㲊׊յ二םג鷹
饟׽ֵס亠؅氦辐ג׊ն
մעך٤٘ةلס׆յր鵟ⳝ٬䅯㱝ֿٖٚبش寕
巶ցյր⪜㎥םֹ׻ס鷹饟מ☔ֿ嶮׾׿ցյր☔٬
تل٭ئ燯Ⳃֿ舅Ⳃ⴫٬扛☔⴫ցյր䈘艥סؿٓ
鷹׾׌㚺⴫ցյրւ逇愤כ侇չ⯍չֿהױך燯Ⳃס
饟փ׼־ւ䷫䭤׾׌鷹饟փמցַֹכ鷹饟ס 
ն׾ַי׊؅炐⥼㵧全סח

出典：国⼟交通省「2040 年、道路の景⾊が変わる」

出典：国⼟交通省「まちなかウォーカブル推進プ
ログラム」
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■　道路政策の変遷（道路占用に対する考え方）
մ仼儖׾ֽׄמ鷹饟מ㵚׾׌縒ֻֿ㚺⴫ך╈׾׌յ鷹饟䷓瓀յ攐מ鷹饟ⶭ榫ס縒ֻ亠׵㚺׾ַי׀יז؂ն⩕չ鷹
饟ע鵟车؅╚泘氳״גגַי׿׈כյ齉䄫狜ꝴמ韀؂ַ؅榟؅כ׆׳泘氳ג׊כ⮵孨榫ס꤀עמ鷹饟畘杼縖ס׫ⶭ
榫錉⺎ֿ䑒釐׽ֵךյ攐⮯ם杼榺ֿכַם錉⺎؅䐂ֿכ׆׾ꦘגז־׊ն
մמ׿׆㵚׊յ 䇗ס齉䄫⫋榟攐⮯䫣糋嫎ס䷉塜׽׻מյ轵ס韀؂ַⰨ⭳璡״גסյ鷹饟ⶭ榫錉⺎ס㓹嶖ֿ稷
攐❆錉ׂט㓹מր╈䑏䄫轵㏐孨䓪⴫嫎ց璡׷յր㎁㳃䡵樋攐⮯⵱㓊嫎ցמ־׮סնր齉䄫⫋榟攐⮯䫣糋嫎ցג׿׈⽰
նגזםככ׆׾׿׈⩗㵚霄擻♭ֿ䦡ס⺎յ鷹饟ⶭ榫錉׽׻מׄט糋⛣ס❆攐ס־׿׍ַ׼׿׆յ׽ֵֿ⺎
մגױ鲣䇗עրػٞؤⶭ榫攐❆ 䇗  僖ךױց׷ր塥车縖⮵➘㘃鶟鷹饟⯆䈱鵟燡הײ׆׮⯆䈱ցסⰨ
錃׽׻מյ䧗㲊ג׿׈⵱㓊⫂ף׿ֵך攐❆סך׊ם鷹饟ⶭ榫錉⺎ֿ⺎耆׽םכյ韀؂ַ؅泘氳ג׊כ鷹饟⮵孨榫ֿ
车ַגזםׂ׌׷ն

出典：国⼟交通省「道路占⽤に関する

コロナ特例について」

▶ コロナ占用特例（2020.06~2023.03）
մ二㑔تٜؕؗػٞؤ䚉刌檮ס䏅ꮶ؅⹨ׄ׾굁괏䈘璡؅䶹䭤״ג׾׌յ媮鷹굁괏䈘璡ס饟┕⮵榫סⶭ榫錉⺎㓹嶖؅
稷⽰׾׌攐❆䫣糋ն׽׻מ׿׆鷹饟ⶭ榫׾׻מⲖ冽ֿ釤泡׿׈յ䏲鳭׾׌րהײ׆׮⯆䈱ցס׫燯车גזֿםח׵מն
ն׾ַי׊燯车מ孨榫ס䈱⯆הײ׆׮ֿ⛮舅媩ס㛡ׂעךյ杯㏇ֿגזֵך׀♀僿꡾ע❆ⶭ榫攐ػٞؤ

  � � �

都市再生特別措置法に基づく特例道路占用区域の指定

国家戦略道路占用事業

中心市街地活性化法に基づく道路占用の許可基準の特例

コロナ占用特例

ほこみち制度

図 道路占⽤の政策の展開
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▶ ほこみち制度（歩行者利便増進道路制度：道路法）

御堂筋（⼤阪市）の実証実験
出典：⼤阪市「御堂筋チャレンジ 2020 検証結果概要」

⼤⼿前通り（姫路市）の実証実験
出典：国⼟交通省「多様なニーズに応える道路の事例集」

մրהײ׆׮⯆䈱ցעյ㏐㓊؅雛׾׌מ־塥车縖╈䑏ס
鷹饟狜ꝴ؅泘䧗מ״ג׌㎁㎻◫鵟泸鷹饟㷀ֿ  䇗מ
㲊ג״⯆䈱׾ֵךն
մ鷹饟畘杼縖ֿրהײ׆׮ց䧗㲊؅车גז鷹饟עյ塥
鷹璡מ╈סյ鵟车⵱ꝴ؅澬⟊ךֹֻג׊⮵➘㘃鶟鏗㵵
⵱㓊؅㲊׾׀ךֿכ׆׾״նס׆⵱㓊עךⶭ榫錉⺎榼
鑁ס䣆禈؅׀癨樋⴫׀ךյ攐❆ך׊םⶭ榫؅车ֹכ׆
喋չף׎ג؅嵹♭舅鬇髪껺髪㉺⪮璡յ釐ס榫ٜؠؕئذ٤ٝ׷յ괏◄产錃־׮סز٤ي׷洇冎עמ⫁ն⵱ꝴ׾׀ךֿ
ն׾׀ך产錃؅錃糋ם
մ 䇗  僖הײ׆׮מ瑬⺘י׊כ䐒㔆璦㛻ꡉ䄫յ烕䢔䄫└㲯╈㜆鵟׽յ㢞饟䄫㛻䣆⯥鵟׽סח
ֿ䧗㲊׿׈յ☪עך  饟稗ֿי׊כהײ׆׮䧗㲊׾ַי׿׈ 䇗  僖  仼侇憠ն䧗㲊ג׿׈⵱㓊עך鷹
饟؅ⶭ榫ג׊㲔錞㲔꽦璡ֿ车׿؂յ塥ַ׌׷׀鷹؅泘䧗ג׊喋չם孨Ⳃֿ车׾ַי׿؂ն

出典：国⼟交通省「歩⾏者利便増進道路（ほこみち）制度の
詳細説明」

▶ まちなかウォーカブル区域（滞在快適性等向上区域：都市再生特別措置法）
մٜه؜٭ؚؗ־םהױ⵱㓊帩㏇䒍鸵䓪璡⺸┕⵱㓊עյ
ךס׵׾״㲊ך╈ס䫟鶟齉䄫ֿ齉䄫⫋榟丝⤓銶槆ٜه؜٭ؚؗ
韀؂יזֵךध爊䈱♓⫂נ哭ؙؓٛס疗㍱׾յ塥ׄ׽ֵ
ַ嶮מ׽ׂט־םהױ׾׿䑒釐ם产瓀؅ꄆ憠氳٬꥗╈氳מ铺׋
ն׾ֵך⵱㓊׾
մؚٜؗه؜٭䫟鶟齉䄫ס㛡ׂס׆ע⵱㓊؅㲊״յؚؗه؜٭
ր㷈䑏לם┕⺸ס二յ帩㏇梪㗞⯇סٜيٝؕؓ׷⤓狜ꝴ丝םٜ
㏐ֿ荁ׂ塥־םהױ׾םׂג׀ց؅㲔杯ס״ג׾׌◄哅؅㍲ז
ն׾ַי
մהײ׆׮⯆䈱עյ塥鷹┕؅孨榫؅הױםٜه؜٭ؚؗי׊泘
䧗׌䣆壿מס׾ֵך㵚׊յע׿׆յסא⼽鱨ت٭ًت٤و٭؛ס璡؅㲆妨┉⛮יזםכ孨榫ס״ג׾׌䣆壿׾ֵךն
鱨⼽סאյ׷⤓鷹饟丝ס״גס㘃鶟➘⮵סյΖ塥车縖ךכ׆׾׌榫✡⵱㓊؅ٜه؜٭ؚؗ־םהױכ䈱⯆הײ׆׮
璡ز٤يյؘن؜յΗ׾םׂ׌׷车ַֿ׽ׂטהױך⫁յؙٛؓלם׾׿׈❠䬠ֿت٭ًت٤و٭؛׾׻מ妨ꝴך
յ狜ꝴ孨榫ֿ车׽׻מع٭َئס䣆禈ꪫ׾׻מ☔稷⽰յ齉䄫⫋榟䫟鶟嫎סյⶭ榫㓹嶖٬僿ꝴיַחמⶭ榫ס鷹饟ס
ն׾ֵֿعشْٛסלם׾םׂ׌׷ַ

出典：国⼟交通省「歩⾏者利便増進道路（ほこみち）
の普及展開に向けて」
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▶ Park-PFI 制度（都市公園法）
　Park-PFI は、飲食店や売店等の公園利用者の利便の向上に資
する公園施設の設置と、それらによる収益を活用してその周辺
の施設の整備・改修等を一体的に行う者を、公募により選定す
る制度である。都市公園に民間の優良な投資を誘導し、公園管
理者の財政負担軽減に加え、都市公園の質の向上、公園利用者
の利便の向上を図る整備・管理手法となっている。例えば、東
京都豊島区の南池袋公園では、Park-PFI を活用して設置した便
益施設にカフェを入れることで、その売り上げの一部を公園の
維持管理に活かすという収益モデルを構築している。 南池袋公園

出典：https://www.city.toshima.lg.jp

▶ 道路協力団体制度（道路法）
　道路協力団体とは、道路管理者と連携して業務を行う団体として法律
上位置づけられた団体である。この制度により道路における身近な課題
の解決や道路利用者のニーズへのきめ細やかな対応などの業務に自発的
に取り組む民間団体等を支援し、地域の実情に応じた道路管理の充実を
図っている。道路協力団体に指定されると、オープンカフェや物販施設
等の占用を通じた道路における収益活動が行いやすくなる。それらの活
動から得られた収益を用いて、道路清掃・植栽等の活動をさらに充実さ
せることができる。 出典：国土交通省「道路協力団体制度」

■　公共空間の利活用に関するその他の諸制度

　���� 年には、立地適正化計画制度が創設されている。こ
の制度は、コンパクトシティの実現に向けて、都市全体の構
造を見渡し、居住機能（居住誘導区域）や医療・福祉・商業
等の都市機能の誘導（都市機能誘導区域）とそれと連携した
地域交通ネットワークの形成を推進するものである。策定主
体は市町村で、税制や融資等の優遇措置と届出・勧告制度に
よって立地誘導を行う仕組みとなっている。制度の創設以降、
数多くの市町村で立地適正化計画が作成され、コンパクトシ
ティ化が本格的に推進されている。伊豆の国市では、����
年に策定された。

▶ 立地適正化計画（都市再生特別措置法）

　国土交通省では、新たな時代のまちづくりの方向性として、「居心地がよく歩きたくなるまちなか」の形成を目
指し、官民連携まちなか再生推進事業として、「居心地がよく歩きたくなる」まちなか形成をはじめ、多様な人材
の集積や様々な民間投資を惹きつけ、都市の魅力・国際競争力の向上を目的とした「未来ビジョン」の策定やそれ
を策定し、実行するための「エリアプラットフォーム」の構築に対し、総合的な支援を行っている。

出典：国土交通省「立地適正化計画の意義と役割」

■　周辺施策の変遷

▶ 官民連携まちなか再生推進事業

1章 伊豆の国市で何故、今、ウォーカブルか？
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図　人口減少がさらなる人口減少を引き起こしている悪循環
出典：国土交通省

図　全国 1人あたりのトリップ数の変化
出典：国土交通省「令和 3年度全国都市交通特性調査結果 (速報版）」

（トリップ数 / 人・日）

　令和 � 年に実施した第 � 回全国都市交通特性 ( パーソントリップ ) 調査の結果によると、調査日に外出した人の
割合、トリップ数ともに、調査開始以来最低の値であった。このように、近年全国的に人々が外に出て活動する機
会は減少していると言える。この社会課題の解決に向け、「居心地がよく歩きたくなるまちなか」を形成し、外出
機会を創出したり、高齢者が安心して楽しく外出できる環境を整備したり、健康まちづくりを展開していくことが
求められている。

　特に近年、地方の中心市街地では人口減少が進み、それに伴ってサービスの縮小や空き家・空き店舗の増加が生
じている。このような状況は、生活利便性の低下や地域の魅力の低下につながり、さらなる人口減少を招く要因に
もなる。今後のまちづくりでは、まちなかでのにぎわい創出へのニーズが高まっていると言える。

※人がある目的をもって、ある地点からある地点へと移動する単位をトリップという。１回の移動でいくつかの
　交通手段を乗り換えても１トリップと数える。トリップ数は、� 日あたりのトリップの数を指す。

■　ウォーカブルなまちづくりをめぐる日本の課題
(1) 移動機会 (トリップ数  ) の減少 ( 外出機会の創出、健康まちづくりの必要性 )

(2) 中心市街地やまちなかの活力減少

※

  1-1 日本全国におけるウォーカブルなまちづくりの状況と課題
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　近年、全国的なシビックプライドや「まちへの愛着」の欠如が指摘されている。一般に、シビックプライドの高
さと定住率は比例関係にあるとされており、シビックプライドを高めることが、人口流出を緩やかにすることにつ
ながる可能性があると考えられている。現在は、多くの自治体がシティプロモーションに関連してシビックプライ
ドを取り上げており、魅力ある都市空間の創出が検討されている。
※「市民の／都市の」という意味の「Civic」と、「誇り」を意味する「Pride」から成り立つ言葉であり、�� 世紀　のイギリス
で発展したと言われる概念。「都市に対する市民の誇り」であるが、単なるまち自慢や郷土愛ではなく、　「ここをよりよい場所
にするために自分自身がかかわっている」という、当事者意識に基づく自 負心を意味して　いる。
　［参考：日本都市センター・戸田市「住民がつくる『おしゃれなまち』－近郊都市におけるシビックプライドの醸成ー」
　（令和元年３月）伊藤香織「シビックプライドを醸成するまちと市民の接点」（同書第３章第２節８９頁）］
(4) 地域コミュニティの弱体化

図　600 市区町村における自治会等の加入率の平均
総務省「自治会等に関する市区町村の取組についての
アンケートとりまとめ結果」に基づいて作成

図　近所付き合いの程度の推移
内閣府「社会意識に関する世論調査」に基づいて作成

　自治会・町内会への加入率の低下や近所付き合いの希薄化、地域活動の担い手不足などにより、地域の関係が希
薄化し、地域コミュニティの弱体化が指摘されている。
● 自治会・町内会への加入率の低下

● 近所付き合いの希薄化

● 地域活動の担い手不足

　加入のメリットがわからないこと、忙しいことなどを理由に、特に都心部では自治会の加入率の低下が見られる。

　人口の移動が活発化したことやインターネットの普及による顔の見えない「弱い繋がり」が増加したことにより、
現代の近所付き合いは約 �� 年前に比べて希薄化している。

　近年、自治会役員等の高齢化が進み、人も固定化する傾向にある。また、自営業者等が減少し、代わりに参入し
た外部企業等は地域活動への協力が得にくいケースが多く、地域活動の担い手となる人材不足が生じている。

(3) シビックプライド   の希求（魅力ある都市空間創出の必要性）※

5 章 伊豆の国市ウォーカブルビジョンを実現するためのプロジェクト1章 伊豆の国市で何故、今、ウォーカブルか？
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「伊豆の国市まち・ひと・しごと創生⾧期人口ビジョン 」より作成
図　伊豆の国市　人口の移り変わりと推計 
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図　1 日あたりの伊豆⾧岡温泉周辺潜在者
　　（住民、宿泊者、病院利用者等）の重ね合わせ
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エロイカジャパン 2024 の様子
出典：伊豆の国市公式 HP　https://x.gd/ew0Xj 

源氏山の山頂広場よりともの足湯
出典：サイト「伊豆桜スポット総合案内」  
           https://izu-sakura.com



■　ウォーカブルに関する全市的なまちづくりの現状（上位計画）
▶ 第２次伊豆の国市総合計画後期基本計画

▶ 伊豆の国市都市計画マスタープラン
　 伊豆の国市立地適正化計画
մ瑬域⚊雕ס㎁䄫稀⺬銶槆מⷉי׊瓀㲊ג׿׈⚊雕ס㎁䄫齉䄫銶槆ُס٤ٚو٭ذت䷉㲊⹕צ⚊雕ס㎁䄫玮㏐
鸵塜⴫銶槆עךյ㱦䑏ךյג׊כ׽؂؆׮⢸ם־׷倲׵ךױחַֿ׊׼禈ׂ؅הױ泘䧗׊յ㵼㯸냕룻⴫յ☔⹾峎
㵼ַֹכ䡗捘㑔炘⚡ס催׾ם鶟㷣מ㵚䑴׊յ㵧全מ峚יז䧏禈⺎耆ם炘⚡ס䎬䡗؅泘䧗״ג׌յꇠ鷹껬⹕تفצ
啶ס㑔꥗硜齉䄫ؠ٭٠عشؾ㛡哕ג׊כ؅㓹鬨تف׷냕ַ䄫轵㏐؅Ⱘ⭳ꇠ鷹ס䓪➘⮵ך⪑㱦מ鱨⼽ٜػِ٭ذ
疣؅䫴ׅյסחր齉䄫嚀耆鏗㵵⵱㓊մց⚊雕Ꝏ㹭껬⼽鱨յ峪媼껬⼽鱨յ榹◹껬⼽鱨؅錃㲊׾ַי׊ն
˥⵳殴٬焰炮٬よ哅璡ס齉䄫嚀耆؅齉䄫ס╈䑏䦠憠׷榟孨䦠憠מ鏗㵵׊꥗硜׽׻מכ׆׾׌յס׼׿׆⺨牊٭ئ
մסتلⲖ曍氳ם䬠❠؅㍲׾⵱㓊

մ⚊雕ס㎁䄫עךյ瑬域稀⺬銶槆יַֽמ㵧全⥼؅ր׽؂؆׮嵡ס㎁յ紆׊㎁յ塷⺒乃⴫詰׾㎁յ儔全؅䦌ׂ
⚊雕ס㎁ց׊כյ⛨؆׵☔׾ַךյ鋼׵☔׾׿յ塷⺒׷乃⴫ֿ詰׾紆ַ׊㏐ך峪媼׷괏؅哧ײ׊յ׾׌כז׮׮
؅泘הױ儔全؅䦌ׂךꄇ⮆⺨ײ־ח弪孱؅ס♏յ侇מ׵ככ׌؅泘䧗הױ׾׿ׂחמ侇ꝴ؅僗䙫紶׾׌׽؂؆
䧗׾ַי׊כַג׊ն
մؚؗמٜه؜٭꞊鵽׾׌产瓀עי׊כյր鈝⩞䫟鶟⛮⯆ס䍚⴫כ◫孱☔⹾ס䦡㛻ցյր塷⺒٬乃⴫٬菚软؅榟׊־
䫟鶟ցֿס׽ׂטהױם䫟鶟ցյր䧏禈⺎耆ס׽ׂטהױ׌䫟鶟ցյր⢸䉓Ꝏ㵜؅泘䧗ס׽ׂטהױ٬׽ׂטכץג
䫴ׅ׾ַי׿׼ն

　２０１１年 3月策定　/２０２１年２月部分改定

　２０１８年６月策定

　２０２２年３月策定

出典：伊⾖の国市「第２次伊⾖の国市総合計画後期基本計画」
図 伊⾖の国市の都市計画の基本構想と基本指針  図 居住区域及び都市機能誘導区域図 

出典：伊⾖の国市「 伊⾖の国市⽴地適正化計画」

※
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  1-３　伊豆の国市におけるウォーカブルなまちづくりの動き



■　都市再生整備計画におけるウォーカブルの実施プラン
▶ 都市再生整備計画（伊豆長岡地区） 　２０２２年１月策定

մ㏐㓊ס攐䓪؅馐ֻױյ齉䄫ס⫋榟מ䑒釐ם◄哅؅ꄆ憠氳מⰨ䙫䄄㜂؅׽ׂטהױי׊车ֹ״גյ̂ ס׽ׂטהױ
泘嘅յ̃ 泘嘅؅㲊ꄈ⴫׾׌䧗嘅յ̄ 泘嘅؅鷼䡗מ״ג׾׌㲔产׾׌◄哅؅㲊׾״齉䄫⫋榟丝⤓銶槆؅յ 䇗䈱מ
┉芗炘㍚嫎☔⚊雕Ꝏ㹭峪媼ֿؙُٛؓع٤ْةؾ䬠勅׊յ䄫ס齉䄫⫋榟丝⤓銶槆י׊כ瓀㲊ג׊ն
● 都市再生整備計画（伊豆長岡地区）
մ�玮㏐鸵塜⴫銶槆ך炐׌סח齉䄫嚀耆鏗㵵⵱㓊ך╈סյ⚊雕Ꝏ㹭㏐⵱⚊雕Ꝏ㹭껬⼽鱨峪媼껬⼽鱨עך齉
䄫⫋榟丝⤓銶槆؅㲊״յ㛻泘嘅؅յ⚊雕Ꝏ㹭㏐㓊ס╈䑏ַ׊؂׈רמ孨妳מ嵹ג׿רֵה뇂ⱱֵסהױ׾韀؂ַ
㍑鷛䓪⺸┕ցյր㏐㓊ס־םהױ׾׻מ⭳Ⱘס狜ꝴ׾׎鷨ׇמ䒍鸵ֿعتٛؠؕئ׷塥车縖מյր仼䅻氳׊כ⭳Ⱘס
鞲嶎؅孨榫ג׊뇂ⱱֵ׾帩槳狜ꝴ٬◫孱䦠憠סⰨ⭳ցյր㲆妨┉⛮גזםכ韀׾ֵס؂ַ塥车縖狜ꝴסⰨ⭳لٓכ
ն׾ַי榟ց؅䫴ׅ⪧סכؔطٛ
● 滞在快適性等向上区域（まちなかウォーカブル区域）
մ�⚊雕Ꝏ㹭峪媼ס╈䑏׾ֵךꝎ㹭㏐⵱כ⹿㜧㏐⵱ֽצ׻⚊雕Ꝏ㹭峪媼껬⼽鱨מ帩㏇䒍鸵䓪璡⺸┕⵱㓊־םהױ
ն׾ַי׊⵱㓊؅錃㲊ٜه؜٭ؚؗ
մ�Ꝏ㹭㏐⵱עךյ⶟㸓蔮כ峪媼껬؅䦠憠׊כյ┸产錃؅磵ש峪媼㕙⭳鵹ַ鵟׽硜 N؅╈䑏מ帩㏇䒍鸵䓪璡⺸
┕⵱㓊؅錃㲊׊յ塥鷹ס䦡䆋׾ֵ׽כ׹׽׻מלם塥车縖狜ꝴ؅澬⟊מ׵ככ׾׌յ媮鷹ס妨ꝴ◄哅縖׾׻מ塥
鷹סت٭ًت٤و٭؛גזםכ⛮┉כⰨ⭳璡׽׻מյ㲆妨┉⛮סך㷈䑏㏐ס荁ַס־םהױ䎬䡗؅㍲׾ַיזն
մ�⹿㜧㏐⵱עךյֵ״׷㵸饟硜 N؅泘㱦מ帩㏇䒍鸵䓪璡⺸┕⵱㓊؅錃㲊׊յ媮鷹ײס꞊➟◄哅縖׾׻מ塥鷹
ն׾ַיז䎬䡗؅㍲ס־םהױ荁ַס㷈䑏㏐יזםכ⛮┉յ㲆妨׽׻מⰨ⭳璡סت٭ًت٤و٭؛גזםכ⛮┉כ
մ�⚊雕Ꝏ㹭껬⯥עךյ껬⯥ٞמ٭ٛذ٭錃糋ג׿׈鈝⩞勅⫂䢥؅╈䑏מ硜 �IB 帩㏇䒍鸵䓪璡⺸┕⵱㓊מ疗㍱ס
؅錃㲊׊յ帩㏇㑔ס껬⯥狜ꝴ؅Ⱘ⭳׊յ鈝⩞㲘ׂםךׄד㛡ׂס䄫妨ֿ帩㏇⺎耆؅׽ׂטהױם➢鶟׾׌ն
մֽם�յ┕鋗׽ֽכס帩㏇䒍鸵䓪璡⺸┕⵱㓊ע錃㲊סס׵׾ַי׿׈⺱⵱㓊ס⪮⛮氳ם㵧全⥼ע炐ַםַי׿׈
ն׾ֵךյ吾鋀ֿ䑒釐״ג

出典：伊⾖の国市「 都市再⽣整備計画（伊⾖⻑岡地区）」
図 伊⾖⻑岡地区に設定されている区域を⽰した図 

5 章 伊豆の国市ウォーカブルビジョンを実現するためのプロジェクト
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1 章 伊豆の国市でなぜ、今、ウォーカブルか？



■　その他のウォーカブルに関する計画
▶ 伊豆の国市緑の基本計画
մ儖銶槆עךյր倲؅׊׼䎷׽յ֐׊םי׵ֽ�ג׿רֵ׽לײ⚊雕ס㎁յ姡כ稅כ塷⺒ס◹׆׷ײ֐ց؅㓹儖
杼䒝׊כյ⚊雕ס㎁䄫⫂׵ך׆ל⪜㎥٬稅㏐ֿ骰鲣׾ֵמ梪㗞؅◷⹨؅׽ׂטהױ׾׀ך鶟؅כ׆׾״亠ꄠ׊כ
ն׾ַי
մؚؗמٜه؜٭꞊鵽׾׌斶ꄇ䃷⼽鱨ס丝
⤓٬孨榫עי׊כյ斶ꄇ䃷׾׻מّثٛ٭ص
斶ꄇ䃷⪒⛮ס⮵孨榫٭ؽ؜׷ء٤ٛؠؕئ
璡כص٭َتס鵽䯥ךכ׆׾׌յ斶ꄇ䃷⪒⛮
孨⮵ס斶ꄇ䃷סכ٤ׇ٭د鶟յ➢榫؅⮵ס
榫ס➢鶟斶ꄇ䃷׷٭غٛؤ媞䃷丢٤ؗٚء
⼽ր╈㼖⪜㎥׾䨕艄؅㍲ص٭َت׊־؅孨غ
鱨ց؅⛣糋׾ַיׄטն
մؚؗמٜه؜٭꞊鵽׾׌嶎妣㸓⼽鱨ס丝
⤓٬孨榫עי׊כյ嶎妣㸓ס뇂ⱱ؅䌕׊⭳׀
嶎妣㸓ס׫氧׽⹾璡ס丝⤓׽׻מյ嶎妣㸓
뇂ⱱסյ峪媼轵┕⺸嚀耆؅ت٤ٚع٤ؙס
؅⺸┕嶎妣㸓ס鷛塥鷹׷峪媼轵遊鷹ס丝⤓
䫟鶟璡׾׻מ㍑鷛䓪׊┕⺸؅յؙٛؓי׊כ
峪媼轵ס뇂ⱱ؅⺸┕؅⛣糋♀ׄ׾ַיն

　２０１７年８月策定

▶ 伊豆の国市歴史的風致維持向上計画
մ٬儖銶槆עյ䄫䧗㲊扛䎬妨仌乃⴫靸־׮סյ㏐㓊מ劮ג׊׉烰ס׽禴䧏٬禆䤔ֿ㍭ꦘסלםכ׆׾ַיזםכ
敯媲מ㵚䑴״ג׾׌յր㏐㓊׾ֽׄמ塷⺒氳겧舙ס禴䧏⹕מ┕⺸צ꞊׾׌嫎䏱ցמ㓹׀טյ㏐㓊מ⹨ׄ禆ֿ׀י׿
הױג׊鞲榤؅孨榫ם䐝⸉璡յ塷⺒氳ס塷⺒氳䋦鵰擻׷⤓丝ס鱨梪㗞⼽סյ乃⴫靸״׋ע禆䤔؅סײㅀסչ☔ג
ն׾ֵךס׵׾׌כ؅泘氳כ׆׾׌؅㷣ꝧ׽ׂט
մ�儖銶槆עךյ禴䧏⹕׀׬׌┕⺸צ塷⺒氳겧舙י׊כסח塷⺒氳겧舙؅⛣糋♀ׄյהֹסאյ斶ꄇ䃷עր斶ꄇ
䃷׾׃״؅烰׾ײמ♢⟓כ׽塷⺒氳겧舙ցמ⛣糋♀ׄ׾ַי׿׼ն

　２０１８年３月策定

▶ 伊豆の国市景観計画
մ儖銶槆עյ儖䄫ס雛㳪ם俌鈝鞲嶎؅孨׊־荁㞐ם俌鈝䎬䡗؅䫟鶟ס״ג׾׌㓹儖氳ם縒ֻ亠׷⹦׽磝ײ亠חמ
ն׾ַי׊錃㲊י׊כ؅俌鈝銶槆⵱㓊⛮⪑յ䄫㓊׽ֵךס׵ג״כױיַ
մ�俌鈝䎬䡗ס㓹儖亠ꄠי׊כյր紆ַ׊舅抅ֿ笝׽䡗׌俌鈝؅㱤׾ցյր塷⺒כ乃⴫ֿ碝ַד俌鈝׾ֻ⚥؅ցյրַ׀
俌鈝؅ס孱◫׷׊׼倲ס☔ցյր׾俌鈝؅Ⱘס产錃⪧⪛׾׌⽰鐧כցյր⼽鱨俌鈝׾י俌鈝؅罫סײ┾轵ג׊כ׀ַ
孨׌־ց؅䫴ׅ׾ַיն
մ�攐מ斶ꄇ䃷עיַחמյր紆ַ׊舅抅ֿ笝׽䡗׌俌鈝؅㱤׾ցך╈סյ斶ꄇ䃷璡ס媞䃷סאכ⼽鱨ס荁㞐ם舅抅
梪㗞؅⪑⟊ס㍲מ׵ככ׾յ�媞䃷俌鈝כ鐧⽰ֹ׻׾׌轵┾ײ俌鈝�؅鏗㵵׾׌յכ⛣糋♀ׄ׾ַי׿׼ն

　２０１４年 6月策定　/２０２０年５月改定

出典：伊⾖の国市「伊⾖の国市緑の基本計画」
図 伊⾖の国市緑の基本計画の全体像を⽰した図
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  1-３　伊豆の国市におけるウォーカブルなまちづくりの動き



▶ 伊豆の国市観光地エリア景観計画
մ�鈝⩞㏐ؙٛؓ俌鈝銶槆עյꪐ㹭洈ס俌鈝䎬䡗ס㓹儖䧗ꄠրמׂס׋ר俌鈝䎬䡗銶槆ցמ㓹׀טյ䄫槄ֿ㏐㓊攐
䓪מ䑴י׋յ荁㞐ם俌鈝䎬䡗כ鈝⩞㏐㓊؅׽ׂט泘䧗׊յ俌鈝׷٤٘ةل⪮⛮氳ם俌鈝产瓀؅㲊׽ֵךס׵׾״յ
㏐㓊⛨妨٬妨ꝴ٬车䷓ס׿ב׿א䏔Ⱏ⮆䥵׾׻מ䧏禈⺎耆ם㏐㓊俌鈝٬⪑⟊ס孨榫ס㲔杯؅泘䧗׾ַי׊ն
մ�荁㞐ם俌鈝䎬䡗כ鈝⩞㏐㓊ס״ג׾ׅםחמ׽ׂט泘䧗׀׬׌㣓俌鈝٤٘ةلגׄ⺸מ׿א׷⪮⛮氳产瓀
؅炐׌ր⚊雕ס㎁䄫鈝⩞㏐ؙٛؓ俌鈝銶槆ց؅䄫⫂ס┖♓؅ ؙٛؓיַחמ瓀㲊׾ַי׊ն
● 【歴史景観エリア】（韮山反射炉、江川邸、守山中世史跡群）
٬�产錃⼽鱨ׂםעךׄדյ⼽鷛؅䙫閁ג׊鏗㵵ס٤ؕئ丝⤓׷յ塷⺒٬乃⴫产錃ס勅⫂洇冎׷鉮鐄冎յ鈝⩞䗯㕔ئ
ؕ٤璡ٜ٭ٞع٤ؤס吣劳յ嘻儒ס⟣俌⚓䫑⪜⪦׷٤ؕئ鈝⩞勅⫂冎ס荇䎷յ䎬敯յ鿥糋
● 【温泉景観エリア】（古奈温泉、長岡温泉、源氏山）
٬�俌鈝؅哧׼ֿםײ׊㱦⪒מ塥ׄ׾峪媼㕙鵟ס׽梪㗞丝⤓ն峪媼㕙ס俌鈝؅䙫閁ג׊轵饟拨伺յ鷹饟◫鵟梪㗞璡
٬�⹿㜧峪媼յꝎ㹭峪媼؅磵ש丆瓀ٜסع٭丝⤓鷛塥鷹丝⤓յ俌鈝؅哧׾״׊勥׷硞蜗璡ס吣嘻յ吣劳ס禴䧏畘杼
٬�⹿㜧峪媼յꝎ㹭峪媼עמ┕ع٭ֹٜ־⺸מյ峪媼㕙ס׫鏗㵵׾ֿםחמ轵饟拨伺؅丝⤓ն䋦擻׷䄄⛼擻璡ס鿥糋յ
䎬敯
● 【自然景観エリア】（葛城山、城山、狩野川）
俌⚓䫑⟢סն吣劳յ嘻儒׽ׂטٜ٭ٜגׄ⺸מ⪑⟊ס蝀㒮㸓յ㒮㸓璡عؕئ؛ة�٬
丝⤓նסع٭ٜء٤؞ؕـ舅鬇髪榫յ׾״׊哧׵俌鈝׷عؕئ؛ة�٬
● 【農業景観エリア】（市内北部の観光農業を含む農業振興地域）
٬�榹㎥겧俌כ㳪㚖㸓ס浊僶؅哧׷عشَت٭ٖل׾״׊燯Ⳃ׼ֿם׊俌鈝؅哧׾״׊⼽鷛ٜ؅ع٭氦⟓ն
٬�㷑㛙䇶⼔擻յ鏗㵵勅⫂٤ؕئ璡ٜ٭ٞع٤ؤסն

　２０２０年３月改定

▶ 伊豆の国市観光基本計画
մ儖銶槆עךյ䄫妨┉☔ֿ׽כץ⹆ⱶ׊յր夵仼ֿ
뇂ⱱֵ׾ ״גס㲔杯ס㎁˙ցס雕⚊ס׊םי׵ֽ˘
յיז׻מ䫟鶟סײ磝׽⹦סאյ׊؅䫟鶟ײ磝׽⹦ס
䄫妨ס榟׷ַֿ׀㱦؅ׁ׼榟׊⭳ײյגױյ榟孨ס
ն׾ַי׊؅泘䧗כ׆׾׌┙㳝מ弞ַכ׽כ׹
մ�ؚؗמٜه؜٭꞊鵽׾׌产瓀עי׊כյւ塷⺒鞲
嶎؅孨׌־鈝⩞㏐׽ׂטփי׊כח┉סրגֿס׵
מص٭َتⰨ⭳ցյւ⢸䉓٬סع٭㍑鷛ٜ׾ֵס䓪׽
ثٛ٭صص٭َتրי׊כח┉סփ׽ׂט孱◫׾׻
ն׾ַי׿׼ׄט䫟鶟ցֿ⛣糋סّ
մגױյ 䇗䈱מ瓀㲊٤ٚو٤٘بؠؓג׿׈
䏲僿עךյ㲆妨鵽䯥׾׻מ⚊雕Ꝏ㹭峪媼ס孨䓪
⴫׷㛻媞ُٚغրꑢ⠐夕ס ☔ց؅㜵嚀ג׊כ二
㏐㓊׾׻מײ磝׽⹦ס孨榫璡כ氦䫁ס塷⺒鹦榤םג
孨䓪⴫ס㲔杯؅泘䧗׾ַי׊ն

　２０１５年３月策定

出典：伊⾖の国市「伊⾖の国市観光基本計画」
図 観光基本計画の施策の体系図 
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お散歩市の様子

■　官民連携まちなか再生推進事業と伊豆長岡温泉エリアマネジメント

萌芽期 ����.�� 温泉場の有志メンバーが温泉場通りお散歩市を開始

まちづくりプラットフォーム事業によるプロジェクト会議がスタート
（温泉駅の活用と再整備に向けた検討）

����.��

お散歩市での実証実験（車両片側通行）� 回目����.��
お散歩市での実証実験（車両片側通行）２回目
お散歩市での歩行者天国 初実施

����.��

官民連携による伊豆長岡温泉の再生まちづくりの方向性について提言����.��初動期

プレ連携期

国土交通省 官民連携まちなか再生推進事業に採択
「伊豆長岡温泉ミライ会議」の発足

����.��実践期

伊豆長岡温泉未来ビジョンの策定����.��エリアマネジ
メント萌芽期 （一社）伊豆長岡温泉エリアマネジメントを設立����.��

（株）まちづくり伊豆長岡温泉を設立����.��
（一社）伊豆長岡温泉エリアマネジメントが都市再生推進法人に指定される����.��

R３年度観光庁補助事業「既存観光拠点の再生・高付加価値化推進事業」の実施����.��
伊豆長岡温泉未来ビジョンの改定に着手����.��
R５年度観光庁補助事業「地域と一体となった観光地の再生・観光サー
ビス高付加価値化事業」に着手（２カ年事業として実施）

����.��エリアマネジ
メント構築期

▶ 伊豆長岡温泉地域のまちづくり変遷

　伊豆長岡温泉のメインストリートである「温泉場出逢い
通り」沿いに立地する、歴史ある旅館「南山荘」が廃業し
た空き旅館となった後、地場産マルシェ「温泉場通りお散
歩市」を ���� 年 � 月より、毎月第２日曜日に開催している。
　近年では、旧南山荘だけでなく温泉場出逢い通り（道路
と沿道）や、ミライ広場（旧さかなや跡地）などに拡張し
て開催されているほか、官民連携まちなか再生推進事業を
契機とした「ミライ会議」をはじめとする公民学連携の取
り組みと重なり合うことで「お散歩市」が徐々に進展して
いる。幼児から高齢者が集う地域コミュニティ、新たな事
業を生み出す出会いの場等、様々な取り組みを支援・創出
する共創空間としても活用され始めている。

▶ 温泉場通りお散歩市 (2016 年～)

　「伊豆長岡温泉ミライ会議」の事務局を務めるとともに、地域のシンクタンクとして、調査・企画や事業提案な
どを担う中間支援のための一般社団法人。未来ビジョンに基づく賑わいづくりの活動・社会実験などを通じ、温泉
場にない新しい事業の創出や、地域の各事業者がつながるための企画や事業などを展開している。

▶ 一般社団法人伊豆長岡温泉エリアマネジメント

年表：(一社 ) 伊豆長岡温泉エリアマネジメント提供の資料をもとに作成

  1-4  伊豆長岡地域におけるまちづくりの展開
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図　伊豆長岡温泉未来ビジョンにおける４つのまちづくりコンセプトと９つの取り組み

　上記事業に基づいて ���� 年 � 月に策定した「未来ビジョン」は、「観光で訪れる方、地域で働く人・学ぶ人・
暮らす人等あらゆる人にとって、快適で魅力あふれるまちとして再生し、”温泉のある暮らし”を目指しつつ、「温泉」
×『健康・福祉』×『自転車』の掛け合わせによるまちづくり」を構想している。
　ビジョンの中では、観光や生活拠点の強化、地域周遊の機会向上、温泉場空間の形成などを目指す � つの取り
組みを掲げている。

▶ 伊豆長岡温泉未来ビジョン

　国土交通省「官民連携まちなか再生推進事業」の採択に
伴う、「未来ビジョン」策定及び実行のために設立された、
伊豆長岡温泉地域のまちづくりについて、「居心地良く歩
きたくなるまちなか」の形成に向けて多様な人材の集積や
様々な民間投資を惹きつけ、まちの魅力向上を目的とした
取り組みを支援する取り組みを進めるエリアプラット
フォームである。大切な地域資源である温泉を守りながら、
地域で暮らし続けられるコミュニティの構築を目指す。
参画事業者（���� 年 �月現在）：
温泉場通り振興会、伊豆の国市、伊豆の国市観光協会、
市内宿泊事業者・民間事業者（メリダジャパン、プラスニューオフィス、JM）、伊豆半島ジオパーク推進協議会（美
しい伊豆創造センター）、伊豆箱根鉄道グループ、三島信用金庫、教育研究機関（横浜国立大学、日本大学、法政大学、
図的表現活用研究所）

▶ 伊豆長岡温泉ミライ会議

図　まちづくりを推進する３つのテーマ

1 章 伊豆の国市で何故、今、ウォーカブルか？





Chapter 02Chapter 02
伊豆の国市におけるウォーカブルの考え方伊豆の国市におけるウォーカブルの考え方
2-1.「ウォーカブルなまちづくり」とは？
2-2.「ウォーカブルなまちづくり」における目的の整理
2-3. 伊豆の国市におけるウォーカブルビジョンの考え方



մ鲣䇗յւրؚٜؗه؜٭ց׽ׂטהױםփַֹכ銧蜗؅榫ַֿ׽ׂטהױג⪒㎁⺨㏐ך䫟鶟׾ַי׿׈ն╚מյ☔
؅╈䑏ג׊כ雛הױם־յי׊אյ塥ַי倲؅הױ׾׎׼泘䧗ס׽ׂטהױ׾ַי׿؂✳י׊䣆嫎כד䓙ֿ׾׿؂յ
㲔꤀עמյրؚٜؗه؜٭ցעכ⪮⛮氳؅⛰מ䧗־ס׾ַי׊յ־סםהױםٜه؜٭ֿؚؗהױַֹֹלյֵ յעַ׾
ב׿איז׻מהױ׷☔յעյ㲔עة٭ַֹْؕכ־סց؅车ֹ׽ׂטהױםٜه؜٭րؚؗמ״גס泘氳ם؆ל
ه؜٭ն㲔꤀յրؚؗ׾耆䓪ֵֿ⺎׾ם樟׿ ٜ8BMLBCMFցַֹכ銧蜗עמյր塥ַ׌׷׀ցր㱦⪒ךցַֹכ䙫⽏׷յր塥
ցր塥ַ׊哧יյր塥ַ׊$BNCSJEHF�%JDUJPOBSZ׾ֵ׵⺬㕙׾׌؅僗⽏䙫ַֹכց׾ֵמⶇ⮆鲣ַ饃ꦕל׮浓ׂיַ
סאյ׽ֵ׵כ׆׌؅䧗׽ׂטהױׂ׾ֵמ״גסյ⢸䉓㘃鶟עמն侇׾ֵ׵⺬㕙׳⻠؅כ׆ַֹכց׾םׂג׀
泘䧗ע؀׆כ׌喋չ׾ֵךն
մעך׆׆յրؚؗ׽ׂטהױםٜه؜٭ցס׽ׂטהױ׾׃״؅泘氳٬泘嘅ס⺎耆䓪؅䧸ׅյ⚊雕ס㎁䄫סրؚؗ٭
նַג׊丝杼؅ס״ג׾؅縒ֻ־׀׬车ֹי؀؅縒ֻ׆כם؆לյעց׽ׂטהױםٜه؜

մךױ׿׆յր塥车縖׾׃״؅ցע׽ׂטהױյ╚מյ舅Ⳃ髪ס׫㵚䑴ֿ╈䑏׽ֵךյ舅Ⳃ髪╈䑏ס鷹饟禿ֽׄמ
塥车縖㵠榫⴫յֵ׷ն塥髪⮆ꦕגזֵך䑏╈ֿ׽ׂטהױ׾׿车؂׼־鈝憠סյ燯Ⳃ⫃帐⴫עַ׾鵟㱦⪒յֵ◫׾
סל塥车縖ֿכյ舅Ⳃ髪׿׼㍲ֿלם׌➢鵟车؅ם⪑㱦סյ塥车縖יׅ┖鵭䈱؅סյ◫鵟ꪐ犌⴫舅Ⳃ髪עַ׾
նג׀י׿׼縒ֻֿ־׾׀ךֿכ׆؅Ⳃׂהױי׊⽰鐧מֹ׻
մםײע׼׿׆յ舅Ⳃ髪׿ֵךיזכמյ塥车縖׿ֵךיזכמյ鷹饟؅ր燯Ⳃ狜ꝴց׽ֽי׊םײכյ鷹饟ֿ䧏
ס☔յלם噛鎅䇶㕙׷յ娡䢔侇♏յ냕儘㕙ף׿؅鸟♏侇כז׵յ׊־׊ն׾ַי׿׈꡾㲊מր燯Ⳃ狜ꝴցע嚀耆ח
꥗׾ױ㕙עյրהײց׽ֵמ׵ככյֽ 烰׵׽րהײց؅榫ַי车גַי׿؂նגױյ宾㛙מ车ׄףյסהײ耙٭؛׾ֵמ
յ׽ֽ؆׈ׂג׵הג☔׾ַי׊׽ד؆׍גג׽ג׊蓝ֽ׵ך┕ס鷹饟׷յ㷑㛙לםتٚط٤و٭؛׷ؘن؜٤و
孨Ⳃֿם־雛׵ךלםյ饟㏐遊׷ع٭ٛعت٤ْؕס轵饟嘻ם־յ稅雛׽גַי׿׈⤹ꝧֿؘبُٜךع٭ٛعت
车׾ַי׿؂ն仼儖׵ךյ 䇗♏♓꡸յ鷹饟┕ؘن؜٤و٭؛סך㲔产ס⹦׽磝׷ײյٖؓزؼؒن׷ز٤ي
鶟׵׽ׂטהױסך鈝憠ַֹכ׾׌ր孨Ⳃցךהײյלם׾׌յ孨榫שյ鷛׳׍גגךהײյי׋؅鵟לם錃糋ס
ն׾ֵחח׿׼״
մמ׼׈յ鲣䇗ס仼儖עךյ炘⚡磬岷啶鵰ס㚺ꪵ׷☔⹾峎㵼׾׻מ竊峎侇♏؅鲛ֻך╈׾յよ䈘轵٭ذشٔبס轵
⴫׾׻מלם㏐㓊ס孨ⱱ⛥┖ֿ䠫䒝׾ַי׿׈նך╈םֹ׻סאյ齉䄫ס뇂ⱱ׎׈┕⺸؅յמ־םהױ孨妳؅Ⱘ⭳
ցعشج鞲榤ؓס狜ꝴ؅ր齉䄫⪧⪛׷㷑㛙狜ꝴג״⻠鷹饟؅׾ֽׄמյ齉䄫狜ꝴי״䷉յ׽ֽי׿׼״姲ֿכ׆׾׌
ն׾ַי׿׼״姲ֿכ׆׾׌؅׽ׂט孨妳ס־םהױי׊孨榫מ鞲榤؅僗Ⲗס齉䄫ס׆յֻ׼ככ
մך╈ם؆אյ鲣䇗յրؚؗ׽ׂטהױםٜه؜٭ցַֹכ銧蜗؅榫ַיյס־םהױ雛ם־齉䄫狜ꝴⰨ⭳؅车ֹ
ն׾ֵחח׿׼״鶟ֿ׽ׂטהױ 珕׵ך鳭׽ֽכג׬յր齉䄫ס㛡喋䓪ס٤٘ب٭يؿؕכⰨ⭳מ꞊׾׌䟏鐶⚡ց
יַֽמյ☔⹾峎㵼侇♏׾ֽׄמ♀ⱶ❫⡁סⰨ⭳כ㏐㓊鐐갭ס鉮婊ס㕙׾םכ齉䄫׽ֵס亠יַחמյ齉
䄫狜ꝴ؅☔╈䑏ס狜ꝴ׫鬇䬵׊յ妨ꝴ䤷鞲כ⪦둜׼ֿם׊ր㷈䑏㏐ֿ荁ׂ塥־םהױ׾םׂג׀ց؅䎬䡗כ׆׾׌
ֿ泘嘅׿׈כյך╈סאյ8&%08BMLBCMF
�&ZF�MFWFM
�%JWFSTJUZ
�0QFOי׊כח┉סהֹסյրؚٜؗه؜٭ց塥
ך؆鶟׵לם䧗㲊ס⵱㓊ٜه؜٭ؚؗ־םהױ׷䫟鶟齉䄫ٜه؜٭յؚؗמ؅㓹׿׆նג׿׈ֿ嫰泘׾םׂג׀
喋չיז׻מ齉䄫סאյע泘氳׷㳊⫁סאյעמյ㲔꤀ֿ׾ַי׿׈䫟鶟ֿ׽ׂטהױםٜه؜٭ؚؗךյ⪒㎁׽ֽ
ն׾ֵך
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■　「ウォーカブルなまちづくり」の多義性

■　日本における「ウォーカブルなまちづくり」の進展

  2-1  「ウォーカブルなまちづくり」とは？



մעך׆׆յؚؗס׽ׂטהױםٜه؜٭⪮⛮氳ם泘氳י׊כ縒ֹֻ׾ꯁ泘؅⮛䧸׾ײי׊նך╈ס׆յ⚊雕ס㎁
䄫ע׽ׂטהױםٜه؜٭ؚؗסյסלꯁ泘؅ꄆ釱י׊鶟؅־׀׬ׂ׹י״縒ֻ׾┉Ⲃ׾׌כն
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■　「ウォーカブルなまちづくり」の具体的な目的

図 ウォーカブルなまちづくりがめざす多様な⽬標

  2-2  「ウォーカブルなまちづくり」における目的の整理



（４）目的性及び目的地の近距離性
մ׵א׵אյמ־םסהױյ车؀׆כַג׀յֵעַ׾车ׂ泘氳ֵֿ؀׆כ׾յ玮ה
㳝ף׿ׄם؀ֿ׆כַג׽յ塥ׂ♓⯥מ鋼ֹױ׊יזםכהױַם׿նי׊אյ㛡丗
ױ׾ַי׿׈յ车ׂ泘氳ֿ㛡ׂ榫䙫׾ַי׊㰆㏇י׊㳡꥗מعؠق٤ؤ泘氳㏐ֿյס
յֵעה յؓגױն׾ם㛡ׂ׵כ׆׾׿鋼יַ׾ 8BSL�4DPSFס؜ْٛ յעך䧗嘅ַֹכ
ն׾ַי׿׈憠丗⴫ֿ־ֹל־׾׀ךتجؠؓמ产錃تل٭ئ⺨ך䏻塥׼־丢㏐׾ֵ
舅⮆׾ַס㕙䢥ׄד׾׀ך׼־㛡ׂס泘氳㏐מتل٭ئ׷塥ַי车ׄ׾澬曍ֿ냕ַױ
ն׾銧ֻכ׾ֵךהױםٜه؜٭䙫⽏յؚؗ׾յֵעה

（３）公共交通利便性
մ舅榺؅הױמ燯Ⳃכ׾׌כֹ׻׊յ鷞鬇ַֿם׀ך☔냕劅榟♓┖ס萴ַ☔הגյ
⩥錉鲭硯ג׊냕룻縖յ⩥錉؅僗ַםַי׊☔յ髪♓㛙ך鋼ג׿鈝⩞㲘לם׵ך鋼׿
٭ّت׵כׂםյ髪ֿיַי׊յ⪜⪦◫鵟ֿ⩗㲔׽ױחն׾䑒釐ֵֿ׾ֵך槄ַ׌׷
׾׌燯Ⳃיַ׾؅ֵהױךױյ泘氳㏐׼ֿםյ⪜⪦◫鵟؅榫ַעהױ׾׀ך燯Ⳃמث
嚀⚡׵㘃ֻ׾םמכ׆׾ն

（１）交通安全性・交通静穏性
մֿהױր塥הױ׾םׂג׀ցעמ׾םכյ׵א׵אյ㱦⪒מ塥ׄ׾塥ׂךֿכ׆
յ◫鵟㱦עמ״גסאն׾ֵך◄㛻ֿכ׆׾ַי׿׈榫䙫ֿהײַ׌׷׀յ塥׾׀
⪒䓪ס냕ַהױյ㱦䑏י׊塥ׂהױ׾׀ךסכ׆յ◫鵟ꪐ犌䓪舅Ⳃ髪璡ֿ鵭䈱؅䤰
ն׾ֻ׽םכ♭兢םյꄆ釐עכ׆׾ַיזםכהױ냕ַסַׂמ׽׆颯ֿ䷚◄יֻ
仼儖ס齉䄫עյ㓹儖氳מ鷹饟ֿ於ַ״גյ舅Ⳃ髪ס鵟车כ塥车縖ס㱦⪒؅┸玮ס׾׌
ֿꦘֿכ׆ַ׊㛡ַն

（２）ユニバーサルデザイン・移動円滑性
մ鐍׵׊舅榺מ塥ׄ؅כ׆׾םמהױ׾縒ֻכ׾յ壿䄐סوشٔ؟׷㵼ַםյ燯Ⳃ⫃
帐⴫ֿ㍲כ׆׾םכהױם٭ٛنؓٛفג׿׼յֵעַ׾յיזכמ☔סי׬׌⮵榫
ն׾םכ䑒釐ֿכ׆ׂ׹י׊׉״؅הױג٤؅縒ֻؕاظٜئ٭فؼַٗ׌׷׊

մעך׆׆յր� 塥ׄמֹ׻׾յ塥ס״ג׾םׂ׌׷׀䣆壿ցי׊כյր� 塥׾םׂג׀Ⳃ嚀׽ׂטցי׊כյי׊אյ
ր� ׾׿׼縒ֻי׊כⲖ冽ցס׽ׂטהױםٜه؜٭ؚؗ  ն׾׌泘氳٬泘嘅؅䬠炐ס
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１．歩けるように、歩きやすくなるための手段

２．歩きたくなる動機づくり

出典：

  2-2  「ウォーカブルなまちづくり」における目的の整理



 （９）健康まちづくりの増進
մ鲣䇗עךյ⢸䉓㘃鶟ֿء٤ؼ٤ٚ׷ء٤؞٭ؚؗס״גס沸؆מ车ֿ׾ַי׿؂յ
Ꝏַ饃ꦕ؅䒍鸵מ塥עהױַ׌׷׀յג׊ֹ׆⢸䉓㘃鶟׾ֿםח׵מնגױյ냕룻縖
הױյ״ג׾ֿםח׵מכ׆׾׌┙㳝מ㘃鶟ס⽜յ⢸䉓㵜ֿכ׆׌׷؅㘃⚡㛙⭳嚀ס
ն׾耆䓪ֵֿ⺎׾ֿםח׵מ׽ׂטהױ⢸䉓ֿכ׆׌؅泘䧗הױ׾םׂג׀塥יךמ

（７）快適性・景観や風景の魅力
մⶡמ塥ׄ׾յ塥ׂׂםךׄד׾׀ךסכ׆յ㷈䑏㏐ֿ׽גז־׻յ겧俌ֿ紆ז־׊
յ塥ׂⳂ嚀׾䓙ֻכցַגր׀յ塥ךכ׆׾ַי׿׈㕙ֿ榫䙫ם뇂ⱱ氳ךյ䒍鸵׽ג
ն׾׿׼״姲ֿכ׆׾םכהױםֹ׻׾׌وشֿؓ

（８）生活圏の構築
մ鲣䇗յٛق䄫עךյր ⮆㎢齉䄫ցյٍْٜٜעךغ٤ٚع٭َ׷٤ր ⮆㎢齉䄫ց
浓׽לגך舅鬇髪׷䏻塥מتل٭ئס״ג׳榟孨؅ㅀֿ׵յ鐍מֹ׻׾׿銧؂כלם
ն׾ַי齉䄫ֿ㘃ֻ׾׌؅䫟鶟׽ׂטהױג׊מ⮉յր榟孨㎢ց؅㛻׾׀ךסכ׆ׂ
	
 յׂםךׄד׌׼յ倲הױםֹ׻׾׎׼倲ך⫁榟孨㎢ֿ⛮⪑הױյי׊氦㷣מ׼׈ֿ
⥸ׂ 	绷⛨鲣䫘 
 ն׾׿׼縒ֻֿכ׆׌؅泘䧗הױ׾车ֻך⫁榟孨㎢׵׳ㅀ׷

（６）交流性・偶然性（セレンディピティ）
մֿס׵םױ׉ױ׈꥗׽ױյ舅榺מ塥ׄעהױ׾յ㛡喋םր◫孱ցֿ榟כהױ׾׿ױ
յ◀僿׽ג׿׼ׄ־յ狯抅㚜؅כ׾םמֹ׻׾ַי؅塥ַהױֿם؆ײյגױն׾ם
յע⣒抅䓪ג׊ֹ׆յֿ׾םׂ׌׷׿ױ榟ַֿ⚡⭳סյ⣒抅׽ג׊鸿鷔מַ⚡⭳ן׎
榟孨؅雛׾׌מ־㛻◄ם釐碛׾ֵ׵ךն

（５）回遊性・ネットワーク性　
մ	
 ׼׿אյמ׀כג׿׈榫䙫؆׈ׂג㕙ֿס孨Ⳃ׷泘氳㏐מ־םהױյיⱶֻמ
״כױյעַ׾յֵמ㕙؅ꯂ樑ס孨Ⳃםյ喋չׂםյ注╾Ⲗ冽ֿכ׾ֵךٚفٚفֿ
םחי׊כؠ٭٠عشؾֿ׼׿א׷յ鵽禈䓪㍑鷛䓪םֹ׻׾׀ךֿכ׆׾׿鋼י
׌׼倲יַ׾յֵ׽ג产錃؅榫ַסהױי塥ַמךַחյעךהױםֹ׻׾ַיזֿ
耆䓪ֿ냕ַն⺎׾םכהױםֹ׻׾׀ךסכ׆
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出典：パリ市 HP「15 分都市」

２章 伊豆の国市におけるウォーカブルの考え方



（11）都市活力の向上・にぎわい創出
մր㷈䑏㏐ֿׂ׻塥־םהױ׾םׂג׀ց؅㲔杯؅כ׆׾׌鵟י׊յ㛡ֿׂהג☔ס
孨סյ齉䄫ךכ׆׾םכ䎬׾釤ֻמ泘ֿ׿אյ׊榫⮵؅־םהױյ׽ױ꥗מ־םהױ
ⱱ⺸┕؅㍲׽յ؂ַׁמⰨ⭳מ㳝┙׾׌⺎耆䓪ֵֿ׾ն׊דגյ㲔꤀؂ַׁממⰨ⭳
؅㲔杯עמ׾׌յ塥٬ׂ׌׷׀塥؅הױ׾םׂג׀泘䧗׍׼םײס׌յ喋չם亠嫎؅
ꄆֿכ׆׾׎؂⺬נꄆ釐מ׵ככ׾ֵךյ׵א׵אյր孨妳ցր؂ַׁמց־⛰עכյ
ն׾ֵך⮉㛻׵כ׆׾؅縒ֻ־׾׿׼䐂ֿ⛰י׋؅鵟׿׆

（13）環境・低炭素社会
մ	
 ׆׾׌榫✳ס⴫溍掩乢מյ扛껫עכ׆׌؅泘䧗הױ׾׎׼倲יյ塥ַי״⻠׵
כ׆׾׌┙㳝מ䫟鶟ס׽ׂטהױ׾梪㗞؅縒ֻ׷⚡յ磵冽յ⛥憇碛炘׽םׂם㵼׵כ
ն׾ם׵מ

（12）地域性・シビックプライド
մ☔չֿ׽םמֹ׻ׂ׾؅ֵהױי⭳מהױյ䒍鸵ך뇂ⱱ氳ם㷈䑏㏐ַ׻ס齉䄫狜ꝴ
׿ױ榟׵غؕٚوؠشلب׽鎶ס׫յ㏐㓊׀؂׵䚁浓ס׫յ㏐㓊כ׾ׂי׀ךֿ
بյךכ׆׾״؅鶟׽ׂט־םהױ׾םׂג׀塥ַ׻סյ㷈䑏㏐ף銧ֻמն鴫׾ׂי
ն׾׀ך׵כ׆ַֹכյ׾ֹ׿׈ꃘ䡗ֿغؕٚوؠشل

（10）多様性・社会的包摂性
մ؅־םהױ舅榺מ䒍鸵מ塥ׄכ׾םמֹ׻׾յמהױ喋չ׷הג☔ם嚀耆ֿ꥗׽ױյ
磵冽י׊כյ喋չ׷♏┩ם喋չם㷯䓪ֿהג☔ס孨Ⳃ׾׀ךסכ׆׾׌㛡喋䓪׾ֵס

	յגױն׾׿ױׂ׃עֿהױ յ׼ֿם׊כ羜俌׵䙫閁ס׫٤ؕاظٜئ٭فؼٗס
鐍מהױֿ׵㷈㕙䢥؅䧏׾׀ךֿכ׆חյַַ׻׵י㕙䢥ֿ㘃ֻםֹ׻׾յ㴌㳊䓪٬
ⴍ䯵䓪׾םכהױ׾ֵס⺎耆䓪ֵֿ׾ն
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３．ウォーカブルなまちづくりによる効果

  2-2  「ウォーカブルなまちづくり」における目的の整理
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䄫妨ך؆׈םײס泘䧗׌⚊雕ס㎁䄫ס㵧全⥼؅馐ך┕גֻױյם؆ל泘氳؅׽ׂטהױםٜه؜٭ؚؗמ״גס车
ն׾ֵך⮉㛻ֿכ׆׾յ縒ֻ־ַג׀׹י׊؅㲔杯⛰י׊؅鵟׽ׂטהױםٜه؜٭յؚؗעׂ׊׵յ־ֹ
մגױյ雛؅ؔطٛل؜٭ؚؗם־泘䧗עמ׌յ┕鋗סꯁ泘ֿׄד׾׀ך邾丗٬媇㸓榫䙫םֹ׻ׂ׹י׿׈յրꄆ
׌ꯁ泘؅鷼䡗ס㛡ׂסյ┕鋗ֿכ׆׾׌产瓀؅㲔产סח┉յעמ׼׈ն׾ֵ׵⺬㕙׾ׂיזםמցֿꄆ釐׎؂⺬נ
ך⛰עց׽ׂטהױםٜه؜٭րؚؗ׀׬׌泘䧗ך㎁䄫סյ⚊雕יזֿג׊ն׾׿׼縒ֻ׵כ׆׾ֿםחמכ׆׾
ꯁ泘ֿ鷼䡗סלס泘氳סյ┕鋗ֻױ؅馐־׾ַי׿车؂מֹ׻סל杯敯ֿס产瓀׾׌؅؅㲔杯׿׆י׊אյ־׾ֵ
ն׾䑒釐ֵֿׂ׹י縒ֻ׵יַחמ־׀׬׌鷼䡗עַ׾յֵ־׾ֹ׊
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図 まちなかにおけるウォーカブルなまちづくりを進める上でのビジョンの事例（岡崎市の QURUWA 戦略）
出典：⼄川リバーフロント地区公⺠連携まちづくり基本計画 - QURUWA 戦略 -

  2-3  伊豆の国市におけるウォーカブルビジョンの考え方
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3 章  伊豆の国市におけるウォーカブルなまちづくりの現状

　● まとめ
　県道の道路幅員は一部狭く（温泉駅ーパノラマパーク間）歩きにくい区間がある。それ以　
　外の住宅街の道路は概ね8m以下の細い道路である。うらみちは歩行者のための道として
　活用できる可能性がある。

県道の道路幅員の様⼦（温泉駅ーパノラマパーク間）

住宅地の道路幅員の様⼦（富⼠⾒地区の住宅街）

ք洈鷹ס鷹饟僗Ⲗ䆋⿦օ
մ⚊雕Ꝏ㹭㏐㓊؅典里٬⶟⴮מ鞉ׂ奂鬳氳䆋⿦ס䇶ַ
㛻鵟עך׽յ⹿㜧⴮⣐յ峪媼껬ؠ٭قُٚؿقꝴס
┉鼧ס☽ך⵱㓊כ奂י׬䆋⿦ֿ於ׂյ�♓┖ס䆋
⿦׾ַיזםכնסא┉亠ךյ杯㏇┉鼧ס⵱ꝴַֽמ
ն׾ֵך╈յ鷹饟丝⤓ֿ鶟车י

ք⛨㱝㏐ס鷹饟僗Ⲗ䆋⿦օ
մ㛾ꄇյ㳪㚖釤㏐⵱⼽鱨ס⛨㱝㏐עךյ�♓┕ס
鷹饟僗Ⲗ䆋⿦ֿ澬⟊׾ַי׿׈鵟ֿ׽յ⶟⴮מ┉儖յ
典里עמ儖յ㰆㏇גַי׊ն
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▶ 調査概要・方法

▶リサーチ結果
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【道路有効幅員】
伊豆の国市道路台帳、静岡GIS（2022.09.08）
【横断歩道】　【信号機】
Google Mapストリートビュー（2022.10.17）

【ゾーン30】
広報伊豆の国令和４年４月号p１４

※三叉路以上の交差点を対象に
信号機の有無を調査した。

※矢印の方向は道を横断
可能な方向

〈出典〉
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左近山等

源氏山等

温泉駅
（バスターミナル）

古 川

至 三 津

至 大 仁

至 韮 山至 江 間

500m

⾧岡南
小学校

伊豆中央
高校

⾧岡中学校

6.0ｍ-7.9m
8.0ｍ-9.9m
10.0ｍ-4.0ｍ-5.9m

2.0m-3.9m
          -1.9ｍ

・道路有効幅員

まちなか
ウォーカブル区域調査範囲

・交通安全施設

横断歩道 信号機あり

歩道橋 信号機なし

ゾーン30
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横断歩道のみが整備されている温泉駅前の横断舗装

ゾーン 30 の整備の様子

　住民の日常的な移動の安全性の観点からウォーカブルなまちづくりを考えるため、地域内の横断歩道とその信号の有無
を調査した。
　調査手法は、横断歩道についてはgoogle　mapを用いて確認し、横断歩道と歩道橋を矢印で、そしてその場所の信号の
有無を色を分けて地図にプロットした。また、ゾーン30については、広報伊豆の国令和４年４月号を用いて明らかにし、地
図に反映させた。
ゾーン３０：区域（ゾーン）を定めて時速30キロの速度規制を実施するもの。生活道路における歩行者や自転車の安全な通
行を確保することを目的とした交通安全対策の一つである。

【国道・県道沿い】
　国道・県道沿いの交差点部では、信号及び横断歩道
が一定区間で設けられていた。ただし、温泉駅前の道
や古奈交差点以北の道では横断歩道のみが整備されて
いる状況にあった。

【住宅街】
　天野周辺の住宅街、伊豆⾧岡駅周辺の住宅街では横
断歩道・信号が整備されていない箇所が多く見られた。
その一方で、⾧岡南小学校周辺といったゾーン 30 に
指定されている区域では、多くの交差点部に横断歩道
が整備されていた。
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  3-1-4　段差・歩道整備 【ユニバーサルデザイン】
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　● まとめ
　対象とした道路では、一部大きな段差やグレーチングにより歩きにくい場所が発見された。
　この地域には歩道のない区間も多く存在するため、より歩きにくい場所があると考えられる。
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նגז؅车ؠشؘزך泘釱ע

▶ 調査概要・方法
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ն׾׿׼縒ֻכ׾⵱ꝴֵַֿ׼ט׀塥מ┕♓塥鷹עי

歩道のない区間

▶リサーチ結果

グレーチング
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  3-1-5　バス交通（路線図） 【公共交通利便性】
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　● まとめ
　県道を中心に路線バスが走っており、地域内だけでなく広域の移動が可能である。
　土日限定で周辺の史跡を巡ることができる観光周遊バスが走っている。

▶ 調査概要・方法

մ㏐㓊⪒⛮؅饟稗ֿتف鵟׽ֽיזյ媫孅껬׷└孅٭ب
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� 鈝⩞⼽鷛㑔ꮖ㸓⹚㵣愿䐠梪ס㎻仼烓仼꡾㲊מ╚յגױ
փֿ׼֐׾סتفւ塷تف 颦׽յꮖ㸓⹚㵣愿׷⴮兢סꄅם
ն׾׀ךֿכ׆׾饉؅䃽⺒ל

伊⾖箱根バスのバス停（温泉駅）の様⼦

▶リサーチ結果
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古 奈 温 泉

長 岡 温 泉

バス停まで遠い
（300m以上）
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（300m以上）

バス停まで遠い
（300m以上）

・バス停 ・平日１時間あたりの平均バス本数

半径���m圏

半径���m圏
バス停の立地

約４本/時
約３本/時
約２本/時
約１本/時
約０本/時 

〈出典〉
伊豆箱根鉄道グループ伊豆箱根バスHP（����.��.��）
社団法人土木学会「バスサービスハンドブック」（����年��月）

凡例

まちなかウォーカブル区域調査範囲

  3-1-6　バス停の立地と本数 【公共交通利便性】
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▶ 調査概要・方法

バス停（温泉駅）の様子

▶ リサーチ結果
【バス停のアクセス性について】

 住宅地の大部分は最寄りのバス停までの距離が���m
以上あり、高齢者が抵抗なく歩ける距離を超えているた
め、高齢者にとってはバス停へのアクセスが良いとは言
えない。また、天野や中條の住宅地（青い範囲）はバス停
までの���m以上距離があり、健常者でも移動手段にバ
スを選びにくい現状が予想される。

【バスの本数について】
　県道沿い周辺や長岡温泉街は、���m先のバス停の
バス本数が約３本/時（およそ��分に一本のペース）で
あった。一方で、古奈交差点北部の旅館街や長岡北部
の住宅地、伊豆の国市役所やパノラマパーク周辺など
は�～�本/時と、相対的に少ない結果となった。

　住民の日常的な移動の利便性や、観光客にとってのアクセス性の観点からウォーカブルなまちづくりを考えるため、地
域内に設置されたバス停のプロットと�時間あたりの平均バス本数を調査した。
　伊豆長岡駅を発着するバス路線に関して、各バス停の平日�：��～��：�� のバス本数を�� 時間で割って算出。小数第一
位を四捨五入。なお、伊豆長岡駅へ向かうバスを上りとしたとき、同じ路線の上下線に関しては、上下線のバス本数の平
均値を用いた。「バスサービスハンドブック」において、健常者が抵抗なく歩ける距離は���m、高齢者の場合は���m とさ
れているため、最寄りのバス停までの距離が���～���m の地域は「高齢者にとってはバス停まで遠い」エリア、���m 以
上の地域は「バス停まで遠い」エリアで塗り分けた。

バスの時刻表（伊豆長岡駅発）
出典：https://izuhakone.jorudan.biz
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　● まとめ
　バス停の多くが県道沿いに立地しており、住宅地からのバス停へのアクセスは良いとは言え
　ない。バス本数は県道沿いと長岡温泉街が相対的に多いことがわかる。
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500m

・駐車場

〈出典〉
【駐車場】Google Mapの航空写真及びストリートビュー（2022.09.20)

旅館・ホテル・温泉駐車場

観光施設駐車場

その他

不明

屋内駐車場(斜線で表記）

店舗駐車場

事務所駐車場

コインパーキング  月極 

公園・神社駐車場

病院駐車場

公共施設駐車場

まちなか
ウォーカブル区域調査範囲

44 | Chapter 03　伊豆の国市におけるウォーカブルなまちづくりの現状



【駐車場について】
　旅館や店舗などの目的となる施設には、各々に駐車場
が設置されている。そのため住民や観光客は目的の施設
に自動車で移動することが多くなっていると考えられる。
　コインパーキングは伊豆⾧岡駅前に２つあるのみのた
め、地域外から車で来て、車を置いて複数の店舗や場所
を徒歩で回遊することが難しい地域となっているが、一部
公共施設や公園にも駐車場が設置されている。

【出逢い通り周辺の駐車場について】
　旅館は駐車場を建物の前に設けるタイプと、店舗敷地
とは別に敷地を取り、そこに駐車場を設けるタイプがあ
る。特に出逢い通りに面する旅館は建物前に設けるタイ
プが多い。この場合、出車の際車が歩道を横切るため、歩
行者にとって危険である。

　車での移動や観光客にとってのアクセス性の観点からウォーカブルなまちづくりを考えるため、地域内に設置された駐
車場の場所・種類を調査した。
　調査方法は、主にGoogle  Mapを用いて、自動車が駐車している、駐車場の区画線があるなど、駐車場部分と判断でき
る場所のプロットを行った。さらに、航空写真のみで判断がつかない場合はストリートビューで確認を行い、地図に反映さ
せた。

伊豆⾧岡駅前のコインパーキング

出逢い通りの駐車場
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伊豆パノラマパーク

伊豆長岡温泉
京急ホテル

アクシスかつらぎ

南山荘

コナステイ

伊豆長岡駅前 観光案内所

弘法の湯長岡店

富嶽はなぶさ

弘法の湯本店

古奈交差点

伊豆の国市役所

伊豆長岡温泉ホテル天坊

いずなかビレッジ

伊豆長岡駅市営駐輪場

狩野川リバーサイドパーク

・主な自転車ルート
自転車スタンド

シェアサイクルレンタルE-BIKEスポットモデルサイクリングコース【伊豆の国市観光協会推奨】
狩野川沿い　車道無し
狩野川沿い　車道有り
交差点迂回ルート（未舗装）

路面に自転車レーン表示あり 〈出典〉
伊豆の国市観光協会HP（����.��.��）
Google Mapのストリートビュー（����.��.��）
HELLO CYCLING HP
伊豆の国市観光協会HP
R�都市計画基礎調査 建物用途別現況図

・自転車利用時の必要施設
コンビニエンスストア
自転車屋
サイクリスト向けの宿
足湯

凡例

まちなかウォーカブル区域調査範囲

  3-1-8　サイクルスタンド・自転車レーン 【公共交通利便性】
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▶ 調査概要・方法

ハローサイクル（南山荘前） 狩野川沿いを自転車で走る様子

コナステイの自転車ラック（旅館内にあるもの）

▶ リサーチ結果
　HELLO CYCLINGのシェアサイクリングスポットは地域
全体に偏りなく設置されている。また、自転車スタンドも駅
前や旅館付近に複数設置されている。
　特に、古奈の交差点付近は、自転車屋、足湯、自転車ス
タンド、サイクリストのための宿（コナステイ）などが集積し
ていることから、サイクリストにとって利便性が高いポイン
トである。
　また、モデルコースに指定されているルートは狩野川沿
いを走ることができる心地の良いコースだが、一部車道と
並走する区間が存在する。

　自転車移動の利便性を知るため、地域内のサイクリングコースと、一時的に自転車を停めておける自転車スタンド、時
間ごとでレンタルすることができるシェアサイクルの設置場所を調査した。
　モデルサイクリングコースに関しては伊豆の国市観光協会WEBサイトから引用し、サイクリング表示はGoogle map（
����.��.��）、交差点迂回ルートは現地調査から作成した。
　自転車スタンドについては現地での悉皆調査（����.��.��）、シェアサイクル・レンタルE-BIKEスポットはHELLO 
CYCLINGのWEBサイト（����.��.��）、伊豆の国市観光協会のWEBサイトより作成した。自転車利用時の必要施設は、建
物用途別現況図とGoogle Map（����.��.��）を参照しプロットした。

　● まとめ
　駅前や温泉街を中心にサイクリストのための環境整備が行われている。サイクリングコース
　なども各地点で設定されているが、一部自動車交通との錯綜に注意が必要な区間が存在する。
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古奈湯元公園

千歳橋堤外地公園

狩野川リバーサイドパーク

湯らっくす公園

大堤池親水公園

松原公園

姫の湯

出逢いの湯

古奈もみじ
公園

山頂広場

展望広場あやめ御前広場

展望台 弥勒堂

西琳寺

南山荘

湯谷神社

山頂から

西琳寺の裏手から

西琳寺側へ

展望台へ

古奈もみじ公園の入口から

【設備】駐車場：約4台、展
望台1基、あずまや、ベンチ、
テーブル、水飲み場、トイレ

源氏山公園

【設備】駐車場：21台、トイ
レ、芝生広場、あずまや、ベ
ンチ、複合遊具、健康遊歩
道、足湯

湯らっくす公園

【設備】駐車場：5台、芝生
広場、景石、池、東屋、ベン
チ、テーブル、水飲み場

大堤池親水公園

【設備】駐車場：5台、芝生
広場、あずまや、ベンチ、テ
ーブル、健康遊歩道、足湯

古奈湯元公園

【設備】トイレ、芝生広場

千歳橋堤外地公園

【設備】駐車場、遊水、ベンチ、テー
ブル、テニスコート（5面）、弓道場（
10的・更衣室）、芝生広場、展望台
など

狩野川リバーサイドパーク

【設備】駐車場：18台、多目的
トイレ、芝生広場、あやめ御
前供養塔、ベンチ

古奈もみじ公園

500m

・源氏山遊歩道
遊歩道への入口
通行止めなど
歩行者通路 （路地）
歩行者通路（階段）

※斜路・コンクリート舗装・幅員は対面通行程度

〈出典〉
源氏山遊歩道案内図掲示板、現地踏査（����.��）
伊豆の国市HP 公園・スポーツ施設
伊豆の国市観光協会HP 見る・楽しむ

自動車通行可能な通路
　
現在通行止めにつき不明
公園
足湯

凡例

まちなかウォーカブル区域調査範囲

  3-1-9　公園（源氏山遊歩道）　　　　　　 【健康まちづくり】



Chapter 03　伊豆の国市におけるウォーカブルなまちづくりの現状 | 49

足湯での交流（湯らっくす公園）

源氏山からの見晴らし

▶ リサーチ結果
【源氏山公園・遊歩道について】

　源氏山は、伊豆長岡地域の中央に位置し、古奈地区・
長岡地区・順大医学部付属病院側、３方向から登ること
のできる低山であり、散策コースや見晴らし台となるポテ
ンシャルを有している
　しかし現状、入口や遊歩道の順路がわかりづらく、また
全体的に暗い印象である。周辺の小学生には怖いイメー
ジを持たれているとの意見もあった。
　また、アクセス面では、長岡地区側からは車でも登るこ
とができるが、古奈地区側に乗りることはできず、行き来
することができない（徒歩のみ可能）。

【地域内の公園について】
　伊豆長岡地域の公園のうち、２つの公園には足湯と健
康遊歩道が整備される特徴をもち、高齢者をはじめ多く
の利用者がおり（車で来るほど）、ポテンシャルとなってい
ると考えられる。
　また、千歳橋堤外地公園や狩野川リバーサイドパーク
は狩野川周辺にあり、狩野川にアクセスしやすいという
ポテンシャルを有している。

　地域内のどこに公園が分布しているか調査した。本調査では、伊豆の国市WEBサイト（公園・スポーツ施設）に掲載され
ているものを「公園」と定義している。
　源氏山遊歩道に関しては、源氏山遊歩道案内図掲示板、及び����年��月お散歩市後の現地踏査でルートを調査して
整理した。公園設備については、伊豆の国市HP及び伊豆の国市観光協会HPから調査して整理した。

▶ 調査概要・方法

　● まとめ
　まちなかウォーカブル区域内には、中央に源氏山が位置し公園が点在している。源氏山遊歩
　道や公園に設置された足湯など、景色や交流を楽しみながらの健康増進が期待できる。
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  3-1-10　目的施設 (建物用途 ) 【目的性】
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　● まとめ
　集積する施設の種類が地区により異なるため、歩いて移動することが難しいと考えられる。
　地域全体として居酒屋やスナック、パブが多く、昼間にひと息つけるような場所が少ない。

▶ 調査概要・方法
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居酒屋やバー・パブの様⼦

⽇⽤品店 (100 円均⼀ショップ・薬局 )の様⼦ （古奈地区）

▶リサーチ結果
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・路線価

〈出典〉
財産評価基準書 路線価図・評価倍率表令和�年分
令和２年度　都市計画基礎調査　建物用途別現況図

（伊豆の国市都市計画課より受領）

�����-����� (円/㎡)�����-����� (円/㎡)�����-����� (円/㎡)�����-����� (円/㎡)�����-����� (円/㎡)

�����-����� (円/㎡)
・空き店舗の分布

空き店舗（店舗住宅併用型）
空き店舗（店舗型）

凡例

まちなかウォーカブル区域調査範囲

  3-1-11　空き店舗と路線価 【目的性】
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▶ 調査概要・方法

　● まとめ
　地区内には駅前、古奈温泉街、長岡温泉街を中心に、空き店舗が存在している。
　また、空き店舗の分布は特に路線価の高いエリアに多いという傾向にある。

長岡地区の空き店舗の様子

古奈地区の空き店舗の様子

▶ リサーチ結果

　地域内の遊休不動産の活用可能性を調査するため、現在利用されていない空き店舗の分布と路線価を調べた。
※店舗住宅併用型＝店舗部分と住宅部分が同じ建物内にあるような物件（１F店舗、２F住宅など）
※路線価＝路線（道路）に面する標準的な宅地の１平方メートルあたりの価額
　　空き店舗については、以下の３つのステップで調査を行った。
➀建物令和２年度都市計画基礎調査建物用途別現況図から商業施設をプロット。
➁各商業施設の営業状態をGoogle ストリートビュー（����/�での最新版）、その中で営業有無が不明な物件を抽出。
➂現地踏査にて確認。
　路線価については、国税庁「財産評価基準書の路線価図・評価倍率表」を元に求め、色分けを行った。

【空き店舗について】
　空き店舗の分布としては伊豆長岡駅前周辺、古奈温泉
の北側（県道沿い）、長岡温泉（県道沿い）に集積している
ことが分かった。
　また、当地域の空き店舗の特徴として、多くが店舗と住
居が併用しているものであった。上階の住居には、まだ住
んでいる可能性も考えられるため、活用には交渉などに
工夫が必要だと考えられる。

【路線価について】
　路線価については、伊豆長岡駅周辺から古奈交差点、
出逢い通りが地域の中では高めであり、出逢い通り周辺
の裏道は、周辺の中で低く推移している。
　空き店舗の分布と路線価の重ね合わせを行った結果、
路線価が地域内で比較的高い所（駅前・県道沿い）で空
き店舗の集積が見られた。
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・休憩施設

100m
ベンチ（敷地外）

ベンチ（敷地内）

バス停

※既往研究によれば、高齢者の望むベン
　チの適正間隔は 100~200ｍが最も多い

〈出典〉
伊豆の国市ベンチプロジェクト
Google Map（2022.02.27)
高齢者を考慮した歩行空間の休憩施設設置に関する研究
（三星昭宏、北側博巳他　土木計画学研究・論文集　1999.10)

まちなか
ウォーカブル区域調査範囲
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バス停順天堂大学附属病院バス停 ベンチコンビニマートながしま 伊豆⾧岡温泉国際旅館萬来
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ベンチプロジェクト
天野公民館
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柳月前
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　誰でも休憩しながら快適に歩くことができるかを明らかにするため、ベンチの分布を調査した。
　Google  Mapでの検索と現地調査(2023.11.12)によりベンチの分布を明らかにした。利用のしやすさが異なるため、
発見できたベンチを民間の敷地にあるものと道路上にあるもので分類した。

伊豆の国市福祉こども相談センターが所管する形で、2016年6月から「ベンチ」から広がるコミュニティづくりとして「伊
豆の国市ベンチプロジェクト」が企画されており、店舗前を中心に地元工務店や高校とコラボして作成されている。
　ベンチの分布は、温泉場出逢い通りや県道沿いに多くあり、天野地区・富士見地区・狩野川沿いにはほとんど見られな
かった。また、ベンチのデザインには一貫性がなかった。
　区域内に多くのベンチが存在しているが、手入れが行き届いていない（特に敷地外のベンチ）、店舗利用者以外利用し
づらい状況にあるなどで、すべてが利用されやすい状態ではないと考えられる。

調査範囲に置かれているベンチ一覧
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伊豆箱根鉄道駿豆線
伊豆⾧岡駅

左近山等

源氏山等

温泉駅
（バスターミナル）

古 川

至 三 津

至 大 仁

至 韮 山至 江 間

500m

千歳橋
堤外地公園

リバーサイドパーク

展望台

あやめ
御前広場

展望広場

山頂広場

源氏山公園
西琳寺口

源氏山公園最明寺口
(2022.11時点では閉鎖中)

源氏山公園
伊豆⾧岡温泉口

伊豆パラノマパーク入口
（葛城山山麓）

鮎釣りの様子

千歳橋堤外地公園

SUP体験の様子

山頂広場

山頂広場からの眺望

山頂からは富士山と駿河湾が眺望できる

山頂エリアにある“富士見の足湯”

【特色】
静岡県伊豆市の天城山系から伊豆の国市を通り沼津市の駿河湾に注ぐ川。
流域を山々が囲み、雨量も多いため、水質が良く水量が豊富。そのため、綺麗な水
にしか住めない生き物が多く住んでいる。

【アクティビティ】
鮎釣り、サイクリング、カヤック、SUP、放水路見学

【特色】
古奈温泉街と⾧岡温泉街の間に位置
する小高い山。春には桜やアジサイが
咲き誇る。七福神を巡るウォーキングコ
ースなど気軽な散策が楽しめる。

【アクティビティ】
ウォーキング、七福神巡り、お花見

【特色】
標高452ｍで、山頂まではハイキング
やロープウェイにより登ることができま
す。

【アクティビティ】
ハイキング、（山頂エリア）ボードウォーク、
神社・史跡散策、飲食

葛城山【伊豆パノラマパーク】

狩野川

源氏山

〈出典〉
【源氏山】　古奈温泉お散歩マップ
　　　　　伊豆桜スポット総合案内　源氏山公園の桜（伊豆⾧岡）

【狩野川】伊豆⾧岡温泉ミライ会議　公式サイト
　豊かな伊豆の清流・狩野川と、かわまちづくりの紹介　
　伊豆の国市　千歳橋堤外地公園

【葛城山】伊豆の国市観光協会　公式サイト　
伊豆パノラマパーク　
伊豆半島ジオパーク　葛城山　（2022.11.15）

源氏山・狩野川・葛城山へのアクセス・スポット

源氏山にある広場・公園
狩野川沿岸にある広場・公園
源氏山ウォーキングコースへの入口

葛城山への入り口

まちなか
ウォーカブル区域調査範囲
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源氏山のお散歩コース

　対象範囲には狩野川や源氏山、伊豆パラノマパーク
山麓といった自然資源があり、季節によって異なるア
クティビティを楽しむことができる。

【各自然資源の特色について】
　源氏山では七福神巡りやお花見が名物で気軽な散歩
コースとなっている。
　葛城山ではハイキングのほか、ロープウェイにより
山頂へ登ることができる。山頂には伊豆パノラマパー
クという滞在施設があり、カフェや足湯、史跡散策エ
リアが整備されているなど、２つの山はそれぞれ異な
る性格を持っている。
　狩野川では、鮎釣りや SUP( スタンドアップパドル )
の体験ができるほか、堤防はサイクリングコースやラ
ンニングコースとして親しまれている。

【自然資源へのアクセスについて】
　狩野川の河川敷やその近くには公園が設置されてお
り、狩野川をより身近に感じることができるというポ
テンシャルを有している。
　しかし、河川敷の堤外公園は通行しやすい遊歩道や
滞在できるスペースが整備されておらず、そのポテン
シャルを十分に発揮できているとは言えない。
　源氏山内の遊歩道では、草木が生い茂り通行しにく
い部分が多数ある。（⇒詳しくは 3-1-9　公園　参照）

伊豆パノラマパークの山頂エリアからの景色

　歩きたくなるまちを目指し、この地域の資源を捉えるため、地域内の自然資源を調査した。
　調査方法は、対象範囲内の山や河川で一般人がアクセスできるものを抽出し、それらの特色について伊豆の国市観光
協会HPや伊豆⾧岡温泉ミライ会議HPなどを用いて調査した。また、伊豆の国市HPと古奈温泉お散歩マップから、それら
へアクセスできるスポットや入口を調査し、プロットした。
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伊豆箱根鉄道駿豆線
伊豆長岡駅

左近山等

源氏山等

温泉駅
（バスターミナル）

古川

狩野川

至三津

至大仁

至韮山至江間

伊
豆
箱
根
鉄
道
駿
豆
線

古 奈 温 泉

古奈 温泉

長岡温泉

500m

【温泉街通り】温泉場出逢い通り

【閉業した旅館】南山荘

【足湯】よりともの足湯

【共同浴場】あやめ湯

【温泉街通り】あやめ小路

【バスターミナル】温泉駅　

・温泉資源足湯
共同浴場
旅館
日帰り入浴できる旅館
　　かかりつけ湯
　　湯治向け旅館
　　飲泉サービスあり

〈出典〉
伊豆の国市 R�都市計画基礎調査 建物用途別現況図
伊豆の国市 歴史的風致維持向上計画
伊豆の国市　温泉場お散歩市　
伊豆の国市観光地エリア景観計画　温泉景観エリア（古奈温泉、長岡温泉、源氏山）　
いで湯のまち　伊豆の国市観光情報　温泉・癒し

（����.��.�）

高齢者・障がい者向け温泉施設
温泉を利用した病院・介護施設
温泉集中管理のための配管
温泉街

凡例
まちなかウォーカブル区域調査範囲

  3-1-14　温泉資源の状況 【地域性】
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▶ 調査概要・方法

　● まとめ
　地区内には景観の異なる２つの温泉街が存在し、伊豆長岡の重要な観光資源となっている。
　また、温泉集中管理システムにより各地で足湯の設置が設置され、多くの人に利用されている。

古奈温泉街の街並み

足湯が併設されている湯らっくす公園

▶ リサーチ結果

　伊豆長岡地域にとって重要な温泉資源や温泉関連施設について、その分布を調査した。
　伊豆の国市令和３年度都市計画基礎調査建物用途別現況図とGoogleMap（����.�.��）により、温泉に関連する施設
を抽出し、プロットした。温泉街のエリア設定については、歴史的風致維持向上計画の図版を参照している。

【温泉街について】
　源氏山東側に古奈温泉街、西側に長岡温泉街と、二
つの温泉街が形成されている。古奈温泉街のメイン通
りであるあやめ小路は石畳や沿道の植栽、幅員の小さ
さにより温泉街らしい景観が形成されている。
　長岡温泉街のメイン通りである温泉場出逢い通りは
旅館と小型店舗が軒を連ねている。ここでは、月に一
度、屋台や滞在スペースが置かれる地域イベントが行
われており、２つの温泉街の景観は異なる。
　また、２つの温泉街にはそれぞれ共同浴場があり、
利用されている。　
【足湯について】
　足湯は、公園併設の�箇所、総合会館の屋上に�箇
所、温泉旅館の屋外に�箇所あり、観光客、地域住
民ともに楽しむ姿が見られる。これらは、温泉集中管
理システムによって地区内に張り巡らされた配管から
供給されている。そのほか、各旅館が設けている足湯も
ある。
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伊⾖箱根鉄道駿⾖線
伊⾖⻑岡駅

左近⼭等

源⽒⼭等

温泉駅
（バスターミナル）

古 川

狩 野 川

⾄ 三 津

⾄ ⼤ 仁

⾄ 韮 ⼭⾄ 江 間

伊
⾖

箱
根

鉄
道

駿
⾖

線

500m

⻑

伊⾖⻑岡温泉の歴史的⾵致を
構成する建造物
湯⾕ ( ゆたに ) 神社

古奈地区に鎮座する神社。
「湯⾕」の名は、神社奥野岩より
温泉が湧き出ており、古奈温泉発
祥の地となって伝承による。

古奈別荘

源⽒⼭の東側斜⾯を利⽤し、久保
政吉の別荘として建造された３棟
の近代和⾵建築を含む複数の離
れ家によって構成されている。

伊⾖⻑岡⾒番 ( けんばん )

昭和 30 年代頃、古奈と⻑岡の芸
妓置屋を統括する「⾒番」が統
合され「伊⾖⻑岡⾒番」となった。
建築物は昭和 25 年建造の近代和
⾵建築であり、ここを中⼼として
芸妓衆による伝統芸能が今⽇まで
受け継がれている。

三養荘本館

岩崎久彌の別荘建築である「本
館」をはじめ、「新館」「離れ」な
ど複数の建築と広⼤な⽇本庭園か
らなる。

温泉神社

⻑岡地区に鎮座する神社。
現在の社殿は昭和 19 年に再建さ
れたものである。

芸妓による舞踊

歴史的⾵致範囲
「伊⾖⻑岡温泉にみる歴史的⾵致」

歴史的⾵致範囲
「狩野川をめぐる祭と信仰にみる
 歴史的⾵致」
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  3-1-15　文化・歴史 【地域性】
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　● まとめ
多様な時代に関連する歴史的資源が地域内に多く点在している。
　古くから温泉は著名人にも好まれ、昭和期には宿泊客の増加により芸妓文化が生まれた。

▶ 調査概要・方法
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ն׾ַי׊塷⺒氳鞲嶎ֿ憠㏇׾׌
մ⹿㜧峪媼עמ嵡隴烕炘յꝎ㹭峪媼עמ峪媼烕炘ַֹכ
峪媼מ꞊鵽ג׊烕炘ֿ꒯䈳׾ַי׊ն
մ㛻塜侇♏׼־佫⽰עיׄ־מ㛡 乃☔ֿ鋼ם⺲蜷סׂ
⮯յ⹿㜧׿ױ㞐׵מ㲔哅㳃גױն׾ַי׊㓴璛孨Ⳃ؅׿
蔮׷└굺蔮מֹ׻ס䏘ס׼⮯蔮䋦疣ֿ亸귆י׊כꝧ哅
ն׾ֵ׵❆ג׊

մ㳓媽㲘ס㘃ⱶ׾׻מ㥇哧꧎釐׼־յ菚㟄乃⴫ֿ榟׿ױ
ն׾ַיז墦׵ך雕Ꝏ㹭釤樑ֿ杯㏇⚊י׊כ霄䐶סא

昭和 30年頃の出逢い通り 
出典：伊⾖⻑岡温泉ミライ会議HP

伊⾖⻑岡の芸妓⽂化
出典：伊⾖⻑岡温泉ミライ会議HP

▶リサーチ結果
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伊豆箱根鉄道駿豆線
伊豆⾧岡駅

左近山等

源氏山等

温泉駅
（バスターミナル）

古 川

至 三 津

至 大 仁

至 韮 山至 江 間

源氏あやめ祭り
韮山狩野川祭り

伊豆⾧岡温泉戦国花火大会

温泉まんじゅう祭　

鵺ばらい祭

源氏山
山頂

あやめ
御前広場湯らっくす

公園

⾧岡温泉街

古奈
温泉街 伊豆⾧岡総合会館

アクシスかつらぎ

狩野川
千歳橋下流河川敷

温泉場お散歩市

源氏あやめ祭　⾧岡温泉街の様子

温泉場お散歩市　閉業した旅館の利活用　

【概要】
古奈より宮中へ上がり源頼政公の妻と
なり、頼政公の死後古奈へ戻り尼とし
て余生すごしたあやめ御前を偲ぶお
祭り。⾧岡地区各所で踊りや夜市など
の催しが行われる。

【開催場所・日程】
⾧岡温泉街、古奈温泉街、湯らっくす
公園、源氏山山頂、⾧岡総合会館アク
シスかつらぎ・７月

【概要】
大きな被害を受けた昭和33年の狩野
川台風の慰霊のために始まったお祭り
。堤防には屋台が並び、3,000～4,000
発の花火が大輪の華を咲かせる。

【開催場所・日程】
狩野川千歳橋下流河川敷・８月

【概要】
伊豆の国三大花火のフィナーレ。戦国
時代をテーマに趣向を凝らした花火
が毎年3~4000発打ちあがる。狩野川
土手からは、火の粉が降りかかりそう
なくらいの近距離で見ることができる。

【開催場所・日程】
狩野川千歳橋下流河川敷・８月

【概要】
伊豆⾧岡温泉を代表する名物である
温泉まんじゅうにもっと親しんでもらお
うと毎年秋頃に開催されるお祭り。手
作りの温泉まんじゅう作り体験や詰め
合わせ販売などが行われる。

【開催場所・日程】
⾧岡総合会館アクシスかつらぎ・秋頃

【概要】
頭が猿、胴体が虎、尻尾が蛇の妖怪「
鵺（ぬえ）」を源頼政が退治したという
故事に基づいて行われるようになった
お祭り。地元中学生による「鵺おどり」
が披露される。

【開催場所・日程】
湯らっくす公園・１月

【概要】
⾧岡温泉場からまちの活性化を目指し
て毎月第2日曜日に市民グループが主
催するイベント。地域のにぎわいや出
会いの場として開かれ、多くの市民や
観光客で賑わう。

【開催場所・日程】
⾧岡温泉温泉場出逢い通り・毎月１回

伊豆狩野川ガイドサイクリング
　　　　　　　　　　　　　　ーいずかのライドー

【概要】
20０0年から開始され、2023年から上
記の名前に変更されたサイクリングイ
ベント。伊豆半島を富士山に向かって
北へ流れる狩野川を軸に、風景・歴史・
グルメを巡る。

【開催場所・日程】
狩野川周辺・９月下旬～１０月上旬

500m

・祭事やイベント開催場所

開催場所（開催場所名）

〈出典〉
伊豆の国市　温泉場お散歩市
伊豆の国市観光協会（2022.11.15)
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まちなか
ウォーカブル区域調査範囲



　伊豆⾧岡の地域性を反映する要素として、地域で開催されている祭りやイベントを調査した。祭事イベントの存在は住
民の地域愛着やシビックプライドを高めるためにも重要である。

伊豆の国市観光協会HPの年間スケジュールより、調査範囲内で開催される６つの祭事を抽出した。また、毎月⾧岡温泉の出逢
い通りで開催される一つのイベント（温泉場お散歩市）を抽出した。これらの祭事・イベントの概要について、伊豆の国市HPや伊豆
の国市観光協会HPより調査し、整理した。

　１年を通して、歴史・文化にちなんだ祭事イベントが開催
されている。その内容は、源氏の歴史に関する者から、狩野
川流域を襲った水害に関連するもの、温泉文化として温泉
まんじゅうを取り上げたものまで、多種多様である。また、自
転車産業にも力を入れており、自転車関連のイベントも開
催されている。
　近年では、地域活性化を目指して⾧岡温泉場で屋台や滞
在スペースを運営する「温泉場お散歩市」が毎月開催され
ており、人々の交流の場となっている。
　こうした祭事イベントは、２つの温泉街やその周辺の公園
、総合会館など、対象範囲の中央あたりで多くが開催されて
いる。

毎月開催されている温泉場お散歩市
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墹之上公民館

長瀬公民館

小坂公民館

県立伊豆中央
高等学校

中條区公民館

南條区民ホール

古奈湯元公園

長岡中学校

長岡保育園

長岡中央公民館
（あやめ会館）

伊豆パノラマパーク
駐車場

湯らっくす公園
長岡区民館

伊豆長岡庁舎
別館

伊豆の国市
長岡庁舎（本庁舎）

富士見区
公民館

天野公民館

狩野川リバーサイドパーク

順天堂大学医学部
付属静岡病院

長岡寮湯の家

長岡南小学校

長岡幼稚園

長岡総合会館
（アクシスかつらぎ）

古奈公民館
古奈もみじ公園

左近山等

源氏山等

温泉駅
（バスターミナル）

古川

狩野川

至三津

至大仁

至韮山至江間

伊
豆
箱
根
鉄
道
駿
豆
線

500m

伊豆箱根鉄道駿豆線
伊豆長岡駅

・被害想定
浸水した場合に想定される水深
浸水深�.�ｍ～の区域（早期立退き避難区域）・避難施設

避難所（地震時、洪水時、土砂災害時）
避難所（地震時、土砂災害時）
広域避難所
福祉避難所
救護所
救護病院、災害拠点病院
行政機能（市役所、市の施設）

〈出典〉
伊豆の国市HP 
伊豆の国市防災マップ
※歩道幅員は�-�から

・歩道幅員

�.�m-�.�m
�.�m-�.�m
�.�m- 

             �m
�.�m-�.�m
�.�m-�.�m

凡例
まちなかウォーカブル区域調査範囲

  3-1-17　災害（避難施設） 【その他】
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▶ 調査概要・方法

県道の様子

災害指定病院に指定されている順天堂病院

【避難拠点について】
　伊豆長岡地域、特に伊豆長岡駅周辺や古奈地区は狩
野川沿いにあり、多くが浸水した場合に浸水深�.�m以
上となるため、源氏山周辺に避難施設が集中している。
　避難所としては、小・中学校や保育園、地区内に点在
している公民館が指定されている。また、地区内の公園
も災害発生時には広域避難所として機能する。
　また、順天堂大学医学部付属静岡病院は地域の災害
拠点施設となっており、災害時には病院周辺に多くの緊
急車両が通ることも想定されるような重要な拠点であ
る。

【避難経路について】
　主要な避難経路として、県道が考えられるが、歩道幅
員が広くなく緊急輸送路にもなっているため、避難の遅
れや交通事故などの二次被害につながる可能性が考え
られる。

▶ リサーチ結果

　ウォーカブルの１０の視点とは別の観点として、災害が発生した時に避難できる場所があるか、その避難場所までの道
は安全か調査した。
　避難施設の立地については、伊豆の国市防災マップを元にプロットを行った。

　● まとめ
　災害発生時、狩野川沿いの地区は浸水の危険性が高い。多くの避難拠点は源氏山周辺に集中
　しているが、県道については歩道幅員が狭く、避難時の二次災害につながる恐れがある。
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古奈温泉街

慈公会記念病院

リバーサイドパーク

県道129号線

源⽒⼭

国道414号線

がす

運賃⾼い

電柱等のトラッ が い

堤防狭い

 夜暗い  

坂が急 ⽇陰が少ない

駅前タバコ臭いが
分かれている

⼀輪⾞も可

道幅狭い道幅狭い

岩に突っかかる岩に突っかかる
道がぼこぼこ道がぼこぼこ

ICカード未対応ICカード未対応

駅と学校が遠い駅と学校が遠い

コンビニ いコンビニ い

信号の時間が短い信号の時間が短い

灯が少ない灯が少ない

不審者
多い
不審者
多い

道が狭い道が狭い

狭い

ヘドロ無くしてほしいヘドロ無くしてほしい

⾵が強い⾵が強い

街灯が少ない街灯が少ない

街灯が少ない街灯が少ない

バスがないバスがない

歩道の⽩線がなく、狭い歩道の⽩線がなく、狭い

信号の時間が短い信号の時間が短い

⽴ち寄れる場所がない⽴ち寄れる場所がない

橋欲しい橋欲しい
臭い臭い

 ⾞怖 ⾞怖

 ⾞怖い ⾞怖い⽕したい

桜きれい

夏涼しい

⾞道に芝⽣ 

⾃然が豊か

待ってる⼈たくさん  

射的のレトロな店可愛い

歩きやすい / 歩きたくなる

歩きにくい / 歩きたくない

⾃転⾞で
⾛りやすい / ⾛りたくなる
⾃転⾞で
⾛りにくい / ⾛りたくない

凡例

  3-2　ウォーカブル現状インタビュー調査

高校生 ver.
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図 ⾼校⽣に対するウォーカブル現状インタビュー調査結果



քր塥ַ׌׷׀�塥גׂ׀ օיַחמց׾ם
⭳鵹ַ鵟׷׽斶ꄇ䃷媮ַ؅╈䑏מր塥ַ׌׷׀�塥גׂ׀ סյ㵣氳ע׽ն⭳鵹ַ鵟ג׿׼׎䙫釤ֿ㳝ַֹכց׾ם 䈘םٞعٝ
ג׀⠕䓪ֿ塥סעך׼ם׽յ鵟לםכ׆׾ַי׿־莔榟ֿ丢מ髪鷹ך丆塥䄫꡾㲊ֽ׷כ׆׾ֵֿ יזֿםחמ釐碛׾םׂ
⾩勥ֿעמյ你עն斶ꄇ䃷媮ַגז־؂ֿכ׆׾ַ ׂ׊尦עյ㛉כ׆ׂ 妳䧏ה荁ַלםכ׆յ㰙疐ס㚺⴫؅䚉׾׿׼׋㕙䢥כ
նגז־妳ֿ냕☔י׊
քր塥מׂ׀ ַ�塥גׂ׀ օיַחמցַם
⚊雕Ꝏ㹭껬؅╈䑏מր塥מׂ׀ ַ�塥גׂ׀ 䙫釤ֿ㛡ַֹכցַם 㳝ׂג׿׼׎ն塥מׂ׀ ַ釐㍔עי׊כյր塥鷹ֿ於ַցր鷹
גׂ׀ն塥גז־㛡ֿס׵׾׻מ⤓鷹饟丝ם⮆ⶇ┘גזַכց׆ׯ׆ׯֿ 䙫釤ַֹכցַםյր轵愉ֿ㵼עי׊꞊מ釐㍔ַם
ֿ껬⼽鱨׷⛨㱝轵ך釤׿׼յ׵מ־׮ր髪ֿ䓐ַցր⟓⺘ס侇ꝴֿ湾ַցסלם㚜ֿ䧸ֿגזն

քր舅鬇髪璡ך颦ַ׌׷׽�颦גׂ׽ օיַחמց׾ם
ր塥ַ׌׷׀�塥גׂ׀ גׂ׽�颦ַ׌׷׽颦ךր舅鬇髪璡ע斶ꄇ䃷媮ַגז־妳ֿ냕☔׵י׊כعشَتց׾ם عشَتց׾ם
םׂךׄד鷹䆋ֿ䇶ַ׾׿舅鬇髪璡ֿ颦עն斶ꄇ䃷媮ַגז㚜ֿ䧸ֿ׵י׊כ յ塥髪鷹ֿ⮆״ג׾ַי׿־㱦䑏י׊鵟车
ն׾׿׼縒ֻכד杼榺ס妳☔ֿס׾׀ך

քր舅鬇髪璡ך颦מׂ׽ ַ�颦גׂ׽ օיַחמցַם
舅鬇髪璡ך颦מׂ׽ ַ釐㍔י׊כյⶉ塶噛♀鲣עך꧅刻璡عס 䧸ֿכ׆׾ֵך㏧ֿ䓦עךյ嶎妣㸓⼽鱨כ׆㛡ַֿوشٚ
מׂ׽颦ךն舅鬇髪璡ג׿׼ׅ ַ釐㍔עי׊כյ塥ג׀ םյ轵愉ֿ㵼ֿ׾׌ꄆ邾׵כ釐㍔ַםׂ 㛤ׂע倊ַ׷כ׆髪ֿ⷇ם
նגז㚜ֿ䧸ַֹֿכַ

▶ リサーチ結果

▶ 調査概要
մ䇗僖仼ֽ丆塥䄫侇ط٤ٍؔٚמ ׀�塥ַ׌׷׀յ塥׀דגַי׊⶜ⱱמ⺲雕╈㜆냕劅榟⚊גַי׊ⱶ⹆ךؓ
ג מׂ׀٬塥׾םׂ ַ�塥ג׀ םׂ ٬ַ舅鬇髪璡ך颦ַ׌׷׽�颦ג׽ מׂ׽颦ך٬舅鬇髪璡׾םׂ ַ�颦ג׽ אכյ㕙䢥ַםׂ
նג׊杼榺؅鐧削ס

　● まとめ
歩道が狭い、街灯が少ないなどの意見が多く寄せられた。また、意見の傾向から歩いている

　のは駅周辺や狩野川沿いに集中しており、それ以外のスポットは高校生にあまり利用されて
　いない様子が見られた。

章 伊豆の国市ウォーカブルビジョンを実現するためのプロジェクト
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慈公会記念病院

⾞が速くて
危険 ( ま )

⾃転⾞専⽤レーンがないし、
狭い（か）

堤防に上る道が分かりにくい（か）

歩道狭い
縁⽯もあるので
⾛りにくい（ま）

古奈側は道路がせまいので

⾒通し悪く
交通量も多く
危ない（ま）

⾃転⾞で駅まで⾏く ( から来る )
道に、楽しめるようなサインが
できるとよい ( か )

芝滑り

階段状になっているところで
⽔に触れる！ ( か )

レトロな喫茶が国道沿いなどに
あるので⽴ち寄りスポットとして
活かせるのでは ( か ) 富⼠⼭が⾒えるポイントあり ( ま )

住⺠も観光客も
散歩やランニングに利⽤している ( か )

リバサの物⾒櫓
景⾊よくサイクリストもよく休憩している ( ま )

毎週クレープ⾷べに
⾏っていますが
おいしいです（ま）

夜歩いていると星がキレイ（ま）

夜 提灯が
キレイ（内）

古奈あやめ⼩路は唯⼀

あやめ⼩路は⽯だたみでいい
雰囲気で歩いて楽しい！（ま）

みどりや パン屋（内）

源⽒⼭
のぼるふんいきは
よいが ...( ま )

街灯 新しく
している ( ま )

夜 リバサは明るい ( か )

古奈 ⽯畳
スケール感 ( ま )

駅の東⼝に改札ができて
反射炉まで歩いていきやすくなる（ま）

歩道狭い（ま）⾞が 2 台通ったときに
危ない（ま）

夜歩くとおじさんの
うめき声のような⾳が
して怖い（ま）

うらのみちはもう少し雰囲気が
良いとあるくかなっ（ま）

普段歩⾏者がいないので
⾞が横断歩道でも⽌まって
くれない（ま）

夜こわい 変な⼈がいる ( ま )

堤防からリバサまでの
散歩道ができると良い ( か )

街灯がなく暗くて怖い ( か )

⽴ち寄り
場所が
ない ( か )

暗い ( か )

看板・サインがないから地元の⼈も
よく知らないまま ( か ) 歩道はあるけど

楽しくない（ま）

川沿いで吹奏楽部などが楽器の練習をしていると
⾃転⾞で⾛るのが楽しくなる（ま）

狩野川の堤防
景観◯ 

⿃のさえずり Good( ま )

堤防は⾛りやすい（か）
何もなくて
気持ちよく⾛れる ( ま )

歩きやすい / 歩きたくなる

歩きにくい / 歩きたくない

⾃転⾞で
⾛りやすい / ⾛りたくなる
⾃転⾞で
⾛りにくい / ⾛りたくない

セミプロ
（ま）…「まちづくり・都市計画」
    PNO、地域おこし協⼒隊、都市計画課職員等
（か）…「観光業」
    旅館関係者、環境協会職員、温泉場通り振興会、
    ⼤河等

⼀般の⽅
（内）…市内在住の⽅

凡例

  3-2　ウォーカブル現状インタビュー調査

図 地域関係者に対するウォーカブル現状インタビュー調査結果

地域関係者 ver.



▶ 調査概要・方法
մ䇗僖仼ֽ丆塥䄫侇מ㏐㓊׾ַיַ⥸ך亠յ⛨؆׾ַך亠מ⶜ⱱ׀דגַי׊յ塥ַ׌׷׀�塥ג׀ ׀٬塥׾םׂ
מׂ ַ�塥גׂ׀ ם ٬ַ舅鬇髪璡ך颦ַ׌׷׽�颦גׂ׽ מׂ׽颦ך٬舅鬇髪璡׾ם ַ�颦גׂ׽ ׊杼榺؅鐧削סאכյ㕙䢥ַם
նג
▶ リサーチ結果
քր塥ַ׌׷׀�塥גׂ׀ օיַחמց׾ם
塥גׂ׀ ׂ׋⺱כ냕劅榟עי׊כعشَت׾ם 斶ꄇ䃷媮ַך㛡 嶎妣㸓յٛ׷⹿㜧峪媼轵׵מ☽յֿג׿׼׎䙫釤ֿ㳝סׂ ف
ئ٭ յֵע⹿㜧峪媼轵מն攐גז䙫釤ֿ䧸ֿך璡ؠ٭قغؕ ׂ׻ꦬ㍱妳ֿך㵸饟ֿ溍樣״׷ յ塥ַיַי哧ַֹכַ׊㚜ֿ
㛡גז־նגױյㄪ蓝䈘٤ق׷㷑յو٭ٝؠ㷑לם굁괏䈘ֿ憠㏇ֿכ׆׾ַי׊塥ג׀ ׿׼縒ֻי׊כ釐碛┉סהױ׾םׂ
ն׾
քր塥מׂ׀ ַ�塥גׂ׀ օיַחמցַם
塥מׂ׀ ַ釐㍔עי׊כ냕劅榟ׂ׋⺱כ 塥鷹ֿ於ַ׷כ׆轵愉ֿ㵼ֿכ׆ַם䧸ׅג׿׼ն塥ג׀ עי׊כعشَتַםׂ
⚊雕Ꝏ㹭껬׼־⹿㜧峪媼轵סךױ洈鷹媮ַئ٭فٛ׷ ׽㳝ה玮עն洈鷹媮ַג׊╈䙫釤ֿ꥗מ㱝轵⛨ס鱨⼽ؠ٭قغؕ
㕙䢥ֿ㵼ֿכ׆ַם塥ג׀ גַם٤ֿؕئ׷洇冎מ⹾♀鲣׽⪋荁ַֿյעꦬ㍱妳׾氧עն嶎妣㸓גַיזםכ釐㍔ַםׂ
荁׵☔ס⩕յ㏐״ 湳ַֹׂכַם׼㚜ֿ㳝ג׿׼׎ն
քր舅鬇髪璡ך颦ַ׌׷׽�颦גׂ׽ օיַחמց׾ם
舅鬇髪ך颦ג׽ ׂ׋⺱כյ냕劅榟עי׊כعشَت׾םׂ 斶ꄇ䃷媮ַֿ☔妳גזֵךնגױյٛ ئ٭ف ׻俌荇ֿעؠ٭قغؕ
ؠؕئׂ ׂ׻׵عتٛ ⚔䞐׷כ׆׾ַי׊㛾ꄇ㏐⵱״גַם׵⛰ע妳䧏ׂ׻ה 颦גז־⮆ֿכ׆׾׿ն

քր舅鬇髪璡ך颦מׂ׽ ַ�颦גׂ׽ օיַחמցַם
⚊雕Ꝏ㹭껬׼־⹿㜧◫䄐憠סךױ洈鷹עյ鷹䆋ֿ於 鷹ׂ״ג׾ֵך׆ׯ׆ׯ׵颦מׂ׽ յׂ䫟㝢ٜ׷ع٭颦׾ַיז☔ֿ哧
מׂ׽颦׽׻מ敯媲ס舅Ⳃ髪◫鵟׷⤓յ鷹饟丝׵ն洈鷹♓㛙ג׿׼׎㚜ֿ㳝ַֹכ荁ַכ׾錃糋ֵֿס٤ؕئםֹ׻׾״׊
ַֿׂعشَتַ նגז־؂ֿכ׆׾ַי׊憠㏇־ח

　● まとめ
良い点も悪い点も、地域に根付いた人ならではの声が多く寄せられた。また、幅広い属性の

　方々に対するインタビューであったこともあり、様々なスポットでの意見が得られた。
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3 章 伊豆の国市におけるウォーカブルなまちづくりの現状



狩野川
河川 道路

自転車
専用道路

車道

狩野川

100%

50% 以上

50% 以下

狩野川

狩野川

狩野川

狩野川

河川

道路

河川

道路

河川

道路

河川 道路

河川 道路
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　2022年10月8日～9日狩野川沿いのサイクリングロードにおける狩野川自転車走行環境調査を実施した。調査目的は
伊豆の国市におけるバイカブルの主な要素である狩野川のサイクリングロードにおける自転車走行環境の把握である。
　狩野川沿いのサイクリングロードでは、狩野川沿いは国が定めたナショナルサイクルルートをはじめ、流域の自治体連
携、市の観光協会、民間企業など様々な主体がルートを設定している。

石堂橋

松原橋

千歳橋

大門橋

あやめ橋

狩野川大橋

神島橋

図　狩野川サイクリングコースの現状

S：自転車専用道路
▶自転車交通のための
独立した道路が整備さ
れている区間。

A：確立（100%)
▶自動車と分離された
自転車走行環境のある
区間。

B：一部無し（50% 以上）
▶50％以上が自動車と
分離された自転車走行
環境のある区間。

C：歩道（50% 以下）
▶50％以下が自動車と
分離された自転車走行
環境のある区間。

D：車道
▶車道を自動車と並走
して走行する必要のあ
る区間。

E：ルート無し
▶川沿いに自転車交通
のためのルートがない
区間。

・自転車走行環境の評価
自転車走行時における安全性の視点で自転車の走行
環境を６段階で評価した。

図　サイクルロードの断面図
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　狩野川の右岸と左岸の両岸における、「自転車の乗
りやすさ」について把握した。
　現状では、自動車と並走する区間があるなど、両岸
とも自転車走行環境として、安全な通行ルートは確立
されていない。左岸側、右岸側より、ルートを選択し
走行することで、比較的安全な通行ルートを選択でき
るものの、各橋の橋詰を通行する必要があるため安全
なルートとは言えない。
　また、狩野川からサイクリングロードが離れる区間
もあるため、狩野川沿いにおけるネットワーク形成の
余地もあり、今後改善する必要がある。

　すべての橋詰が道路と平面交差となっており、横断
歩道を渡る必要があるほか、横断が困難な橋詰も複数
ある。
　また、横断歩道や信号機等がない等、横断箇所のな
い箇所を合わせると９箇所あり、橋詰において自転車
走行ルートが車道により一度分断されてしまっている
現状である。
　橋詰は周辺市街地と接続する場所でもあるため、橋
詰の自転車走行環境を改善することでまちとの連携な
どの波及効果も期待できる。

サイクリングロードの自転車走行環境に関する調査結果は以下の通りである。

橋詰の自転車走行環境に関する調査結果は以下の通りである。

左岸 右岸
石堂橋 △函南町 ×

松原橋 歩道橋 × △
狩野川放水路
あやめ橋 側道橋

〇 ××

千歳橋及び側道橋 × 〇迂回
大門橋 〇 ××
神島橋 △ ××
狩野川大橋 ××伊豆市 ××伊豆市
大仁橋 〇伊豆市 ××

表　橋詰の現状

凡例
〇信号付横断歩道有、△横断歩道有（川に沿って、向かっ
て）、× 横断歩道有、×× 横断箇所無

　自転車利用者にとって特に危険な橋詰の例として「大門橋（右岸
側）」の橋詰を紹介する。当該箇所は 5 本の道路が集まる 5 差路のた
め交通量が多い場所であるが、交差点に横断歩道や信号はない。更に、
自動車と並走して走行する区間でもあることから、自転車利用者に
とって危険な環境となっている。

大門橋（右岸側）周辺は、自転車利用者の拠点となる道の駅が位
置し、かわまちづくりが進められている。今後の改善により、狩野
川沿いの自転車走行環境の更なる向上に繋がることが予想される。

信号機・横断歩道なし
自動車と並走して走行

自動車の交通量が多い

複数道路の交差点

区間 左岸
評価

右岸
評価

備考

石堂橋 松原橋 B A 函南町区
間あり

松原橋 あやめ橋１ A D

あやめ橋１ あやめ橋２
※

E -

あやめ橋２ 千歳橋 B -
千歳橋 大門橋 B B

大門橋 神島橋 B D
神島橋 狩野川大橋 E B
狩野川大橋 大仁橋 C A 伊豆市区

間あり

※松原橋から千歳橋の区間については整備状況が異なるた
め、左岸側の区間を 2つに分けた

表　狩野川両岸における自転車の乗りやすさ

大門橋の橋詰の様子



　2023 年 11 月 12 日お散歩市にて、来訪者の方々にご協力いただき、自転車まちづくりに関するアンケートをシー
ル投票と口頭質問にて実施した。調査目的は①市民の自転車利用頻度や利用目的の把握、②自転車休憩施設に求め
られている施設・機能の把握、③ウォーカブル・バイカブルルートの策定に関連して、市民が市内で魅力に感じて
いる箇所の把握である。

Q1　自転車に乗る目的は？
　自転車に乗る目的について尋ねたところ、全体では「乗らない」（44.4％）が最多であり、「健康づくり・趣味・遊び」

（37.0％）、「通勤・通学」（7.4％）、「買い物」（7.4％）と続いた。また、伊豆の国市内在住者に限ると「乗らない」
が 92.3％であった。

Q2　自転車に乗るルートは？または乗ってみたいルートは？
　普段から自転車に乗る人は自宅から目的地のルートを走ると回答した方が多かったが、市街地は安全な道が少
なく、自転車で走るのが怖いという意見もあった。また、いつも狩野川沿いをサイクリングしていると回答した
方は、古奈湯元公園の足湯に入り折り返すルートと、修禅寺まで行くルートの 2 ルートをよく走るとのことだった。

（次ページ参照）
　乗ってみたいルートとしては、狩野川沿いと回答する方が多かった。

Q3　狩野川沿いに自転車休憩施設を作るとしたら何が欲しい？（複数回答可）
　自転車休憩施設に欲しい施設を尋ねたところ、「トイレ」（40.0％）が最多であり、「給水場・自動販売機」（32.0％）、

「駐車場」（16.0％）、「更衣室」（8.0％）、「コインロッカー」（4.0％）と続いた。

Q4　Q3 に加えて、休憩施設にあったら嬉しいものは？（複数回答可）
　自転車休憩施設にあったら嬉しいものを尋ねたところ、「ひとやすみスペース」（34.5％）が最多であり、「水遊
びスペース」（24.1％）、「イベントスペース」（20.7％）、「レンタサイクル・サイクルラック」（17.2％）、「運動施設」

（3.4％）と続いた。
　また、自由回答としては、「バンプトラックコース」、「カフェ等の飲食施設や軽食の販売」、「ドッグラン」等が
挙げられた。その他、「サイクリングの目標地点となる場所となってほしい」、「サイクリングを安全にできる道を
整備してほしい」、「水遊びスペースには日陰を作ってほしい」等の意見があった。
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図　自転車に乗る目的のアンケート結果



江間いちご狩り
センター

いちごプラザ

韮山時代劇場

蛭ヶ小島

韮山城跡

韮山反射炉

伊豆中央高校
の近く

For.tu.na
（クレープ屋）

大堤池親水公園
Tanagocoro

（たい焼き屋）

古奈湯元公園

伊豆パノラマパーク
の山頂

狩野川
リバーサイドパーク

まごころ市場

アピタ

狩野川さくら公園

コナステイ

道の駅
伊豆のへそ

あけぼの遊技場
（射的）

カフェナマケモノ

湯らっくす公園

柳月
（温泉まんじゅう）

黒柳
（温泉まんじゅう）

神島橋から古奈湯元公園
までサイクリング
足湯に入って折り返すルート

神島橋から修禅寺の橋まで
サイクリングするルート

ランニングコース

図　訪れてみたい場所のアンケート結果

Q4　あなたの好きな場所、お気に入りの場所はどこですか？（複数回答可）
　伊豆の国市内でのお気に入りの場所、お勧めしたいと思える場所を尋ねた。得られた回答は下図の通りであり、
市内の広域に広がっていることが分かる。
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伊豆の国市ウォーカブルビジョン
におけるコンセプト
伊豆の国市ウォーカブルビジョン
におけるコンセプト
4-1. 伊豆の国市におけるまちづくり (上位計画 )のコンセプト整理
4-2. 伊豆の国市におけるウォーカブルなまちづくりのコンセプト
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ր㱦䑏ךյג׊כ׽؂؆׮⢸ם־׷倲׵ךױחַֿ׊׼禈ׂ؅הױ泘䧗י׊ց
մ⚊雕ס㎁䄫ס雛ם־舅抅梪㗞׼־☔⩝כ⹨ׄ禆׃鞲嶎٬靸榤ס禆䤔؅㓹מյ榟׷ַֿ׀㱦ׁ׼յ׾ֹכ׽כ׹
㵼㯸냕룻⴫յ׷孱孨䓪⴫յ☔⹾峎㵼◫׾׻מלםؠ٭ق؛ة׷յ┩槡鹦榤ꮖ㸓⹚㵣愿ך╈׳榟孨؅ㅀגה嵹מַֽ
㏐杶峪倉⴫؅לם羜俌מ舅抅氳梪㗞כ⪦榟ג׊꥗硜鵽䯥㑔齉䄫啶鵰عؠق٤ؤؔطبؠ٭٠عشؾס㲔杯
؅泘䧗׌杼䒝ֿ炐׾ַי׿׈ն
մגױյ؅׿׆㲔杯מ״ג׾׌յրסחס׽ׂטהױ泘嘅ցי׊כ䏲僿㓹儖銶槆סրס׽ׂטהױ㓹儖亠ꄠց
俌鈝յַ׊յ紆⪑⟊ס稅כ㲔杯ס㎁䄫꥗硜鵽䯥㑔齉䄫啶鵰ס雕⚊�׾׿־ד䥚ַמ舅抅ם־յΖ雛ג׊㵚䑴מ
Η⚊雕ס㎁䄫׾ׂח؅כׇ׊מ鱔哅յ鈝⩞榤哅յ⵳殴٬焰炮榤哅ס孨䓪⴫כ䄫妨ס㶨哅嚀⚡⩗㲔յΘ⚊雕ס㎁
䄫מ二סכץַ׊孱׾ׂח؅׿㲊⛨☔⹾כ鈝⩞◫孱☔⹾ס䦡㛻յ⪜⪦◫鵟סؠ٭٠عشؾ⩗㲔յΙ塷⺒מ㰢צյ
儔全؅䦌׼ץׂ �⚊雕ס㎁䄫塷⺒氳겧舙ס禴䧏⺸┕յΚ㯸罫׵י☔榟׵哧ַ׊�⚊雕ס㎁䄫二םג☔⹾ס⹨ׄ沐յ
ײ禴䧏畘杼յΜס炘⚡㓹泅כ愤㲹㵚䑴׽ׂטהױס㎁䄫ס雕⚊�ם㱦䑏ך⪑㲔杯յΛ㱦ס٤ؕاظٜئ٭فؼٗ
ն׾ַי׿׈䫟鶟յֿ炐סّ٭ؚنعشٚو㎁䄫㏐㓊ס雕⚊�׾Ⱘךם؆

■　行政計画に示されている目標
▶ 伊豆の国市総合計画および後期基本計画における将来像

▶ 伊豆の国市都市計画マスタープラン（平成 23年策定、令和 3年改定）に
　 おけるまちづくりの理念
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  4-1  伊豆の国市におけるまちづくり (上位計画 )のコンセプト整理



մ㎁㎻◫鵟泸㲆妨鵽䯥־םהױ⫋榟䫟鶟◄哅מ㓹ׂטյ㏐㓊׷舅媩⛮յ妨ꝴ◄哅縖ֿ鵽䯥شٚوؙؓٛ׾ׂחי׊
յ峪媼㕙⭳鵹ַ׽׻מր⚊雕Ꝏ㹭峪媼ِٚؕ⚡閱ցג׿׼ׅ┕ה玮ך⫁㎁䄫ס雕⚊י׊כ⚡閱⛮ّ٭ؚنع
鵟ג׊כ״׋ע؅׽⚊雕Ꝏ㹭ؙٛؓס韀׾ֵס؂ַ⫋榟؅泘䧗י׊瓀㲊ג׿׈ր⚊雕Ꝏ㹭峪媼ِٚؕ٤٘ةلց
 䇗յ⮣撶יַֽמյրعوج٤ؤ׽ׂטהױסחցֿ炐׾ַי׿׈ն
י⭳מכאյ孨Ⳃהױ׾םׂג׊
喋չהױ׾ֵַֿ⚡⭳ם
峪媼鞲嶎׷㏐㓊鞲嶎؅孨הױ׾׀׊־
䇶㓊鵽䯥؅车ֹהױ
մגױյ؅عوج٤ؤס׆㲔杯מ״ג׾׌յΖ峪媼㕙⭳鵹ַ鵟׽յΗ⶟㸓蔮ס孨榫յΘ嶎妣㸓ס孨榫յΙ峪媼껬ס孨
榫յΚꯂ㛾㔆⯥ס孨榫յΛ狜׀㳃孨榫յΜ&�CJLF ⼽鷛յΝ⚊雕Ꝏ㹭껬⯥յΞⶉ塶噛♀鲣סךלם⹦׽磝ֿײ♿㍲י׿׈
ն׾ַ
մֽםյםֹ׻ס׆儔全؅عوج٤ؤס٤٘ةل㲔杯ס״ג׾׌釱憠י׊כյ☪䏲յΖםױ׉ױ׈ⱱ؅րꄆ؂⺬נ
┾ⱱ؅סյ⫂㛙ך؆鱮׀؅䄢٭ػع٭قյΘ׽ׂטהױם־׷鬭םⳂ⺎׷♞錃ؔطب٬ٜؕفց䡵樋յΗٓ׾׎
颦י׊㲔杯׾׌յ؅לם鵟ג׋㲔逷ס⹦׽磝ֿײ僿䏨׾ַי׿׈ն
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5 章 伊豆の国市ウォーカブルビジョンを実現するためのプロジェクト

■　「未来ビジョン」で示されているコンセプト

図 「伊⾖⻑岡温泉ミライビジョン」における「4つのまちづくりコンセプト」と「９つの取り組み」

4 章 伊豆の国市ウォーカブルビジョンにおけるコンセプト



մסךױ׿׆�⺨珕ך丝杼ג׊⫂㳊珕ס⯥䬠յ珕סրؚٜؗه؜٭ց׾ֽׄמ縒ֻ亠յ珕ך䥩⭳ג׿׈鐐갭յ
յ�י׊א הױםٜه؜٭րؚؗ׌泘䧗ך㎁䄫סյ⚊雕יֻױ؅馐לםعوج٤ؤס׽ׂטהױ׾ַי׿׈炐ך
ն׾׌亠⺸䓪؅䬠炐ם׀㛻סց׽ׂט

ס杯敯ַם㵼ס⚡㛙⭳嚀ךյ舅Ⳃ髪╈䑏סס׵׾뇂ⱱֵֿסהױם־׷犌׾ֵס׀浓ה蛽ך䇖㐛عشٚن
⚊雕ס㎁䄫יַֽמյ雛㳪ם㏐㓊鞲嶎؅孨׼ֿם׊־յ榟孨縖䄫妨׵全轵縖鈝⩞㲘׵┉稇מյ舅榺ך
雛ךהױמ־孨Ⳃ׽ׂטהױ׾םמֹ׻׾׀ךն妳鬭מ玮ה㳝׽յ꥗׽ױյ孨Ⳃ׾׀ךסրכז׮ցהױ׾׌յ
㏐㓊鞲嶎؅孨י׊־յ孨妳׾ֵסրכז׮ց؅הױם泘䧗׌ն

「ほっと」なまち、伊⾖の国
〜まちの資源を活かして、そとにでて、豊かに⾃由に活動できるまちへ〜

【コンセプト】
ウォーカブルビジョン『「ほっと」なまち、伊豆の国』を具体化する「４つの視点」
(1) そとで楽しめるまち（資源を活かす）：目的地や結節点・機会を生み出す
[目的性、近距離性 ]
մ⚊雕ס㎁䄫עյ鞲嶎雛ך־妳⠮׵犌ך־׷뇂ⱱ氳םյ؅־םהױםعؠق٤ؤ僗סס׵׾ַי׊յ㏐亠齉䄫כ
梪㗞؅ם־雛׷泘氳㏐׾םׂג全מ־םהױ׾ױ꥗ס鞲嶎ס׆յך׆אն׾ַי׿ױ榟孨ֿㅀס舅Ⳃ髪╈䑏י׊
榫䙫חח׊յ舅榺מ燯Ⳃ׽ג׊յ╾׽䬵ַֻ׌׷׊׽ג梪㗞؅榫䙫י׊յ☔չֿ孨Ⳃ׽ג׊◫孱׾׌׽ג׊嚀⚡
媮鷹狜׷㛙鼧狜ꝴכאמյ犉哕氳מֹ׻׾׌⴫׾孨Ⳃֿ釤ֻג׊ֹאյגױն׾׿׼縒ֻֿכ׆׾㘃ⱶ؅㍲ס
ꝴלם孨榫ס孨䓪⴫ֿ縒ֻ׾׿׼ն
(2) そぞろ歩きしたくなるまち：バリアをなくし、歩いてたのしいみちを増やす
[安全性、ユニバーサルデザイン、快適性 ]
մ�杯敯ס⚊雕ס㎁䄫סր鷹饟ցעյ奂鬳氳舅Ⳃ髪╈䑏׽ֽי׿׼⛼מյ鷹䆋׵䇶ׂ״גַםյ㱦⪒ח־ך㷈䑏㏐

	յי׊כ״׋עյ峪媼轵؅ךն┉亠׾׌㛡ׂ㰆㏇׵甙䢥ַםׄ׾ֵׂ׻ ׊تجؠؓ׽׻מ鞲嶎ם־雛םֹ׻ס
ׂטהױםֹ׻׾םׂג׊ց׀؀塥באյրמյ攐׾םׂג׀塥ח־ׂ׌׷׀յ塥׵מ״ג׾׌מֹ׻׾םׂ׌׷
ն׾ֵךꄆ釐ֿ׽
(3) 多様な活動が重なり合うまち：多様な存在や活動を意識して一緒に使える場を用意する
[交流性、多様性 ]
մעמהױյ㏐㓊⛨妨ׂםךׄדյך׆א⥸ׂ☔յよ䈘؅ㅀ׳☔յ亸귆מⳝ׾״☔յ鈝⩞㲘׷全鋼縖յ٘ب٭آ٭٠
גז泘氳؅䧏ם喋չג׊ֹ׆ע㎁䄫ס雕⚊מյ攐ֿ׾ַֿהג☔םյ喋չלם☔׾׌榫⮵յ檪ꢙ؅☔׾׿鋼מ٤
☔םյ喋չ׼ֿם׊㰆㏇؅䙫閁סהג☔גז泘氳؅䧏ס׿ב׿אג׊ֹ׆ն׾ַי׊孨Ⳃׂ׻ت٤ٚفֿהג☔
縒ֻֿכ׆׾ׅ┕յ注╾Ⲗ冽؅ךכ׆׌؅泘䧗הױ׾ֵסցַ⺬׽םյրꄆםֹ׻׾׀ך榫٬孨Ⳃ⮵מ稇┉ֿהג
׾뇂ⱱֵסךלם孨Ⳃյ峪媼轵ס僼ם־׷؂׈յמ״ג׾׌כהױ׾孨Ⳃ؅车ֻם㛡喋ג׊ֹ׆յגױն׾׿׼
㛤הױסյ⚔仼ׂםךׄד䇖仼׵ך雛ם־孨Ⳃֿ׾׀ך㕙לם׽ׂטյ㛡喋ם侇ꝴ䅮סך孨Ⳃס㕙؅榫䙫׽ג׊յ
㛡喋ם鹟䥃罈؅榫ַ؅הױי燯Ⳃךהױ׽ג׊孨Ⳃֿ׽ׂטהױ׾׀ך׽ג׊僿䏨׾׿׈ն
(4)（活動する）人を「はぐくむ」まち：パートナーを巻き込み、内外の力を結集する
[持続性 ]
մגױյֿהג☔ם؆؀ַג׊ֹ׆յ舅榺מ鷨ׇ׾׎梪㗞׷յ舅מ׽ׂטהױ׼⹆ⱶ׾׀ך敯媲٬㕙ֿ榫䙫׿׈
׃עչ؅☔׾׌յ孨Ⳃםֹ׻׾׌ⱱ؅磵꥗סյ⫂㛙ײ鱮׀յ䄢׿⪋孨Ⳃ؅⹨ׄס☔םյ喋չגױյךכ׆׾ַי
ն׾׿ױ僶ֿכ׆׾םכהױ׳ׂ
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  4-2  伊豆の国市におけるウォーカブルなまちづくりのコンセプト
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図 まちの将来イメージ

4 章 伊豆の国市ウォーカブルビジョンにおけるコンセプト

(2) そぞろ歩きを
したくなる

(4) 人を「はぐくむ」

(1) そとで楽しめる

(3) 多様な活動が
重なり合う
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伊豆の国市ウォーカブルビジョンを
実現するためのプロジェクト
伊豆の国市ウォーカブルビジョンを
実現するためのプロジェクト
5-1. 伊豆の国市におけるウォーカブルなまちづくりの実現戦略
5-2. 重点エリアでの戦略実現のためのツボ押しプロジェクト

5-2-1. ウォーカブル（バイカブル）なまちの「骨格」をつくる
5-2-2. 立ち寄りできる「ほっとすぽっと」を配する
5-2-3. そぞろ歩きできるみちを生む
5-2-4. 狩野川を活かすバイカブルなまちづくり
5-2-5. モバイルツールを活かして「場」をつくる
5-2-6. 暮らしの中でウォーカブルなまちをはぐくむ



伊豆の国市のまちの構造

　● 伊豆長岡地区

　伊豆の国市立地適正化計画では、伊豆長岡駅周辺区域、
温泉駅周辺区域、田京駅周辺区域の３つの都市機能誘導
区域が設定されている。
　その中でも特に本ビジョンでは、伊豆の国市で策定さ
れている都市再生整備計画で滞在快適性等向上区域とし
ての位置づけがある「伊豆長岡地区（伊豆長岡駅周辺区
域及び温泉駅周辺区域）」を重点エリア（ケーススタディ）
として検討する。

　� つの温泉街を中心としてエリアマネジメント
等による様々なまちづくり活動が展開されており、
その他市役所や病院、公園なども多く存在するほ
か、沿道の民間事業者による歩道と一体となった
まちづくりオープンスペースの創出等により、
官民一体となって居心地の良いまちなかを
創出することが図られている地区である。

伊豆の国市全域

伊豆長岡地区

いちご街道

県
道

号
線

伊豆長岡駅

韮山駅

原木駅

江間ＩＣ

肥田

県
道

号
線

県道 号
線

県道 号線

牧之郷駅

葛城山

伊豆の国市

古川

市街化区域

都市機能誘導区域
快適滞在性等向上区域

居住誘導区域

原木駅

韮山駅

伊豆長岡駅

温泉駅

田京駅

大仁駅

伊豆長岡駅周辺区域

田京駅周辺区域
温泉駅周辺区域

　伊豆の国市における「ウォーカブルなまちづくり」については、� 章で提示したコンセプト（『ほっと』なまち、
伊豆の国））を基に、歩きやすい、歩きたくなるまちを実現するための戦略が必要となる。
　また、単に歩きやすい空間をつくるだけではなく、まちなかでの豊かな活動や人々との交流、あるいは、健康
まちづくりの実現など、様々な効果が期待されることも鑑みて、２章で掲げた「ウォーカブルなまちの多義性」
の各目標項目の中から、伊豆の国市にあった目標を設定した上で、これを実現するために様々なプロジェクトを
重ね合わせてゆくことが求められている。
　まずは、まちなかでウォーカブルなまちづくりを実現するために、立地適正化計画における都市機能誘導区域
を基にした伊豆長岡地区を重点エリアとして設定し、戦略実現のために、重点エリアでのツボ押しプロジェクト
を検討する。

82 | Chapter 05　伊豆の国市ウォーカブルビジョンを実現をするためのプロジェクト

　▶ 実現のための重点エリア（ケーススタディ）

  5-1  伊豆の国市におけるウォーカブルのあり方
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狩野川を活かす
バイカブルなまちづくり

ウォーカブル (バイカブル )な
まちの「骨格」をつくる

 
暮らしの中で

ウォーカブルなまちをはぐくむ

 
立ち寄りできる

「ほっとすぽっと」を配する

そぞろ歩きできる
みちを生む

モバイルツールを活かして
「場」をつくる

　伊豆長岡エリアでウォーカブルなまちづくりを実現するために、以下の６つのプロジェクトを検討する。これら
のプロジェクトを通じて、伊豆長岡にある資源を生かしながらエリアのツボとなる場所での活動を促し、それぞれ
を連動させながら空間づくりを行う。

  5-2  重点エリアでの戦略実現のためのツボ押しプロジェクト

PJ 06

PJ 04

PJ 02

PJ 05

PJ 03

PJ 01

６つのプロジェクト

p.90～95p.84～89

p.102～107p.96～101

p.114～121p.108～113

プロジェクト名

目標項目
2-2「『ウォーカブル』における目的の
整理」にてあげた 12 項目のうち、
各プロジェクトがどれに該当するか

　▶ ページ冒頭部分の見方

上記 PJ 01～PJ 06 のうち、どの提案か  5-2-1  ウォーカブル（バイカブル）の「骨格」をつくる
目
標
項
目

目
標
項
目

ユニバーサル
デザイン

公共交通
利便性 目的性 回遊性 交流性 快適性 生活圏の構築 健康

まちづくり 多様性 都市活力の
向上 地域性交通安全性
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BUS

　伊豆長岡地区でウォーカブルなまちづく׽を行うには、自由な移動ができ׾空間を用意す׾ことが重要であ׾。
現状の伊豆長岡地区では、人々は主に自動車移動を中心としてい׾こと、そしてそ׿ぞ׿の街路の幅があま׽広
くないことが原因で、移動のしやすいまちであ׾とは言い難い。また、伊豆長岡駅か׼温泉駅を通׾バスは比較
的充実してい׾一方で、観光などのことを考え׾と、バスを下車した先の移動手段や主要道路の歩道部分の歩き
やすさには課題があ׽、自由に移動でき׾空間を用意す׾必要があ׾。こ׼׿を踏まえて、生活者・来訪者・観
光客に対す׾移動を総合的に考えて、「移動の骨格」とな׾「３つ」の軸を設定し、こ׼׿について、でき׾だけ
移動が円滑とな׽、かつ、歩きやすい・歩きたくな׾場の創出を考え׾。
▶ 道路整備状況をふまえた今後の「骨格」整備の可能性
　現在、伊豆長岡地区では県道を中心に道路整備が実施さ׿てお׽、県道 ��� 号の順天堂大学医学部附属病院が
面す׾区間をはじめとして歩道拡幅工事が行わ׿てい׾。この׻うなウォーカブルなまちづく׽に向けた道路整
備事業とともに、׽׻良い道路空間の活用方法を検討す׾ことが求め׾׿׼。場所に׻って可能な整備は異な׾
ため、その道路の構成、状態に合わせた整備を考え׾ことが重要であ׾。

（伊豆長岡駅～古奈温泉）
歩道の舗装は比較的進んでい׾が、
幅は狭く、活用はさ׿ていない。

（古奈温泉～順天病院前  ）
歩道拡幅工事が行わ׿てお׽、歩行
者空間の創出の可能性を有す׾。

（順天病院前  ～伊豆の国市役所）
歩道がほとんどなく、通行に危険が
伴う。安全性の確保が必要。

○区間によって異なる道路断面

※「順天病院前」＝「順天堂大学医学部附属病院前」

※ ※

■　ウォーカブルなまちを支える「骨格」の形成

 5-2-1  ウォーカブル（バイカブル）なまちの「骨格」をつくる
目
標
項
目

目
標
項
目

ユニバーサル
デザイン

公共交通
利便性 目的性 回遊性 交流性 快適性 生活圏の構築 健康

まちづく׽ 多様性 都市活力の
向上 地域性交通安全性
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温泉駅

伊豆長岡駅

N 0 500m

源氏山

伊豆パノラマパーク

伊豆長岡市役所

古奈温泉街

長岡温泉街

狩野川

（1）長岡ライン

（2）源氏山リング

（3）狩野川コリドー

図　伊豆長岡地区のウォーカブルの骨格全体
　伊豆長岡地区において、生活者・観光客・来訪者の移動の観点か׼重要とな׾ウォーカブルなまちを目指した
� つの「軸」を設定し、そ׿ぞ׿異な׾目標に向けての整備・マネジメントについて考え׾。

■ 軸 (1)  長岡ライン：【図の (�)】伊豆長岡駅西口駅前広場～伊豆長岡市役所・パノラマパークへの動線　　　　　　　　　　　　　      【伊豆長岡駅西口】→（県道 ��� 号古奈伊豆長岡停車場線）→【古奈温泉】→（県道 ���
　　　　　　　　　　　　  　　号韮山伊豆長岡修善寺線）→【順天堂大学静岡病院】→（県道 ��� 号伊豆長岡三津線）                                                
                                                                →（国道 ��� 号線）→【伊豆の国市役所・伊豆の国パノラマパーク】
　　　　　　　　　　　　        →地区のウォーカブルな移動の骨格に
■ 軸 (2)  源氏山リング：【図の (�)】源氏山を周回す׾動線（一部 (�) と重複）　　　                                                           【温泉駅バスターミナル】→（温泉場出逢い通׽）→【あやめ橋前・三養荘】→県         
　　　　　　　　　　　　　　　       道 ��� 号韮山伊豆長岡修善寺線）→【順天堂大学静岡病院】→（県道 ��� 号伊豆 
　　　　　　　　　　　　　　　　  長岡三津線）→  【温泉駅バスターミナル】
　　　　　　　　　　　　　　　        →温泉街回遊の動線に

■ 軸 (3) 狩野川コリドー：【図の (�)】　　                                                                 　狩野川沿い両岸の河川沿いの道路・管理用通路
　　　　　　　　　　    　　　　　　   →バイカブルなまちづくりの軸に

5章 伊豆の国市ウォーカブルビジョンを実現するためのプロジェクト

■　伊豆長岡地区のウォーカブル（バイカブル）なまちの３つの「軸」
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　伊豆長岡地区において、生活者・観光客・来訪者の移動の観点か׼重要とな׾ウォーカブルなまちを目指した
� つの「軸」を設定し、そ׿ぞ׿異な׾目標に向けての整備・マネジメントについて考え׾。

■ 軸 (1)  長岡ライン：【図の (�)】伊豆長岡駅西口駅前広場～伊豆長岡市役所・パノラマパークへの動線　　　　　　　　　　　　　      【伊豆長岡駅西口】→（県道 ��� 号古奈伊豆長岡停車場線）→【古奈温泉】→（県道 ���
　　　　　　　　　　　　  　　号韮山伊豆長岡修善寺線）→【順天堂大学静岡病院】→（県道 ��� 号伊豆長岡三津線）                                                
                                                                →（国道 ��� 号線）→【伊豆の国市役所・伊豆の国パノラマパーク】
　　　　　　　　　　　　        →地区のウォーカブルな移動の骨格に
■ 軸 (2)  源氏山リング：【図の (�)】源氏山を周回す׾動線（一部 (�) と重複）　　　                                                           【温泉駅バスターミナル】→（温泉場出逢い通׽）→【あやめ橋前・三養荘】→県         
　　　　　　　　　　　　　　　       道 ��� 号韮山伊豆長岡修善寺線）→【順天堂大学静岡病院】→（県道 ��� 号伊豆 
　　　　　　　　　　　　　　　　  長岡三津線）→  【温泉駅バスターミナル】
　　　　　　　　　　　　　　　        →温泉街回遊の動線に

■ 軸 (3) 狩野川コリドー：【図の (�)】　　                                                                 　狩野川沿い両岸の河川沿いの道路・管理用通路
　　　　　　　　　　    　　　　　　   →バイカブルなまちづくりの軸に

 5-2-1  ウォーカブル（バイカブル）なまちの「骨格」をつくる

図　「長岡ライン」整備イメージ

街路樹の整備

街灯の整備

サインの整備

沿道建物の
セットバック

オープンテラス

モバイルツール・
ファニチュアの活用

サイクリングレーン

新たなモビリティ

デザインされた舗装

■ 軸 (1) 長岡ライン（伊豆長岡駅西口駅前広場～伊豆長岡市役所・パノラマパークへの動線）
　伊豆長岡駅～古奈～順天堂大学静岡病院～温泉駅
～市役所・パノラマパークまでの軸線をウォーカブ
ルなまちづく׽の軸線（骨格）として位置づけ׾。
この軸線は、地域住民にとって主要な施設が集積し
ていて多くの住民が利用す׾エリアであ׾。
　長岡ラインの整備が伊豆長岡地区内の移動のしや
すさの向上に大きく影響す׾と考え、ウォーカブル
に整備していくことを提案す׾。

温泉駅

伊豆長岡駅

源氏山

駅前から温泉街への
アプローチを設ける

歩きやすい、
歩きたくなる整備

○長岡ラインの方向性
　長岡ラインにおいては、中長期的には、新たなモビリティツー
ル（グリーンスローモビリティやサイクリングレーンなど）を検
討し、地域住民か׼来街者、観光客まで幅広い人たちのまちなか
移動を支援す׾とともに、快適にあ׾け׾ルートとして、歩道、
あ׾いは沿道セットバックを含む歩行者空間の確保を目指す。ま
た、オープンテラスやモバイルツール活用を通じて、立ち寄׽た
くな׾沿道空間の創出を図׾。また、舗装やストリートファニチュ
アなどの街路デザインも検討し、メインストリートとして魅力的な街路空間とす׾。

参考イメージ：松山市の歩いて暮らせるまちづくり
( 出典：https://www.city.matsuyama.ehime.jp)

図　「長岡ライン」整備方針

「長岡ライン」の現状
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5 章 伊豆の国市ウォーカブルビジョンを実現するためのプロジェクト

図　「源氏山リング」整備イメージ

街路樹の整備

サイクリングレーン

街灯の整備

サインの整備

サイクルステーション

温泉駅

源氏山

サイクリングロードを設けて
源氏山を気持ちよく周遊

長岡ラインにも
サイクリング整備

源氏山の入り口は
温泉街に接続

■ 軸 (2) 源氏山リング（源氏山を周回する動線）
　主に自転車を中心に、長岡温泉と古奈温泉の二つの
温泉街を回遊でき׾道として位置づけ׾。北西部はサ
イクリングロードを整備し、温泉街付近はそぞ؀歩き
が可能な場所としての整備を検討す׾。
　道の整備に合わせ、源氏山や公園などの動線上の資
源を活用し、目的地を創出す׾ことが考え׾׿׼。

参考イメージ：しまなみ街道サイクリングロード
( 出典：https://cycling-ehime.com)

関連項目：5-2-3、5-2-6

○源氏山リングの方向性
源氏山リングでは、歩行者の回遊とともに、サイクリ
ングレーンの設置などを通じて、バイカブルな移動も
可能な׻うに整備す׾。街路樹等の整備に׾׻暑熱環
境への対策や豊かな緑環境の確保、あ׾いは、街灯に
。׾夜間景観形成を図׾׻

図　「源氏山リング」整備方針
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 5-2-1  ウォーカブル（バイカブル）なまちの「骨格」をつくる

図　「狩野川コリドー」整備イメージ

サイクリングロード

川に降りていける階段

オープンスペース（多様な活動）

サイクルステーション

安全な歩行者空間
距離表示の整備

▷Na
gaok

a

　　
10km▷Kona　10km

温泉駅

伊豆長岡駅

源氏山

川沿いを活用した
アクティビティ

気持ち良く走行できる
サイクリングロードの整備

■ 軸 (3) 狩野川コリドー（狩野川沿い両岸の河川沿いの道路・管理用通路）
　狩野川沿いのサイクリストニーズや自転車利用可能性
を鑑みて、狩野川沿いを気持ち׻く自転車で走行でき׾
道をバイカブルレーンとして位置づけ׾。そして、快適
な自転車利用が行え׻׾う、サイクリングロードや休憩
でき׾場所の整備、川沿いの環境を生かした河川敷の活
用が考え׾׿׼。

関連項目：5-2-4

伊豆長岡駅

参考イメージ：岩手県盛岡地区 かわまちづくり
(出典：https://www.city.morioka.iwate.jp)

○狩野川コリドーの方向性
狩野川沿いは、自転車での移動、サイクリング、ツー
リングが可能な׻うに、バイカブル環境を整備す׾と
ともに、とこ؀どこ؀では、川沿いを利用したアクティ
ビティの場を用意し、様々な活動誘発の場とな׻׾う
にす׾ことが求め׾׿׼。

図　「狩野川コリドー」整備方針

「狩野川コリドー」の現状
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「移動の骨格」の整備方針

◎安全で移動しやすい道路環境（安全性）
・道路幅員や歩道、サイクリングレーンの見直し、
  道の舗装によって歩きやすい道に整備する。
・街灯や提灯の整備によって夜間歩行環境の安全性
  の向上を図る。

　

○楽しく 移動できる道（目的性・快適性）
・モバイルツールを用いて、店前に日除や腰掛ける
  ファニチャーを設置し、移動の快適性向上を図る。
・移動手段の選択肢を増やし、気軽に乗車 /下車
  しながら立ち寄りながら移動を楽しむ。

　� つの「軸」については、そ׿ぞ׿移動の核とな׾街路・道路等であ׾ため、でき׾だけ移動しやすい、安全
でかつ快適な移動環境を整え׾ことを優先的に考え׾。歩行環境や移動環境の改善を考えつつ、中長期的には道
路幅員の拡幅やセットバック等、道路空間の再配分も検討の余地があ׾。特に、道路拡幅の事業などがあ׾際には、
移動環境のあ׽方やウォーカブルな街路のあ׽方、移動ネットワークなどの観点か׼、道路断面（特に歩道空間
や自転車空間など）を׻く検討す׾必要があ׾。
　下図では、骨格の具体的な整備内容に関して、短期的な整備か׼長期的なものまで段階別に整理した。すぐに
でき׾整備を進めなが׼、道路の構成を変えていく׻うな大規模な整備を検討していく必要があ׾。

図　「骨格」の段階ごとの整備

5 章 伊豆の国市ウォーカブルビジョンを実現するためのプロジェクト

■　3 つの軸形成に向けてのステップ

基礎的な
整備

短期的な
整備

長期的な
整備

街灯の設置
（夜間景観）

(ex) 歩行環境の整備

(ex) モバイルツールの活用 沿道店舗の
オープン化

荷物配送
サービス

沿道建物の
セットバック

(ex) 道路の拡幅と
新モビリティの整備

道の舗装　現在、源氏山や狩野川、足湯などの地域資源へのアクセスが分か׽にくい。道標や街灯などを設置し、人々の活動を促す。可能な場所では歩道整備も行う。

イメージ：EMMAS HOFTOUR（出典：raumlabor.net）

イメージ：相川地区の道標（出典：https://www.city.sado.niigata.jp）

　道沿いのお土産屋や飲食店
等の店舗前に移動させて使え
ツールを設置し、仮設的に׾
滞留空間を創出す׾。

　沿道建物のセットバックと道路の拡幅を行う。

イメージ：尾道市のグリーンスローモビリティ
（出典：https://www.asahi.com）

道路断面の
再構成

ほこみち制度
の活用

[ STEP1 ]

[ STEP2 ]

[ STEP3 ]
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伊豆⾧岡の人は車中心の生活を送る
ため、徒歩で街を回ることが少ない。

「ほっとすぽっと」の設置

　ほっとすぽっととは「豊かな活動ができる快適な場」のこと。
　このエリアに魅力的で目的地となる場所を創出する。

外に出て人がまちなかで活動するこ
とで、歩きたくなる「ウォーカブル」
なまちづくりにつながっていく。

目
標
項
目

ユニバーサル
デザイン

公共交通
利便性

目的性 回遊性 交流性 快適性 生活圏の構築
健康

まちづくり
多様性

都市活力の
向上

地域性交通安全性

　現状のまちなかに不足している「豊かな活動が集まる場」が多く育まれるように、人々の様々な活動が「ほっと」
に集まり、居心地もよくて「ほっと」するような（主に）屋外の場所「ほっとすぽっと」を、まちじゅうにたく
さん用意して、そとで活動がしたくなる、歩いて活動がしたくなるようなまちを目指す。
　これまで、伊豆の国では、自動車移動が中心の生活のため、あまり外に出ることが多くなかったかもしれない。
しかし、そとで活動することは、活発な活動の様子がみんなで共有でき、交流の活発化にもつながる。伊豆の国
は比較的温暖な気候であるため、そとで気持ちよく活動でき、中には、足湯のある場所も見られる。
　こうした特徴を生かし、気軽に立ち寄ったり、活動したりできる場所が目に見える形でまちじゅうに現れ、人々
が外に出てウォーカブルなまちを育んでゆくことにつながっていく。



・芝生広場 ・足湯

南池袋公園の様子
出典：https://00m.in/HRiCW

豊洲ぐるり公園の事例
出典：https://00m.in/jCfMw

・サイクルポート
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「ほっとすぽっと」とは、「熱い活動の集まる（ホットな）結節点であり、居心地の良い（ホッとする）オープンな場」
のことである。こうした「ほっと」な場所を創り出すための仕組みを用意する。

(1) 活動ができる場（プレイス）を用意する
　様々な活動（あそぶ、マルシェを開く、イベントをする、佇む、交流するなど）が自由に気軽にできる
ような「場」（プレイス）を設ける。
　【具体例】芝生の広場や、舗装のされた活動場所などの小広場
(2) 活動のキッカケや活動の中心となる核を設ける
　その場所に応じた活動がしやすいように、そのキッカケとなるものを用意し、その場所に応じて設ける。
　【具体例】交流や活動のための施設、コンテナのような簡易的な場、ちょっとしたカフェ、モバイルツー
ルによる簡易屋台、ほっとするベンチや足湯など　
(3) 訪れやすいように移動のハブとする（「モビリティ・ハブ」の設置）
　せっかく活動したくなる場があっても、そこにアクセスしにくければ、なかなか使われない。訪れやす
いほっとすぽっととなるように、様々な移動手段を利用できる、　「モビリティハブ」としての機能も有する。
　【具体例】小規模な駐車スペースや駐輪スペース、乗換空間（例えばバスの停留所などとも連動）、シェ
アサイクルやシェアカー、新しいモビリティツールなど

　こうしたほっとすぽっとが、大小やレベルは様々であっても、生活圏に多数（おもに 300ｍ圏内に１つくらい）
用意されることで、まちに活動がにじみだしてくることが期待される。

　活動できる場として芝生広場を
用意すると、ヨガのレッスン等の
イベントや遊びに利用することが
出来る。

　活動のキッカケや活動の中心と
なる足湯を置くことで、会話やコ
ミュニケーションが生まれるキッ
カケとなる。

　訪れやすいように公園にサイク
ルポートを設置することで、アク
セスしやすく、人が集まりやすい
場所となる。



電車やバスを待つ間の滞在
空間としてのニーズあり

診察や面会まで待つ時間や
医療関係者の休憩場所に

温泉駅をより快適な空間に
して集う場所に

人が多く集まる場所に付加
価値を付ける

空き地を有効活用する 今ある足湯に加えて、快適
な空間にしたい

公園内には足湯のほかに健
康器具や芝生がある
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　伊豆⾧岡エリアが「歩きたくなる、歩いて楽しい」まちとして感じられるには、気軽に立ち寄ったり活動した
りできる場所が、目に見える形でまちじゅうにあることが大切である。そのうえで、活動の結節点となるような

「ほっとすぽっと」を設けることで、住民や観光客がそとへ出るきっかけを作り出すことを図る。

場所と使い方をリンク
させて利用者のモチ
ベーション向上につな
げたい！

多くの地元民が訪れる

遊具がたくさんあり、子供
の遊び場として人気

伊豆⾧岡ならではの狩野川
の景色を楽しめる公園

大きな広場はあるが活用され
ることは少ない

県外からも多くの人が訪れ
る観光スポット

温泉街に訪れた人が一息つ
く場所として最適
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図　「ほっとすぽっと」を配することによるまちの将来イメージ

図　「ほっとすぽっと」による誘致範囲のイメージ

　伊豆⾧岡地区にほっとすぽっとを配置することを検討する。ここでは、「ほっとすぽっと」設置場所として、13
スポットを抽出して検討する。これらスポットには足湯、宿泊施設、市役所、駅などがあり、すでに人が集まるポ
テンシャルがある場所であるといえる。これらの場所を「ほっとすぽっと」として考えてみる。

　ほっとすぽっとを創出した際の誘致距離を
300m（3-1-6 参照）と仮定してそれぞれのスポッ
トに色をつけると、左図のように⾧岡ラインを
中心として地域の大部分がカバーされており、
スポットに訪れる人の増加、また、スポット同
士の徒歩での周遊が可能になる。
　⾧岡ラインは伊豆⾧岡駅や温泉場などを結ぶ
移動の骨格であるのに加え、スーパーなどの日
常生活機能が揃っているため、地域住民や観光
客の多くが日常的に利用している。そのため、
ほっとすぽっとが⾧岡ラインから立ち寄りやす
い場所にあることで、日常的な家と目的地の往
復に＋αで人々の移動や活動が生まれることが
期待できる。

半径 300m 圏

0 500m

N

　まちの各地にほっとすぽっ
とを創出した際のイメージが
左図である。
　「ほっとすぽっと」を配す
ることで、各地で人々が外出
する目的が生まれ、活動がま
ち全体で同時多発的に発生
し、歩きたくなる・活動した
くなるまちを目指す。また、
活動を人々が共有することで
交流も生まれやすくなり、
人々が外に出てウォーカブル
なまちを育んでいくことにつ
ながる。
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順天堂病院前公園の様子

図　順天堂病院前公園の整備イメージ

　今後ほっとすぽっと整備を行う場所の候補として、
順天堂大学医学部附属静岡病院（以下「順天堂病院」
とする）の公園を取り上げる。ここは道路の拡幅工
事によって生じた公園で、2024 年 3 月現在も工事が
行われている最中である。順天堂病院前のバス停が
あり、そのバス待ち空間としての役割も担っている。
　順天堂病院は、医師・看護師等の医療従事者、通
院患者、お見舞いに来る人など常に多くの人が利用
する場所であり、ほっとすぽっとを設けることで賑
わいが生まれるポテンシャルがあると言える。

 ◎  ◎

足湯兼ベンチボルダリングの壁 足湯兼ベンチ

モバイルツールゾーン

ボルダリングの壁

サイクルポート芝生ゾーン
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　伊豆⾧岡地区の住民や観光客など、この地域を
実際に利用する人を対象とし、「どこに」「どんな」
ほっとすぽっとがあると立ち寄って利用したくな
るのか、2023 年 11 月 23 日～ 12 月 10 日にワー
クショップを実施して聞いてみた。
　計 35 名の方に参加して頂いた結果の一部を以
下に示す。

 『 何かのついでに地域の野菜や果物を買えたら便利 !』
  『見つけやすく、気軽に立ち寄れる直売所が欲しい。』

  『昼食を買える屋台や子供向けの駄菓子屋ほしい。』
  『使いやすく、日毎に内容が変わると楽しめる！』

もみじ公園（市民 3 票、市外の方 2 票）

  『公園としての認知度は低いものの、
  小学校や日用品店が近く、よく利用するエリア。
  ついでに立ち寄れる場所が欲しい！』

湯らっくす公園（市民２票、静岡県民４票、市外の方３票）

  『足湯があり、よく利用する場所であるこの公園に
  +αがあると嬉しい！』

狩野川リバーサイドパーク（市民 3 票、市外の方３票）

  『遊具が豊富で子供の遊び場として利用する。
  子供を見守りながら一息つけたらいいな。』

ミライ広場（市民 1 票、静岡県民 2 票、市外の方 2 票）

  『温泉街らしい街並みや足湯があると、
  歩いて楽しい！目的地になりそう！』

足湯
（静岡県民 4 票、市外の方 4 票）

コーヒーショップ
（市民 8 票、市外の方 5 票）

  『コーヒーは短時間の滞在にぴったり。』
  『道端や公園にあったらつい立ち寄りたくなる！』

野菜の直売所
（市民４票、静岡県民 3 票、市外の方 2 票）

屋台
（市民 4 票、静岡県民 1 票、市外の方 3 票）

ワークショップ実施概要
期間：11 月 23 日～12 月 10 日
時間：温泉駅 営業時間に準ずる
場所：伊豆箱根バス・温泉駅
実施：横浜国立大学都市計画研究室、株式会社オオバ
協力：伊豆⾧岡温泉エリアマネジメント

  『あったら立ち寄りたい。』
  『コーヒーショップとの組み合わせでほしい！』

  特に観光客に人気

ワークショップ時の様子

出典：横浜市保土ケ谷区HP
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出逢い通り

源⽒⼭

古奈

うらみち

■　「そぞろ歩き」のできるみち

出会い通り 古奈温泉 うらみち

そぞろ歩きを考える道の位置図

  5-2-3  そぞろ歩きできるみちを生む
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■　温泉場出逢い通りのそぞろ歩き

いづみ荘
いづみ荘

温泉駅温泉駅

プチマルシェ！

屋外シアター！
南山荘の壁に映画を
投影してみんなで鑑賞

モバイル屋台を用いて
誰でも店長に

モバイル足湯！

キッチンカー！
温泉街の雰囲気を
感じながら軽食

テントサウナ！
温泉街でととのう

ちょい呑み！
お土産屋さんで買った
お酒を片手にのんびり

卓球！
モバイルデスクを用いた
温泉街らしい遊び

温泉たまご！
温泉で温めた
たまごを試食

BBQ！
天気の良い日には外で
食べたり飲んだり

チョークアート！
小さな子供と一緒に
遊べる広場

モバイルカモミール！
ミライ広場の景観が向上

みんなで育ててハーブティーにも

歩いて疲れたら足湯に
浸かってひとやすみ

出逢い通りの断⾯図（現状）
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2023 年 11 ⽉お散歩市の様⼦

図 そぞろ歩きしたくなる出逢い通りのイメージ

▶ 温泉場出逢い通りにおけるそぞろ歩きできるみちのイメージ

6.8m

0.7m 5.4m

[路側帯] [路側帯]

[⺠地] [⺠地]

0m 1m 2m

[道路]

[歩⾏者天国（15:00~24:00）]

0.7m

5 章 伊豆の国市ウォーカブルビジョンを実現するためのプロジェクト
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15p.m.~24p.m.

24H

● 参考事例：長門湯本温泉（上図 2, 狭さくの事例）

● 参考事例：中尊寺通り（上図 5, 思いやりゾーンの事例）
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ֿ泘䧗ג׿׈ն 景観・デザイン研究講演集 No.12 「中尊寺通りの

道路デザイン」より引⽤

⼟⽊学会デザイン賞より引⽤

　出逢い通りの道路空間再配分のパターン検討
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� �ٜ٭ٓعشة٤ٚع ٜ٭ٓعشة٤ٚع
塥鷹䆋⿦�_�N
⪜⪦◫鵟♓㛙ס髪┸ס鵟车؅釨⯆׊յ塥车狜ꝴ؅澬⟊׾׌

� 塥车縖㵠榫饟� 塥车縖㵠榫饟
塥鷹䆋⿦�N
髪ס鵟车؅㱭⪒מ釨⯆׊յ塥车縖סײס狜ꝴ׾׌כ

մ䒍鸵؀באם塥׀狜ꝴ؅澬⟊עמ׾׌յ僃עסַ׻׵յ塥车縖㵠榫⴫ֿדյ鵟鷨׾׌舅Ⳃ髪յ亸귆تجؠؓס׫յ
饟稗סتف磬饟؅כ׆׾ֵך縒ֻכ׾յ舅Ⳃ髪סכ⪦㰆؅縒ֻ׾䑒釐ֵֿ׾նך׆אյעך׆׆յ♓┖־חַׂס
㵧全כ敯媲ךյ㏐㓊״ג׾Ꝏ┉湾ֵ┉׿ב׿אעն⺨勅׾ײי鷹璦؅縒ֻס塥车縖㵠榫⴫׷㰆⪧סյ┸縖ך亠嫎ס
⥼؅⪦僗י׊䛤ꄆמ吾鋀׾׌䑒釐ֵֿ׾ն

▶安全性を高め、歩きやすい道路にするための道路再配分

  5-2-3  そぞろ歩きできるみちを生む
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① 2 ⼈程度滞留できる沿道空間① 2 ⼈程度滞留できる沿道空間
ベンチ、植栽、看板、デジタルサイネージ、灯篭、充電スペース

➁ 4 ⼈程度滞留できる沿道空間➁ 4 ⼈程度滞留できる沿道空間
机と椅⼦、モバイルデスク、モバイルえんがわ、サイクルポート、商品陳列

③ 8 ⼈程度滞留できる沿道空間③ 8 ⼈程度滞留できる沿道空間
モバイル屋台（出店）、モバイル植栽、モバイル屋根、BBQ、チョークあそび、屋外シアター

④ 12 ⼈程度滞留できる沿道空間④ 12 ⼈程度滞留できる沿道空間
モバイル⾜湯、プチマルシェ、モルック、キッチンカー、⼟管、テントサウナ、ドッグラン

そぞろ歩きができる
出逢い通り

歩きやすい道
（安全性）

軒先や駐車場の一部においてモバイルツールなどを
活用し、立ち寄りたくなる沿道空間を創出

歩道を広げて自動車の速度を抑制し、
観光客や住民が安心して歩くことができる道路

歩きたくなる道
（目的・地域性）

▶ 出逢い通りの沿道空間
մ⭳鵹ַ鵟؅׽雛ס׀׾؀ֵבאם־㕙עמ׾׌מյ鷹饟ׂםעךׄדյ媮鷹׵雛ׂ׹י׊מ־յֵעַ׾յ⶜ⱱ

	յמ״ג׾׌؅㲔杯׼׿׆ն׾ַי׊䈘艥ֿ玮㏐׷亸귆עמն媮鷹׾䑒釐ֵֿׂ׹י׊ ⺎耆ם疗㍱ך媮鷹䋦擻
؅⫋榟׾׌꤀עյי׊ؠشفعشجյ塥车縖ֿ⮵榫׾׀ך狜ꝴ؅澬⟊כ׆׾׌յ	
 髲⩝狜ꝴ׷껺髪㕙ס┉鼧לם
؅⮵榫ؠ٭قعشآَג׊璡؅錃糋י׊յ塥车縖ס㷈㕙䢥؅Ⱘ⭳כ׆׾׌ٓ׵ٜ٭صٜؕف錃糋׾׀ךյ	
 媮
鷹ס䋦擻׵յ䫘㏐꣪עיַחמյי׊מ٤و٭؛ׄד׾׀ךյ塥车縖狜ꝴמֹ׻׾םכ⛮┉כ䄄㜂ֿלםכ׆׾׌
縒ֻ׾׿׼ն

▶ 夜間景観の創出

▶ そぞろ歩きができる出逢い通りを目指す

մ塥؅הײ׾םׂג׀庋⭳מ״ג׾׌յ㛤ꝴ俌鈝轵饟愉׷拨伺յ伺לם׈׾ס吾鋀؅车ַյֵַ׌׷׀׾㛤ꝴ
ֿ׀؀塥באյךכ׆׳磝׽⹦מ⭳庋ס㛤ꝴ俌鈝׵喋յ⹿㜧峪媼⺱כ׽յ⭳鸿ַ鵟גױն׾׿׼縒ֻ׵⭳Ⱘס㕙ס
ն׾׌☭磆ךة٭域ًע❆◄ն⹆縒׾׿׼縒ֻכ׾׀ךֿכ׆׌ף⛈ך⛮⪑侇ꝴ؅㏐㓊׾׀ך

図 出逢い通り沿道空間の活⽤イメージ
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鮮⿂店
販売＋飲⾷スペース

・⼲物・⾷べ歩き⽤の
⼩さな寿司・お稲荷さん 温泉に触れるスペース

・温泉卵
・温泉で飲み物を温められる机

・既存の⾜湯

レトロ遊び・飲み
スペース

・⼦供が射的している間
お⼟産さんで買ったお酒を

⽚⼿に休憩

お饅頭テイクアウト
スペース

・お饅頭が⼀個からできたて
あつあつを買える屋台

・ちょこっと座れる

ちょこっと飲みスペース
・酒屋さんのお酒を⼀杯

・わさび屋さんの前でおつまみ販売
屋台出店スペース

・プリンやアイスを⾷べながら涼む
・モバイルえんがわ

・モバイル屋台みんなでゆったり
スペース

・ゆったり椅⼦
・オープンカフェ・バー

・⼦供遊び
・焚き⽕・花⽕
・モバイル植栽

⼩さな⾜湯スペース
・モバイル⾜湯

100 m100 m

N
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モバイルツールをモバイルツールを
活用し、滞在できる活用し、滞在できる
居場所をつくる居場所をつくる

案内板を設置し案内板を設置し
小路へと入り込む小路へと入り込む
ように誘導

県道の舗装を
石畳化し温泉街の
景観を演出

空き店舗をセット
バックすることで
歩きやすい道に

石垣を使って

歴史を発信

足元灯篭を設置し
路地や源氏山に
誘導する誘導する

しし置し
に
しし
に

よ

をセ
県道
畳化
景

県
石畳セッセットト

る
い
るこことで
い道道ににい

て

い

て

い道道道にに道にに

て

そぞろ歩きができるあやめ小路
・ヒューマンスケールな路地を生かし、滞在性を高める
・県道からあやめ小路の存在を認識させ、誘導する
・古奈温泉の長い歴史を発信　源氏山や七福神巡りへ誘導
・県道沿いの空き家をセットバック、歩行者の安全性を向上

源⽒⼭

古奈もみじ公園

伊⾖⻑岡駅

⽯切り場跡

コナステイ

姫の⾜湯

湯⾕神社 ⻑温寺

⻄琳寺

⽵林の階段
出典：⻑⾨湯本温泉公式 HP

N

մ⹿㜧峪媼עמ亸귆ֿ꥗犉׽ֽי׊յעמהײמ׼׈溍樣ֿ丢יַי׿־յ峪媼轵ַ׊׼ꦬ㍱妳ֵֿ׾նסא┉
亠ךյ洈鷹媮ַ׼־⹿㜧峪媼ֵֿֿכ׆׾┉釤׽גז־ם׼־؂յ⹿㜧峪媼ס⼽㍱ֿ塥鷹ֿיׂם塥ַי⷇ꣅכ
׌כהײ׾׌׀؀塥באֿ☔׍׼ױלכמյ⹿㜧峪媼׼ֿם׊鐐갭؅鉮婊ס׼׿אյך׆אն׾鐐갭ֵֿגזַ
ն׾׿׼縒ֻֿלם䎬䡗ס䦡䍖յ拨伺俌鈝ס鏗㵵յ溍樣겧艥逷ס⹾׽⪋յמ״ג׾

■　古奈温泉周辺

● 参考事例：長門湯本温泉（足元灯篭の事例）
մꝎꝛ嵡儖峪媼ס⫋榟◄哅עךյ拨伺銶槆ֿמؙؓٛ⪑סהױ
ס׿ב׿אסو٭آتغ٤ٚ׾Ⱘׂ׊ն二ג׿׈吾鋀יזג؂
攐䐶؅孨ג׊־拨伺銶槆כյ仴㰆ס媞䃷ס뇂ⱱ؅孨׌־噛匛׷
媞䃷⫂׽־ֵס׫յؕع٤ي侇עמ韀מ؂ַ㳝┙׊յ仼䅻׵ך
峪媼轵؅׈׊׼䚉לם׽־ֵ׾׎׈׋稀⺬氳ם銶槆ֿ玮׿׼י
յ琉冷؅ٚؕ״׋ע㛻㑔ꌳ擻车愉؅ס٤ؕاظٜػةٛ؛նג
׾׌وشؓع -&%䤷⩞㉺סי׬׌לם拨伺ע鐧⩞⯆䐒י׿׈
ն׾ַ

図 古奈温泉周辺の活⽤イメージ

  5-2-3  そぞろ歩きできるみちを生む
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温泉駅と順天堂病院を
つなぐ重要なうらみち

源⽒⼭

順天堂病院

N

温泉駅

出逢い通り

県道

出典：備前市公式 facebook

■　うらみち

みち整備

そぞろ歩きができるうらみち

→歩きやすい、歩きたくなるみちに変える
・照明　・植栽　・モバイルツール
・サイン　・舗装

→徒歩以外の選択肢でつなぐ
・グリーンスローモビリティ
・シェアサイクル

モビリティ

● 参考事例：グリーンスローモビリティ（モビリティ）
մؔطٛلٓ٭ٞت٤٭ٛء鵟燡ٞتٛءעכ侇鵭 LN儔嵹ך
⪜鷹؅颦׾׀ךֿכ׆׾꧅Ⳃ髪؅孨榫ג׊㵸ם׈燯Ⳃךכ׆סتل٭ئ
饃ס产錃껬յ䄫䏔䢥յ峪媼轵յꯂ㛾㔆㛻檪ꢙ⺨׾םכն泘氳㏐׾ֵ
ꦕֿꦕ׾ַי׿⚊雕Ꝏ㹭㏐⵱יַֽמյיז׻מٞتٛء⺨㏐憠םח؅
㯸❠յ׷냕룻縖ם㍭ꦘֿכ׆Ꝏ饃ꦕ؅塥ׂ׷鷞鬇סյ髪יז׻מכ׆׃
鈝⩞㲘׊ع٭َئ؅յסؙؓٛס׆׽׻㍑鷛䓪؅냕׾״ն

մ辐ס鷹饟ס䆋⿦ֿ䇶ׂ׽ֵ׵כ׆ַםյ遊⣐؅鵟׾ַיזրֹהײ׼ց؅塥车縖׾׌כהײס׀׾؀ֵבאס
յ洈鷹מն攐׾׿׼縒ֻ׵כ׆  ⺘稗ꯂ㛾㔆檪ꢙ׼־峪媼껬ס遊⣐ס鷹עյ檪ꢙכ磵疐憠כהײ׃םח؅
לם榫⮵סցؔطٛلٓ٭ٞت٤٭ٛءյր׷냕韬⴫׾׌ׂ׌׷׀׾յ塥车縖ֵֿ״ג׾ֻ׽םמⳂ稗םꄆ釐י׊
ն׾׿׼亠ֿ縒ֻ׽ֵס

図 うらみちの活⽤イメージ
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մ斶ꄇ䃷媮ַי׊כغ٭ٞء٤ٛؠؕئע┉芗鏀湳סס׵׾ַי׿׈յր� 斶ꄇגז车ךցز٭ئٜٛه؜ؕف
䃷媮ַ׾ֽׄמ舅鬇髪颦车梪㗞鐧削עךր舅鬇髪ַ׌׷׽╾מցעכ銧ַֻם磵冽גזֵךն┉亠ךյ舅鬇髪עמյ
梪㗞靷蕔ס⛥峎׷愤㲹侇ס◫鵟嚀耆禴䧏璡ס鐐갭מ㵚׾׌嚀耆յ㵸㍑׷כ׆ׂ⮵ֿ׽燯Ⳃ饃ꦕס鐧丝ַֿ׌׷׊
ն׾ַיז嚀耆؅䧏סי׊כ燯Ⳃ䣆壿םꝴ氳╈סכ䏻塥כ舅Ⳃ髪ַֹכ
մ׼׿א嚀耆؅孨י׊־յ斶ꄇ䃷媮ַ؅끌劲ג׊כր舅鬇髪ַ׌׷׽╾מց梪㗞כ׽ׂטյր舅鬇髪יז╾מ哧ַ׊ց
梪㗞؅הױםٜه؜ؕفַֹכ׽ׂט泘䧗׊յ舅鬇髪⮵榫➢鶟产瓀؅䬠勅׾׌ն

■　伊豆の国市におけるバイカブル

■　バイカブルの実現に向けた取り組み
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  5-2-4  狩野川を活かすバイカブルなまちづくり

・狩野川沿いを安全でスムーズに⾛れるようなサイクル
ルートとなる⾃転⾞⾛⾏環境整備

・サイクルルート上に駐輪・休憩できる場所を整備

・ウォーカブル・バイカブルのハブとなる場所を整備

・狩野川沿いのサイクルルートに接続する⾃転⾞ネット
ワークを検討

・⾃転⾞に乗るための⽬的となるソフト施策の⽴案
・沿道事業者等との連携 等

取り組み③取り組み③
サイクルステーションを核としたまちとの連携サイクルステーションを核としたまちとの連携

取り組み②取り組み②
サイクルステーションの整備サイクルステーションの整備

ステップ④ステップ④
まちなかの⾃転⾞⾛⾏環境づくりまちなかの⾃転⾞⾛⾏環境づくり

ステップ⑤ステップ⑤
⾃転⾞利⽤のきっかけづくり⾃転⾞利⽤のきっかけづくり

取り組み①取り組み①
狩野川沿いの⾃転⾞⾛⾏環境整備狩野川沿いの⾃転⾞⾛⾏環境整備

伊⾖⻑岡駅伊⾖⻑岡駅

図 検討での対象地

目
標
項
目

目
標
項
目

ٜئ٭فؼٗ
٤ؕاظ

⪜⪦◫鵟
⮵➘䓪 泘氳䓪 ㍑鷛䓪 ◫孱䓪 䒍鸵䓪 榟孨㎢ס啶疣 ⢸䉓

׽ׂטהױ 㛡喋䓪 齉䄫孨ⱱס
⺸┕ ㏐㓊䓪◫鵟㱦⪒䓪



図 ステップ１（短期）のルート 図 ステップ 2（中期）のルート 図 ステップ 3（⻑期）のルート

մր� כ舅Ⳃ髪׾ֽׄמյ噛鎅יַֽמ舅鬇髪颦车梪㗞鐧削׾ֽׄמյ斶ꄇ䃷媮ַ׽鵟סցز٭ئٜٛه؜ؕف
յגױնגזֵך磵冽ַםַֻעכցַ׌׷׽╾מր舅鬇髪עך璡յ杯敯׾䑒釐ֵֿ׾׌鼧髪鷹؅鵟车┉׷䇖ꪫ◫䄐ס
䙫ַֹכַגײיז╾מ舅鬇髪ךյ斶ꄇ䃷媮ַך㛡ַ┉亠ֿ☔ַםַיז╾מ舅鬇髪מ仼䅻氳עך鐧削ع٭آ٤ؓ
釤ֿ㛡ַ磵冽גזֵךն♓┕؅馐ֻױյםֹ׻ס׆עך׆׆⚊雕ס㎁䄫ס舅鬇髪颦车梪㗞؅䷉ャ׊յ斶ꄇ䃷媮ַ؅
㱦⪒ך㷈䑏㏐ֿ荁ׂյ仼䅻氳מ颦׾םׂג׽舅鬇髪颦车梪㗞ס״ג׾׌מ丝⤓؅䬠勅׾׌ն

մ⯥鳭ס鵟׽յ斶ꄇ䃷媮ַי׊כغ٭ٞء٤ٛؠؕئע┉芗מ鏀湳סס׵׾ַי׿׈յ仼䅻氳מ䄫妨ַי׿؂✳מ
ն׾׌䬠勅יַחמ⤓舅鬇髪颦车梪㗞丝ג׊כյ斶ꄇ䃷媮ַ؅끌劲עך׆׆ն׾ֵך敯媲ַם
մوشطت湾僿עך斶ꄇ䃷媮ַ؅⺓㺢յ䄅㺢⣐ך־׿׍ַס㱦⪒מ颦车⺎耆ם敯䛜؅泘䧗׌ն舅鬇髪颦车梪
㗞鐧削ס磵冽מ㓹׀טյ舅鬇髪颦车梪㗞ֿ奂鬳氳מ荁ַ⵱ꝴ# 鍐❫♓┕؅鵟车؅ع٭ٜ׾׌鹟䥃׊յ髪┸כ┾
颦׾׌⵱ꝴ璡גזַכ┉鼧颦车ֿ㍭ꦘם⵱ꝴ؅髪┸鵟车釨⯆璡عنخס丝⤓׽׻מ㵚⭚׾׌ն
մوشطت╈僿עך㍑鷛䓪׽׻؅냕״րהױցכ鵽䯥ג׊敯䛜؅泘䧗׌ն䦠憠产錃؅颦车׾׀ך二٭ٜםג
׷⤓丝ס٤٘ب٭طتٜؠؕئյי׊כ狜ꝴهـסցהױրכ؂ց־ր׷䦠憠ס斶ꄇ䃷媮ַ׷⤓鷹噛丝☔י׊כع
؅车ֹն⤓丝غ٭ـס釨嘗╈֐㵸גזַכ㷣ꝧ璡ס׽ׂטהױ؂־
մوشطتꝎ僿עך催׾ם舅鬇髪颦车梪㗞כ┕⺸סրהױցסכ鵽䯥ֿ岐׾ױ敯䛜؅泘䧗׌ն噛ס縏儰⴫מ
⛂ֹ几僀侇璡ס㛻釨嘗丝⤓ג׎؂⺬מ䇖ꪫ◫䄐ס鉮寕璡ס丝⤓؅车ֹն

■　伊豆の国の日常に寄り添う、自転車まちづくり

▶ 狩野川沿いを骨格とした自転車走行環境整備
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AA

B

C

日常的な利用日常的な利用
（通学、買い物 etc）（通学、買い物 etc）

 長距離サイクリング 長距離サイクリング
スポーツスポーツ

健康づくり健康づくり
散策、観光 etc散策、観光 etc

  日常  日常

  休日  休日

▶ サイクルステーションの「設置箇所」と「ターゲット」を設定

■　サイクルステーションの整備
մ斶ꄇ䃷媮ַס舅鬇髪鷹丝⤓י׎؂⺬מյ斶ꄇ䃷媮ַס╚釐ם㕙䢥מ껺魸׷⚔䞐璡ֿ٘ب٭طتٜؠؕئ׾׀ך
٤ * ؅丝⤓יז׻מכ׆׾׌յ斶ꄇ䃷媮ַסך껺魸׷⚔䞐ֿ׀ךյ䄫⫂ס䇶ַ疗㍱מ憠㏇׾ַי׊뇂ⱱ氳ם㕙䢥
ն׾׿׼縒ֻֿכ׆׾׌┙㳝מ┕⺸ס㍑鷛䓪צ舅鬇髪颦车梪㗞⹕׾׻מ㕙䢥׾״⚔舅鬇髪⮵榫縖ֿ׷׽㳝ה玮ס׫
� ״גס璡ٝؕع׷䞐⚔ך╈鵍׾ַיז╾מ亠ֿյ舅鬇髪ֹ✳舅鬇髪؅י׊כ燯Ⳃ䣆壿׷亠׳׊哧ךء٤ٛؠؕئ
ٝؕعյز٤يյ׳⻠ٜؠؕئؘؓب嚀耆（舅鬇髪糋㕙ס僃⛥꡾ךعشَت׾׀ךֿכ׆׾㳝ה玮מ妳鬭מ
؅僗ס׵׾׌

մ٤؅٘ب٭طتٜؠؕئ錃糋׾׌㕙䢥עיַחמյր仴מ舅鬇髪糋㕙ز٤ي׷յٝؕع璡ס僃⛥꡾ס嚀耆ֵֿ׾ցյ
ր⪜㎥䄫妨⮵榫ֿ㛡ַ甙䢥ցյր鈝⩞产錃鈝⩞㲘ֿ㛡ַ甙䢥ց璡ס㓹嶖ס㓹յ錃糋甙䢥ס鹟㲊؅车גזն
մגױյ㲔꤀٤؅٘ب٭طتٜؠؕئמ⮵榫٭ذ׾׌
걉؅⮆סյ舅鬇髪⮵榫縖עיזגֵמ׾׌؅錃㲊عشأ
车ַյ舅鬇髪⮵榫؅ة٭ْؕס辐 ס鵟׽⪮⛮⴫؅车ז
ٜؠؕئצ舅鬇髪⮵榫⹕םֹ׻סלֿعشأ٭ذ⺨նג
յ㵵⪌嚀耆؅吾ך┕ג׊؅丝杼־׾״٤؅姲٘ب٭طت
鋀׾׌ն

錃糋甙䢥Ζ冋⸉噛⼽鱨

錃糋甙䢥Η⴮兢妣黣⼽鱨 錃糋甙䢥Θⶉ塶噛⼽鱨

錃糋甙䢥Ιٛؠ٭قغؕئ٭ف⼽鱨

錃糋甙䢥Κ斶ꄇ䃷烕㼖⪜㎥⼽鱨

錃糋甙䢥Λ㛻☝껬⼽鱨

表２ ターゲットと各サイクルステーション設置箇所の関係

表１ ターゲットの⾃転⾞利⽤イメージ

図 ⾃転⾞利⽤者の分類

図 サイクルステーション設置

利用イメージ移移動範囲ターゲット

通学、通勤、買い物（日常的な利用）日常生活圏市民A

健康づくり、散策、観光施設間の移動市内広域観光客、市民BB

長距離サイクリング、スポーツ市内外広域サイクルツーリストC

機能性主な主なターゲットサイクルステーション設置箇所

大A、B、C
伊豆長岡駅と伊豆長岡温泉の結節点千歳橋周辺

道の駅「伊豆のへそ」の近く狩野川神島公園周辺

中
A、B歴史遺産や自然豊かな環境がある北条氏邸周辺

A、C伊豆の国市の南端に近い場所大仁駅周辺

小
A地元住民の利用が多い公園の近くリバーサイドパーク周辺

C自転車道整備の北側の端点松原橋周辺

մמ٤٘ب٭طتٜؠؕئ㵵⪌׾׌嚀耆עיַחמյ仴㰆ס錃⤓ ع	
ؕٝ璡ֵֿ׾㕙䢥׷⼽㍱ס产錃⪜㎥׷鈝⩞产錃յ껺髪㕙璡؅
縒䜡י׊吾鋀׾׌ն
մגױյ⺨ס٤٘ب٭طتٜؠؕئ錃糋甙䢥סכعشأ٭ذכ꞊➟
䓪؅辐ס鵟׽丝杼ג׊նֿعشأ٭ذ㛡ַל׮յ姲׾׿׼״嚀耆
	 孨Ⳃ 
 ם㛡喋מյ壿꣪氳׊⤓丝׼־嚀耆סյ僃㵸꡾ֿ׾םמ㛡喋׵
孨Ⳃ؅⹨ׄ⪌׾׿㕙䢥؅泘䧗׌ն
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● 参考事例：美濃加茂かわまちづくり（岐阜県美濃加茂市）
մ⼽鱨㏐⵱כ儒傼䃷ס鈐姡狜ꝴסכ⼽鷛䓪؅澬⟊׊յ媞䃷狜ꝴס催׾ם韀؂ַ
Ⱘ⭳״גס鈐姡閾㺢璡ס丝⤓ֿ车ג׿؂ն䦠憠ؠ٭قع٭َ٭فٛ׾םכ紆忆
ⱶ葴עך ##2榫⿁ٜؠؕئذ٤ٝ׷璡ס鞚⭳؅车ַյ❠榫ꝧ㡎䏲ס⮵榫縖ע
⯥䇗׵׽׻㛻䆋מ㘃ⱶ׾ַי׊ն
● 参考事例：石巻地区かわまちづくり（岩手県石巻市）
մ典仼儖㛻꧟愤ך㙗巶氳ם逇㲹؅⹨ׄג䎎㏐㓊ימյ
仾⴮┕䃷ס㔼ꡔ丝⤓؅׽ׂטהױ؂־י׎؂⺬כ㲔
产ג׊ն仾⴮┕䃷⺓㺢ր╈㜆㏐⵱ցעך溍䄢䄫סր姡
鱨ס稅غ٭ػّٞوס銶槆ցրהױ؂־◫孱䦠憠◄哅ց
ֽי׊⤓丝י׊כ狜ꝴ⛮┉䋦疣؅כյ㔼ꡔ׊鵽䯥כ
ն׾ַי׿׈ם孨榫ֿ⮵םյ喋չ׽

մ斶ꄇ䃷媮ַء٤ٛؠؕئ׾ֽׄמ梪㗞丝⤓ס٤٘ب٭طتٜؠؕئ׷丝⤓ֿ鶟؆ד壿꣪ךյ域י׊כوشطتס
☔չס㍑鷛䓪׽׻؅냕״րהױցכ鵽䯥מ״ג׾׌յؗ ه؜٭ؚ ٘ب٭طتٜؠؕئ׾םכցهـրסٜه؜ؕف٬ٜ
׿չֿ鋼☔ֹ׻׾םכ颯磙憠עׂ׊׵泘氳㏐յסء٤ٛؠؕئע٤٘ب٭طتٜؠؕئס׆ն׾׌؅䬠勅⤓丝ס٤
؅车ֹն⤓丝ג׊鵽䯥כ׽ׂטהױ؂־յ״ג׌؅泘䧗׽⛼㕙䢥ם뇂ⱱ氳׾םׂג
մ⪮⛮氳עמյ⚊雕ס㎁䄫ס׽ׂטהױ؂־㓹儖亠ꄠ؅馐חחֻױյ䄫妨ع٭آ٤ؓס׫鐧削׽׻מ䐂٭ؼג׿׼
䄫妨׷舅鬇髪⮵榫縖յ鈝⩞㲘׷յ塥车縖ךכ׆׾׌錃糋ַ⛂מ⤓٤؅媞䃷狜ꝴ丝٘ب٭طتٜؠؕئג׊؅⹚何ث
ն׾׌㕙؅吾鋀חꡔ愤嚀耆؅䧏ח־㕙׾״׊氵ֿ哧לם

ミズベリングHPより引⽤

⼟⽊学会デザイン賞

より引⽤

仼䅻氳מ䄫妨מ鈐׾׿ױ׊㕙ס丝⤓
錃굁괏产錃յ♞ס璡ؘن؜
٤ٚءشغ䇶㕙յؓغعؗؓ
껺魸㕙յ##2㕙לם

錃糋ס٤٘ب٭طتٜؠؕئ
舅鬇髪⮵榫ס䦠憠׾םכ㕙؅

丝⤓׾׌ն

⤓丝סغ٭ٞء٤ٛؠؕئ
䒍鸵ם舅鬇髪颦车狜ꝴ؅

丝⤓׾׌ն

մմꡔ愤嚀耆ס丝⤓մմ
媞䃷٤؅٘ب٭طتٜؠؕئכ
䍚⴫յסյꡔ愤嚀耆י׊כ⛮┉
ꡔ愤䦠憠סי׊כ丝⤓؅车ֹն

⤓丝ס㕙׾םכ狜ꝴهـ
䇶ַ㔼ꡔכյ媞䃷ٜؠؕئכ
ג׊כ⛮┉٤؅٘ب٭طت
䞐ַס狜ꝴ؅Ⱘ⭳ךכ׆׾׌

ն׃塥车縖؅笋כ䃷յ舅鬇髪כהױ

北上川下流河川事務所HP

より引⽤

⤓丝סهـؔطٛلٓ
舅Ⳃ髪璡ך鋼ג׿☔ֿ舅鬇髪
յמֹ׻׾禆ׅ׽╾מ
מ٤٘ب٭طتٜؠؕئ
ն׾׌⤓؅丝هـؔطٛلٓ

■　サイクルステーションを核としたまちとの連携
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補足事項　　市内の既存の自転車通行空間やサイクリングルートについて
٬䄫⫂ס仴㰆ס舅鬇髪鵟车狜ꝴעյ㍲ס颋稗מ炐׌饟稗㎁鷹׷洈鷹ס┉鼧ימյ湭絢劮㑔饟ꪫ嘅炐ס丝⤓
մֿ׾ַי׿׈םն
٬⚊雕ס㎁䄫עךյ舅鬇髪⮵榫מ꞊י׊յ㍲מ炐םֹ׻׌㛡喋؅ع٭ٜء٤ٛؠؕئֿ⛮╚ם⛼䡗׾ַי׊ն

մ⚊雕ס㎁䄫⪒⛮׊מٜه؜ؕف؅յ䄫妨ֿ仼䅻榟孨ך╈ס舅鬇髪؅⮵榫״ג׾׌מֹ׻׾׀ךյ⯥ꮻסךױ斶
ꄇ䃷媮ַס舅鬇髪颦车梪㗞梪㗞丝⤓מⱶֻיյ׾ֽׄמ־םהױ舅鬇髪颦车梪㗞י׎؂ֵ׵丝⤓؅כ׆׾׌䬠勅
ך鬨╚ס䇶㓊燯Ⳃסյ⶟⴮מ״ג׾׌⤓梪㗞؅丝ַ׌׷׊تجؠؓמהױֿعتٛؠؕئյמ؂־ն䄫妨ֿ׾׌
ն׾׌⤓颦车狜ꝴ؅丝ס־םהױյך䎬םֹ׻׾׌䫘禈מع٭ٜء٤ٛؠؕئס斶ꄇ䃷媮ַ׾ֵ

մ舅鬇髪颦车狜ꝴס丝⤓עיזגֵמյٜه؜ؕفס־םהױ⴫؅㍲׾饟稗؅鹟㲊׊յր舅鬇髪ؠ٭٠عشؾցס
ؕئ׾׌䬠勅ס⛮╚⺨׷丝⤓敯媲ס舅鬇髪鵟车狜ꝴסյ仴㰆עיַֽמ٤٘ةلն儖׾䑒釐ֵֿ׾׌亠؅吾鋀׽ֵ
նג׊㍲؅吾鋀❆┉סؠ٭٠عشؾ㍲յ舅鬇髪׎؂⺬נ؅ꄆع٭ٜء٤ٛؠ
մ꡾ג׿׼䆋⿦־׊䧏ַםג⺨饟稗ס丝⤓亠ꄠ舅Ⳃ髪◫鵟סכٜه؜٭ؚؗ׷꞊➟䓪׽ֵס亠յ⼽鱨鷹饟סכ䏔
Ⱏ⮆䥵璡עיַחמյ舅鬇髪׽ֵסؠ٭٠عشؾ亠י״⻠؅☪䏲מ׼׈吾鋀؅岐ֿכ׆ַׂי״䑒釐׾ֵךն

❆ס׽ׂט舅鬇髪颦车狜ꝴ٬梪㗞ס־םהױ
մմ・⾃転⾞通⾏空間の確保（道路再配分や路⾯標⽰等）
  ・バリアの除去（舗装整備等による段差・がたつき解消）
  ・シェアサイクル、サイクルポート等の充実         等

【図２】⾃転⾞ネットワーク検討例】

▶ まちなかの自転車走行環境整備の位置づけ

▶ まちなかの自転車走行環境整備に向けた自転車ネットワークの検討

【図１】各サイクリングルート重ね図
出典：各主体発⾏のサイクリングマップより作成

■　まちなかの自転車走行の空間・環境づくり

106 | Chapter 05 伊⾖の国市におけるウォーカブルビジョンを実現するためのプロジェクト

  5-2-4  狩野川を活かすバイカブルなまちづくり



C
hapter 05　

伊
豆
の
国
市
に
お
け
る
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Chapter 05 伊⾖の国市におけるウォーカブルビジョンを実現するためのプロジェクト | 107

「ビワイチサイクリングマイレージ」
մ币鞦ٜؠؕئ٬تٚو䫟鶟⶜閱⚡עյ洈⫂⺨㏐ס鈝
⩞㏐璡ס׫鈝⩞⼽鷛؅➢鶟״ג׾׌յؓ؅ٛو孨榫׊
㏐憠׷ع⹦磝؅㲔产ն颦车َؕ٤סة٭⢸䉓ُؕٝג
䑴מ⿁俌יז✳؅ع٤َؕגזױյ鞎״؅鞎ع٤َؕ
ⳓ׾׀ךն

　「福井市自転車利用サポーター」
մ焰◒䄫עյ舅鬇髪؅孨榫؅׽ׂטהױג׊䫟鶟׌
׳磝׽⹦מ犉哕氳מ俊⹕゛氦סյ舅鬇髪⮵榫״ג׾
♿哅٬㍚⛮؅ր舅鬇髪⮵榫٭ذ٭َئցמ鏀㲊ն舅
鬇髪鵟ⳝ䣆䎎ס䶹礡璡յ♿哅ֿ䏼哅⿦ؔط٤ج٤ؕמ
ն׵❆⹦磝׾ֻ┙؅ه

●  参考事例：市民の自転車利用促進の取組

⭳⪯焰◒䄫)1׽׻䌕榫

⭳⪯币鞦ٜؠؕئ٬تٚو䫟鶟⶜閱⚡)1׽׻䌕榫

մ䄫妨ס舅鬇髪⮵榫؅➢鶟עמ״ג׾׌յ舅鬇髪ך䒍鸵מ颦车ס״ג׾׌梪㗞٬狜ꝴ׽ׂט斶ꄇ䃷־םהױ׷
ך䑒釐ֿׄ־׀⥸ס׼־亠┸ס产瓀عنخ׽ׂטׄ־ז׀泘氳٬׾╾מյ舅鬇髪כ舅鬇髪颦车梪㗞丝⤓ס
♓յ׊Ⲗ冽؅僿䏨ס㚺⴫璡סٜؕذتنؕٚ׷ꃘ䡗ס妳鷞ס舅鬇髪⮵榫סյ䄫妨עך٤٘ةلն儖׾縒ֻכ׾ֵ
ն׾׌؅䬠勅ײ磝׽⹦ס产瓀عنخםֹ׻ס┖

▶ ソフト施策による市民の自転車利用促進

▶ 自転車利用促進施策「自転車走行距離のポイント化」

5章 伊豆の国市ウォーカブルビジョンを実現するためのプロジェクト

■　市民の自転車利用の促進
5章  伊豆の国市におけるウォーカブルビジョンを実現するためのプロジェクト

մ儖䄫׾ֽׄמ舅鬇髪⮵榫➢鶟ס״גס产瓀י׊כյ
♓┖؅䬠勅׾׌ն
ր舅鬇髪颦车饃ꦕع٤َؕס⴫ց
٬舅鬇髪燯Ⳃ饃ꦕ؅銶峮ٛوٌُؓت׾׌璡؅ꝧ氦
٬舅鬇髪ס燯Ⳃ饃ꦕמ䑴׊┙♀؅ع٤َؕי׋յմ鞎עع٤َؕג״յ䄫⫂⶜ⱱ䈘סך⮵榫׷俌⿁մ䥩鹟ס׫䑴ⳓ璡ימ麃⩕
٬燯Ⳃ饃ꦕמ䑴ג׋颦车َؕסع٤☽յ鈝⩞䦠憠׷մ׫٤٘ب٭طتٜؠؕئ鋼ג׿꤀ס㏐憠َؕ٤մعյֽ丆塥䄫璡ס䄫⫂ؕמع٤ي⹆ⱶג׊꤀סմؕع٤َؕع٤يյ☽ٛوؓס⮵榫縖כ◫孱׊մג꤀ס◫孱َؕלםع٤յ喋չع٤َؕם㵵⪌؅吾鋀
٬鈝⩞㲘׵عتٛؠؕئ٬⮵榫׀ךյ䄫⫂סך帩㏇մםֹ׻׌➢؅☼喋؅吾鋀

颦车 QU
ع٤يؕ QU

㏐憠 QU

◫孱 QU

図 ⾃転⾞利⽤促進施策の全体像
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モバイルツールの概念図

出典：EMMAs Hoftour 公式サイト
　　　https://emmashoftour.bfh.ch/
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沿道店舗が沿道空間の延⾧として
パークレットを管理している。

出典：San Francisco Planning Department　　
　　　https://sfplanning.org/

路上駐車場に人工芝を敷き
植栽やベンチを置く事で
そこを人間の居場所にする。

第 6 回（2023 年）のコンペでは、街に馴染みながら
犬と人間がともに座れる椅子が採用され、制作された。
出典：https://streetfurniture.jp/
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湯らっくす公園 ミライ広場

順天堂前整備公園 リバーサイドパーク

温泉駅

あやめ小路

源氏山

伊豆長岡駅

千歳橋堤外地公園

古奈湯元公園

N

もみじ公園
住宅地

住宅地

住宅地

仼չס倲؅׊׼䶹ֻ׾榟孨יַחמהײס╈סյ㏐㓊⛨妨舅ֿ׼哧׼ֿםײ׊犉哕氳טהױםٜه؜٭ؚؗמ
עׂ׊׵丝⤓յך䣆ס鷹؅舅⮆鷼ס鱨⼽׷鷹饟ס⯥ס㳃ס⮆յ舅עמն⪮⛮氳׾縒ֻיַחמ亠嫎׾״؅鶟׽ׂ
⮵孨榫יז׻מכ׆׾׌յؚؗמ׽ׂטהײםٜه؜٭⹆ⱶ׼ֿם׊⛨妨ס亠ֿ䚁浓؅䧏חյؘةٞوגזַֹא
מ׵ככ❆◄յ⹆縒י׊כ❆孨Ⳃם氳⛮⪮סعؠؘةٞوն儖׾ֵךعؠ ח磆☭׾׌ն

մؚؗע׽ׂטהױםٜه؜٭յ车䷓׷鐍ֿ־䫟鶟ׂםעךס׵׾׿ׂי׊յ⮵榫縖׷䄫妨י״⻠׵յ┉稇זםמ
⹆ךם؆ײמ׽ׂטהױםٜه؜٭յؚؗך╈סײㅀ׷׊׼倲סյ仼չמն攐׾ֵך⮉㛻ֿכ׆ց׳ׂ׃עրי
槆׼ֿם׊哧ך؆׊鶟ׂ׹י״亠嫎יַחמ縒ֻ׾ն

㕙ցםٜه؜٭㕙䢥ֿրؚؗ׾׌榫⮵מյ仼䅻氳לם鵟㰢饟סյ㯸❠鷼׷⯥ס㳃ס⮆յ舅עعؠؘةٞوס׆
׻ס㏐㍲ס┖♓׵מն⚊雕Ꝏ㹭㏐⵱׾׌㕙䢥؅吾鋀׾׀ךסכ׆׳ׂ׃עיזםמ稇┉׵յ榟孨縖מ״ג׾םכ
ն׾ײי؅縒ֻعؠؘةٞو׾׀ךסכ׆车ֹ׵ךؙؓٛס׆յ׽ֽי׊㰆㏇ֿؙؓٛש┾ה㱝ֿ玮⛨מֹ

図 「暮らしのみちプロジェクト」の対象地イメージ

▶ 住宅地でも行うことのできるウォーカブルなまちづくり

(1) 暮らしのみちプロジェクト

  5-2-6  暮らしの中でウォーカブルなまちをはぐくむ
目
標
項
目

目
標
項
目

ٜئ٭فؼٗ
٤ؕاظ

⪜⪦◫鵟
⮵➘䓪 泘氳䓪 ㍑鷛䓪 ◫孱䓪 䒍鸵䓪 榟孨㎢ס啶疣 ⢸䉓

׽ׂטהױ 㛡喋䓪 齉䄫孨ⱱס
⺸┕ ㏐㓊䓪◫鵟㱦⪒䓪
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մؓעכع٭ؓعٜؒنتյ鷹饟؞٤ًמ璡؅榫ַ؅ع٭ؓי䬞ׂ⹦׽
磝׾ֵךכ׆סײնס׆⹦׽磝עײյ-	MJHIUFS� 鬭ׂ2	RVJDL� 企ׂ
DIFBQFS� 㱦ׂך䄫妨ֿ哧؅׽ׂטהײך؆׊车ֹ׀ךֿכ׆յ釱
釶氳ם嫰䙫ㄊ颯׾׻מ舅Ⳃ髪鵟鷨鵭䈱ס䤰⯆׷鷹饟ة٭ْؕס⯇二յ轵
ն׾ֿםחמꃘ䡗ס䚁浓׾׌㵚מ 䇗ׇ٭َ׷ؠ٭ٙ٭ٖؼ׼־؀
٤؞تُמ־׮ס؞٤ًעךյ鲣䇗仼儖׽ֵך׀Ⳃגזױ㡎ךغ٤ٚع
ն׾ַי׿ױ磝׽⹦י؅榫ַؠ٭٘ز׷و٭طء
մ⚊雕Ꝏ㹭峪媼轵ך㲔产ֽ׾׿׈丆塥䄫׵ך┉鼧ؓ؅ع٭ؓعٜؒنت
⹦׾ַי׿⪋׽նֽ 丆塥䄫㲔产╈ע鷹؅髪┸鵟车塛׽ֽי׊מ״յ٭٘ز
ն׾ַיז鷹饟؅䎷מ㯸❠鷼ֿ舅榺י؅榫ַو٭ط׷ؠ

舅Ⳃ髪׽׻מ׿׆ն׾ַי׿׼䎷מ־׷յ鷹饟ֿ뉲׽ֽי׿׈㷣ꝧֿع٭ؓعٜؒنتؓך㏐⺨עך؜ْٛؓ
նגזםמֹ׻׾׿׼ײ孨Ⳃֿם喋չסյ⛨妨ׂםךׄד׾׀ך鵟车מ⪑舅鬇髪ֿ㱦׷塥车縖׊┖⛥鵭䈱ֿס

お散歩市でのアスファルトアートの様⼦

出典：Street Plans Collaborative
ペンシルベニア

ニューヨークブロワード

チャタヌーガ

マイアミ

アッシュビル

ロードアイランド

ホノルル

▶ [ 事例１]住民自らみちを整備する道づくりーアスファルトアートー

● アメリカのアスファルトアート

▶ [ 事例２]車道の一部を転用して人のための空間を創るーパークレットー
մעכعشٝؠ٭قյ髪鷹ס┉鼧٭ذ٭ْء٤؞٭ق璡؅鬇榫י׊♞錃啶鵰擻؅錃糋׊յמ┕סא儬׷向㯸յ
ד؆擻؅굁ײ굁גז鞙ך䈘艥ס⯥ס泘ך狜ꝴג׿ױն榟׾ֵךײ磝׽⹦׾׌؅鿥糋ؔطؼْؓגזַכ٭ذ٤ٚو
ն׾׀ךֿכ׆׾׌帩㏇מ־םהױ׊榫⮵鷹饟狜ꝴ؅מ䓙ַ䓙ַֿ☔סյ㛡ׂכ׽ג׊鎇יזױ塛ה玮כז׺הյ׽
● 参考事例：パークレット（サンフランシスコ）

出典：
https://www.realpublicestate.jp/post/parkingdayparklet/

մעعشٝؠ٭قյ껺髪㕙�_ מت٭ًتס⮆⺏
☔չֿׂס״ג׃؀ח㵸ם׈⪜㎥ٚٛأ؅氳חמ
ֿؤتب٤ٚن٤ئյךׄ־ז׀ֿסג״㡎׽ׂ
氦烣ն杯㏇עך䄫ס⯆䈱י׊כ⛣糋ֽי׿׼ׄט
⮵סյ䈘艥׵יזֵך媮鷹䈘艥ֿ٭ئ٤َتյ׽
榫מ꞊סי⪑׍׼؂┉芗䄫妨ֿ⮵榫מֹ׻׾׀ך
鿥䜡י׊鷞ㅀֿ车׾ַי׿؂ն

5 章 伊豆の国市ウォーカブルビジョンを実現するためのプロジェクト
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伊⾖箱根鉄道駿⾖線
伊⾖⻑岡駅

左近⼭等

源⽒⼭等

温泉駅
（バスターミナル）

古 川

狩 野 川

⾄ 三 津

⾄ ⼤ 仁

⾄ 韮 ⼭⾄ 江 間

伊
⾖

箱
根

鉄
道

駿
⾖

線

500m

古奈交差点

出逢い通り

「骨格」沿いの空き
店舗を活用する

温泉駅やまちかどギャラリー等で
空き家・空き店舗の情報を発信する

【空き家・空き店舗活用方針のイメージ】
１．低層部に賑わいを生む店舗等を整備する
２．温泉街の景観に合うようなファサードとする
３．道路から中の様子が見えるような構造とする
４．行政、エリマネ、住民など、多主体の協働により行う

交差点

移動の骨格
「長岡ライン」

図 伊⾖⻑岡地域における空き家・空き店舗活⽤⽅針のイメージ

⚊雕Ꝏ㹭ؙٛؓעיַֽמյ㵚霄㏐⵱ע⹿㜧峪媼轵♀鲣כ峪媼껬⼽鱨յ⚊雕Ꝏ㹭껬⼽鱨מ狜׀㳃٬狜׀䈘艥ֿ
⮆䄭׽ֽי׊�� ⹆拨յַ׵׿׍ր燯Ⳃס끌劲ց媮ַמ⛣糋׾־؂ֿכ׆׾ַי׊նיזֿג׊յס׼׿׆
狜׀㳃٬狜׀䈘艥ע奂鬳氳玮ה㳝ַ׌׷׽⛣糋׽ֵמյ끌劲ס丝⤓מ׵ככ吾鋀ךכ׆׾׌յ榟孨縖ס二םג泘
氳㏐סⰨ⭳׽ֿםחמյ׽׻塥׾םׂג׀鷹ֿ⚊雕Ꝏ㹭מ榟כ׾׿ױ縒ֻ׾׿׼ն
մ狜׀㳃٬狜׀䈘艥מ׼ף׼ףע孨榫ׂםעךס׾׌յ亠ꄠ؅㲊י״⚊雕Ꝏ㹭ַ׊׼孨榫؅鶟ַׂי״䑒釐ֵֿ׾ն
轵ֿ׽׻뇂ⱱ氳מ塥םֹ׻׾םׂג׀狜׀㳃٬狜׀䈘艥孨榫؅縒ֻ׾ն

(2) 空き家・空き店舗プロジェクト

  5-2-6  暮らしの中でウォーカブルなまちをはぐくむ
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● 参考事例：藤棚デパートメント（横浜市）
մր諰去ع٤ْع٭قظցעյよ䈘轵גזֵמ╈ס狜׀擻♭ؘب؅
ت٭ؔط◅ِٖؤס㏐㓊גנ⪵錃銶◄ⳉ䢥յ傴䈘؅׷٤زش؞ؓ
✳ֿ׵鐍עت٭ًت٤زش؞ն׾ֵך❆◄ג׊孨榫י׊כت٭ً
✳י׊כյ乢杼䷷㲜׷ؘن؜׽յ仼僀؂׿׈䷑ꝧי׊כ㕙䢥׾ֻ
ة٤ٝٔزגׄ⺸מ☔ַג׀ꝧ׼־׿׆䈘؅ֽגױն׾׿؂
׽ֿםחס☔׷䥵ַ䣆םג二סն㏐㓊׾׌嚀耆׵י׊כوش٘ب
ն׾ַיזםכ㕙ס㲔饧ס״ג؅车ֹ׽ׂט梪㗞׾׿ױ榟ס 出典：藤棚デパートメント HP

⻑岡賃貸 ヨガ会場としての活⽤

伊⾖箱根鉄道駿⾖線
伊⾖⻑岡駅

左近⼭等

源⽒⼭等

温泉駅
（バスターミナル）

古 川

狩 野 川

⾄ 三 津

⾄ ⼤ 仁

⾄ 韮 ⼭⾄ 江 間

伊
⾖

箱
根

鉄
道

駿
⾖

線500m

古奈交差点

出逢い通り
出逢い通りに出逢い通りに

サウナ施設サウナ施設を整備を整備

古奈温泉周辺の古奈温泉周辺の
魅力や歴史を発信する魅力や歴史を発信する
観光案内所観光案内所を設置を設置

民泊民泊として活用しとして活用し
伊豆長岡への旅行に伊豆長岡への旅行に
新たな選択肢を新たな選択肢を

毎月のお散歩市で毎月のお散歩市で
作品を発表できる作品を発表できる
アートスタジオアートスタジオ

学習塾学習塾を運営してを運営して
地域の子供たちとの地域の子供たちとの

交流の場に交流の場に

大規模な空き家は大規模な空き家は
モバイルツールの製作モバイルツールの製作
作業場兼倉庫作業場兼倉庫に

交流スペース交流スペースを
創出して将棋や囲碁創出して将棋や囲碁
など趣味を楽しむなど趣味を楽しむ

伊豆長岡駅付近に伊豆長岡駅付近に
シェアキッチンシェアキッチンを開いてを開いて
住民が集まる場に住民が集まる場に

մ┘Ⳃ榤⚡炘כ┉炘⚊雕Ꝏ㹭峪媼ؙُٛؓةؾ
ס٤䶹䭤◄哅٘ب٭يؿ㏐㓊ؕג׊ٍٚؤֿع٤ْ
┉梪י׊כյ㏐㓊׾ֵמ狜׀䈘艥סրꝎ㹭鞪鞚ցֿ
孨榫׾ַי׿׈ն狜׀䈘艥ס敯䛜؝ٙעך璡يؕס
׷٭فص٭َتעյ杯㏇׿؂✳י׊כت٭ًتع٤
餉嵡ؘن؜׾ֵס璡ס㛡喋ם鞚䈘艥ֿ⪌㷈׽ֽי׊յ
☪䏲׵催׾ם孨榫ס⺎耆䓪ֿ縒ֻ׾׿׼ն

● 参考事例：長岡賃貸（伊豆の国市）

մ狜׀㳃٬狜׀䈘艥孨榫׵יזַכյסא榫鵍עמ喋չם鹟䥃罈ֵֿ׽յ⼽鱨ס梪㗞׷☔չ؅לםث٭ؼס邾⺬氳
ٜؕفٓג׊鳭⯥יזֿג׊ն׾ֵ׵⺬㕙ַ׊ꦘע⟢䷉׽ם׀յַֿ׾䑒釐ֵַֿׂי״孨榫؅鶟׼ֿם׊縒䜡מ
׳؅馐وشطتםֹ׻ַׂי׊儖劲孨榫מյ䏸չחח׊䈘艥؅孨榫׀㳃٬狜׀狜מ㲔꽦氳յ癨佄氳י؅榫ַٜ٭ص
ն׾׿׼縒ֻֿכ׆

▶ 空き家・空き店舗活用に関する考え方

図 空き家・空き店舗活⽤のイメージ

5 章 伊豆の国市ウォーカブルビジョンを実現するためのプロジェクト
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図 健康まちづくりを踏まえたウォーカブルなまちづくりのイメージ

【健康まちづくりを踏まえたウォーカブルなまちづくりのイメージ】
伊豆長岡は、まち全体を巡ることで健康になれるポテンシャルを
秘めている。そのモデルを以下に示した。

伊豆長岡駅伊豆長岡駅

狩野川狩野川

古奈湯元公園古奈湯元公園

温泉場出逢い通り温泉場出逢い通り

N

日帰り温泉に日帰り温泉に
入って汗を流す入って汗を流す

狩野川レーンや狩野川レーンや
源氏山リングを源氏山リングを
自転車で周遊自転車で周遊

源氏山で森林浴源氏山で森林浴

地域特産の地域特産の
健康食品を楽しむ健康食品を楽しむ

足湯に浸かって足湯に浸かって
気分をリフレッシュ気分をリフレッシュ

フラットな地形でフラットな地形で
ジョギングもしやすいジョギングもしやすい

oror

STARTSTART

GOALGOAL
住民みんなで住民みんなで
植物を育てる植物を育てる

住宅街では日常的に ...住宅街では日常的に ...

道路や公園の道路や公園の
清掃作業で体力UP清掃作業で体力UP

մ⚊雕Ꝏ㹭עךյ雛㳪ם峪媼鞲嶎ס㰆㏇׽ֵ׵յր⢸䉓׽ׂטהױցֿ犉哕氳מ鶟׾ַי׿׼״նր塥ַג׀յ塥
յמ䄫妨ֿ舅玮氳סյ㛡ׂךכ׆车ֹי׎؅ֵ؂׽ׂט梪㗞׾׿םמ⢸䉓כ舅抅מ׵ככ㲔杯סցהױַ׊哧יַ
炘׵מ瞿烕氳ׂםךׄדյ骰⛮氳⢸䉓עכ⢸䉓ַֹך׆׆յֽםն׾ֿםחמ㲔杯סהױ׾׎׼倲מ孨Ⳃ氳׽׻
⚡氳׵מ嵹ג׿׈ג敯䛜؅כ׆ס䧗׌ն

(3) 健康まちづくりへの展開

5章 伊豆の国市ウォーカブルビジョンを実現するためのプロジェクト
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　COLUMN 健康まちづくりに関する既存の取り組み

ַמׂס׍⢸䉓ُؕٝة٭
րַמׂס׍⢸䉓ُؕٝة٭ցעյ⢸䉓䙫閁؅냕י״ր仼չס榟孨綗䜉כז׺ה؅荁ׂ׾׌ցյր㏐㓊ס车◄ٍٚ׷
攐םյ喋չ״؅鞎ع٤َؕךכ׆׾׌㲔饧؅׾ֿםחמ⢸䉓לםց׾ցյր⢸吾錚؅⹨ׄ׾׌ⱶ⹆מؓؔط٤
⪯؅⹨ׄ׾׿׼⯆䈱׾ֵךն
*$0* *[V�)FBMUI�$BSF�0OTFO�*OOPWBUJPO�1SPKFDUعؠؘةٞو
⪒㎁׵ך僗丗ס峪媼㏐׾ֵךꪐ㹭洈עךյ雛㳪ם峪媼鞲嶎؅孨榫׊յ괏׷鷞Ⳃ璡؅磝ג׎؂⺬ײ⚊雕מ鸵ג׊二
٘ب٭يؿ峪媼ؕؓآتٜى雕⚊מյ♐⽰䇗䈱י׊؅泘䧗⭳Ⱘסյ峪媼溿狒䦠憠כ⭳Ⱘס榤哅ؓآتٜىַ׊
鵟燡عؠؘةٞو٤ *$0* յ׽ֽי׿׈䧗㲊׵㎁䄫ס雕⚊עמ䫟鶟㏐㓊عؠؘةٞوնג׊ֿ㡎Ⳃعؠؘةٞو
ն׾ַיז哅؅车◄י׊⺱⪧哅ֿ♿׷ؾُؙٛ
մ⚊雕ס㎁䄫מ־׮ס׆עךյ⢸䉓׽ׂט孨Ⳃמ꞊׾׌⹦磝璡؅犉
哕氳מ车׾ַיז◄哅縖璡؅ⳓ꥗׊յ׼־╈סא攐מ⨣荁ם⹦磝◄
❆؅䗯㕔氦⟓ךכ׆׾׌յ⢸䉓מ׽ׂט㵚׾׌䄫妨ס䙫閁؅냕״յ
ն׾ַי׊؅泘䧗⛈䋝ס⽜⢸䉓㵜׾ם׼׈
մס׼׿׆仴㰆ס⹦׽磝כײ礘׼ֿם״յ؅־םהױ塥ַי䃽׾׿
ն׾׿׼״䏲姲☪ֿכ׆׾ׂח؅ײ磝☼םֹ׻

● 参考事例：BAYWALK YOKOHAMA
մ㸓┖⪜㎥յ㛻׈؆噛յ霄ס뢙ؠ٭قյ颋ٝ؝٤յ舂峳ؠ٭ق璡ס鈝⩞⺲
䢥׾׀ךء٤ؼ٤ٚך׊ם⺘⟓؅宾媮ַت٭ؤסնס׼־ع٭ذت饃ꦕכ
٭ػ٤ؕס嘦宕׼ֿם׋ն弪겧؅䚉׾ַי׿׈饃ꦕֿ辐炐סךױٜ٭إ
㛤ַ׊紆׍׼םײס俌荇סյ佾ךت٭ؤ׾؂ױ؅عشَت⩞鈝ס٭ف٭ـ
俌׵哧׾״׊ն 出典：ヨコハマ経済新聞

出典：静岡県公式 HP出典：伊⾖の国市 HP

● 参考事例：WALK&HEALTH KASHIWA-NO-HA
մ分ס蜗تق٤ٔ؞㏐㓊׾ֵמ냕几耙ס塥鷹עמ哧ׂ׊塥ׄ׾䄄㜂ֿ产׈
냕几耙ַ׌׷׽םמ狜ꝴםهؔط؝ؾךյⶡ鐧׿׈٤ֿ錃糋ؕئ饟ꪫג׿
狜ꝴמ㚺⴫׾ַיֻ┙؅նN夵ס饃ꦕ辐炐מⱶֻյסא嘦עמր塥丗؅
㘃עמ׌׷�ց׷ր鷞Ⳃ־׌ױַי׊؅ցֿة٭جشْסלם傴׿־
ն׾׿׼䗯㕔ֿ釤םյ鎋碷כ׌׉־؅ٌُتמغ٭ؤյ23צ┾٤ֿؕئג 出典：健康都市・空間デザインラボ

մؚؗסٜه؜٭끌劲י׊כח┉ס䧸ׅג斶ꄇ䃷媮ַ׷٤٭ٜٝؠؕئס嶎妣㸓ٛסء٤丝⤓יַֽמյכ٤ؕئ
յ׽׻מ׿׆ն׾׿׼縒ֻֿכ׆׾׌؅䫟鶟׽ׂטהױ⢸䉓ךכ׆׾׌⢸䉓䧗嘅؅鋗鬼ס׷丗٭ٛٞ؜寕鞝י׎✡
斶ꄇ䃷媮ַסכ׆׾׌؅ء٤ٛؠؕئ׷ء٤؞٭؅ؚؗ䙫紶؅釤⭳׀ךֿכ׆׌յ⛨妨┉☔ٜه؜٭ؚؗס׽כץյ
ն׾׀ך䙫閁⺸┕ֿ僿䏨ס׫ٜه؜ؕف

▶ まちなかの標識で健康意識アップ

5章 伊豆の国市ウォーカブルビジョンを実現するためのプロジェクト
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(4) 源氏山を活かす /源氏山周辺を回る

出典：INN THE PARK HP

図 源⽒⼭の⼊り⼝と登⼭ルート

● 参考事例：INN THE PARK 沼津（沼津市）
մ1BSL�1'* ؅孨榫׊յ媫孅䄫玮㵼䇗舅抅ס㳃י׊٤٘ة٭ف٤ؤ؅鏐榟׊
յ何槆烰յׂؗםעךׄד产錃ն㳓媽ء٤م٤ٚءג شؼ؝٭؛յء٤ؔظؘ
舅抅גז־םַי׿׈嫰泘ךױ☪յ׊؅㷣ꝧع٤يؕם喋չלםتؘنؠ
鞲嶎ֿ┕䣆ׂ⮵孨榫׾ַי׿׈ն

մ嶎妣㸓עꝎ㹭㏐⵱כ⹿㜧㏐⵱סꝴמ⛣糋׾׌㵸냕ַ㸓׾ֵךն你עמ勥ַ׈׋ֵ׷璡ֿ哧׀ךֿכ׆׳׊յ┍焰
烕׾ַיזם׵מت٭ؤء٤؞٭ؚؗס׽׃״նꮼ┕עמ㷣僶䇶㕙ֿ丝⤓׽ֽי׿׈յ⚊雕Ꝏ㹭ס䄫轵㏐؅僶׆׳
նַםַי׿׈־孨ׂױ舅抅鞲嶎ֹֿם־յ雛ׂם㵼עכ׆׾ׄ־؅釤☔塥ׂע杯敯׊־׊ն׾׀ךֿכ
մסא⸉㍔י׊כյ⪌׽⹾ֿ׷כ׆ַׂמ׽־؂氧כ׆ַ׊ꣅֿع٭ٜ׾յ氧׾泘氳ֿֿלםכ׆ַם縒ֻ׾׿׼ն
յ孨氦׊䨿ֻ泡י׊כյ嶎妣㸓؅㏐㓊鞲嶎ךכ׆׾׌ャ䷉؅׿ב׿אסցրꮼ┕ցع٭⹾ցր氧㸓ٜ׽⪋յրך׆א
ն׾׿׼縒ֻֿכ׆׾ֿםחמ鶟➢ס榫⮵ם

源⽒⼭

温泉駅

湯らっくす公園
古奈もみじ公園

⼭頂広場⼭頂広場

展望広場展望広場

あやめ御前広場あやめ御前広場

展望台展望台
弥勒堂

南⼭荘

順天堂病院100m

①入口
嶎妣㸓׽⪋ס⹾׿ב׿אע⭳鵹ַ鵟׽յꯂ㛾㔆檪ꢙյ
⹿㜧׋ײ׵⪜㎥յ⹿㜧峪媼ס♀鲣ס־䢥ֵֿ׾յל
ׂמ׽־؂כ⹾׽⪋עךׄד׾ַי塥ַמ俊鵟׵׿
ׂյ⛨妨׵ך䤧䭂ֿס׾ַֿ☔ַםַי׊杯敯׾ֵךն
մך׆אյ㵧全氳י״⮣עמ全ג鈝⩞㲘׷׽־؂׵ך
׾׌⹾؅伺炐׽⪋סחյ׊٤؅錃糋ؕئםֹ׻ַ׌
تٜؠؕئ׷ٜؠؕئؘؓبյגױն׾׌؅䬠勅כ׆
ئ׾؅颦לםءյ嶎妣㸓ٛ٤ךכ׆׾׌؅錃糋غ٤ذ
ն׾םמ耆⺎ֿכ׆׳鱮׀䌕׵לםعتٛؠؕ

②登山ルート
մ氧㸓ٜעع٭儒չֿ榟ַ葴׽ֽיז舅抅؅䚉׿׼׋
氧עיזכמ냕룻縖׷❠㯸״ג׾յⴃ鿥ֵֿך亠┉׾
壿ֿ꣪עמع٭ٜגױն׾ֵך杯敯ֿסַ׊ꦘֿס׾
նַם׀ךֿכ׆׾䥁ׄיז嶎妣㸓؅氧ךյ舅鬇髪׽ֵ
մך׆אյ杯敯ס氧㸓ٜמع٭ⱶֻיⴃ鿥ֿ稷ׂ舅鬇
髪׵ך鵟؅ع٭ٜםֹ׻׾׿Ꝏ僿氳מ丝⤓ֿכ׆׾׌
縒ֻ׾׿׼նגױյ鬭괏䈘׷舅Ⳃ鞄㚞嚀؅錃糋׊յٜ ٭
䑏ס꤀׾氧ךכ׆׾׌מֹ׻׾ׄח䕛┉׵ך╈鵍סع
杼氳ם꤃㙆؅⹦׽ꢜׄ׵כ׆׾縒ֻ׾׿׼ն

③頂上
մ嶎妣㸓סꮼ┕עמ㷣僶⺏
ס㛙♓׿אյסס׵׾ֵֿ
泘氳䓪ֿ╳״גַ׊鋼׾׿
☔ֿ㵼כַם縒ֻ׾׿׼ն
մ׷عشَتعؚن ##2
㕙סלם丝⤓յ㛾⛮鈝峮ؕםֹ׻ס٭ٛٚو٤ذت׷
״饃ꦕ؅竊ס䑏ס嶎妣㸓כչ☔י׊؅鵟⤹ꝧסع٤ي
ֹ׻׾׿׈鏀閁י׊כ鞲嶎סյ嶎妣㸓ֿ㏐㓊ךכ׆׾
ն׾׿׼縒ֻכ־ַםעךס׾յ塥ׂ☔ֿ㘃ֻ׽םמ
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図 温泉資源の回遊イメージ

湯らっくす公園湯らっくす公園

小川屋小川屋

パノラマパークパノラマパーク

温泉駅温泉駅

伊豆長岡駅伊豆長岡駅

N

柳月柳月

コナステイコナステイ

元祖温泉まんじゅう　黒柳元祖温泉まんじゅう　黒柳
あけぼの遊技場あけぼの遊技場

地域の様々な施設と地域の様々な施設と
連携し回遊を促す連携し回遊を促す

● 参考事例：黒川温泉（熊本県南小国町）
մ랬䃷峪媼齁עךյ㏐㓊⪒⛮ך鈝⩞㲘؅鲛ֻ׾㏐㓊
杼䒝מכ׵؅յ⺨㳓ֿ䧏ח꨽㛾겧⼊؅舅榺מ䃽׾ր⪌
嵡䣆䎬ց׾ֵֿײׂ׊סն⪒  ꨽㛾ס亸귆ס䢥־
겧⼊׼־╈סյ冻׀חמ ־䢥ס峪媼؅鹟؆ך⪌
容׾׀ךն䣆䎬؅⮵榫ס꤀מ䥨עو٤ذت׌⺨亸귆
׾ׂח䣆䎬؅סׄד⮆յ舅׽ֵך٤ؕاظס斻舅ס
ն׾׀ךֿכ׆

出典：⿊川温泉公式 HP

(5) 温泉資源を活かす
մ⚊雕Ꝏ㹭㏐⵱עמյ亸귆מ־׮ס餉嵡׷仼䅯׽峪媼ֿ㛡ׂ憠㏇׾ַי׊ն׊־׊յ峪媼轵⹕צ亸귆מ鋼׾׿鈝⩞
㲘ע髪⮵榫縖ֿ㛡ׂյ峪媼؅塥ַי㍑ֿכ׆׾㵼כַם縒ֻ׿׼յ憠㏇؅ٜٔب٤طַֹَכ׾ַי׊氦䭙׿׀׊
؅ײ磝☼םג二׾׌؅㍑鷛⫁չֿ㏐⵱☔י״յ峪媼؅姲׊־鞲嶎؅榟ַֹכր峪媼ց׾׌յ憠㏇ך׆אնַםַי
縒ֻ׾ն
▶ 「伊豆長岡温泉　湯めぐり物語」の実績　

5章 伊豆の国市ウォーカブルビジョンを実現するためのプロジェクト

մր⚊雕Ꝏ㹭峪媼մ嵡׽׃״擻鏤ցעכյ⚊雕Ꝏ㹭㏐㓊؅沸ׂ׬׾ׅ┕׽ ��_� ♿ն儖ג׿׈㲔产מ
槆עր䌚嫎ס嵡ցכրֽֽ׽כ蔮ցמ㳓媽ג׊㲘؅㵚霄ס׼הלמ峪媼׵哧׾״׊嵡׽׃״䣆䎬؅氦车׊յ峪
媼ס뇂ⱱ؅כ׆׾ֻ⚥؅泘氳י׊כ车ג׿؂ն儖♿槆ֿ㞐鍐؅כ׆גזד⹨ׄյ��_� ג二יַֽמ
嵡儖ꢛցֿסր갔僼מ ⹆槆׊յ产錃ס峪媼ֿ哧׾״׊♿槆מ⯇二ג׿׈ն䌚嫎ס嵡עךյ☪䏲׵⹆槆产錃؅㘃׊׷յ
嵡׽׃״擻鏤ֿ哧׾״׊轵י׊כⷄ霄♀ׄךכ׆׾յ㏐㓊⪒⛮סך꥗㲘ⱱס䍚⴫؅泘䧗׾ַי׊ն
▶ 伊豆長岡の温泉資源を回遊する　
մ⚊雕Ꝏ㹭ס峪媼鞲嶎ס㍑鷛׌➢؅⪮⛮氳ם䬠勅׊כ
⮵י׊כ㏐㓊鵟鞁׾ֽׄמ雕Ꝏ㹭⚊䣆䎬؅׽׃״յ嵡י
榫؅כ׆׾׌䧸ׅ׾նס׆䣆䎬מ⯥◄؅頇⪌ךכ׆׾׌յ
⚊雕Ꝏ㹭ס邾丗峪媼؅ֽ䐂מ⪌嵡׾׀ךֿכ׆׾׌նױ
؅䣆䎬و٤ذتס斻舅ג׿׈榫䙫מ鈝⩞㏐׷յ⺨峪媼ג
ն׾ם׵כ㎻榤ֽס䣆䎬ֿ亸ס׆յךכ׆׌䥨מ
մ儖䬠勅עךյ峪媼מ꡾׍׼յס׆㏐⵱ס굁괏䈘ֽ׷㎻
榤㷑׵כ鵽䯥؅כ׆׾׌縒ֻ׾ն䣆䎬؅釤כ׾׎Ⱏ䌕׷
؅⛮⪑㏐⵱׽׻յ鈝⩞㲘ֿ׀ךֿכ׆׾؅⹨ׄتل٭ئ
㍑鷛׾םׂג׊☼磝׾׌כײն

⚊雕Ꝏ㹭峪媼մ
嵡׽׃״䣆䎬㱭䡗ْؕة٭勅
˥嵡׽׃״擻鏤ס产錃؅
մ㍑鷛ג׊㕙⺬

勅勅

弘法の湯

おおとり莊

頼朝の湯本陣本陣

5 章 伊豆の国市ウォーカブルビジョンを実現するためのプロジェクト
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　５章までで掲げてきたビジョンを実行してゆくためには、これを実行するための戦略や手順、合意形成や実験
などを通じて、実際に実際に動かしてゆくプロセスが必要となる。そこで下記のようなマネジメントのあり方を
検討する。

章 伊豆の国市ウォーカブルビジョンを実現するためのプロジェクト  6-1　ビジョンを実現するためのマネジメント
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1) 社会実験を通じた実現への手順（特に「目的地」の創出に向けて）
　まちなかに目的地を創出する際に、はじめから常設にするのではなく設置可能性を試しながら場所ごとに適し
た空間創出を検討する必要がある。社会実験の形でニーズを確認した上で、「使われる空間」の創出を目指す。

2) まちなかの「みち」を位置付けるためのワークショップ
　実際のウォーカブルなまちづくりでは、ワークショップ等を開催し、市民参画で対象地区のみちがそれぞれど
のようなみちなのかを考えながら進めていくことが望ましい。みちを考える上で共通言語となり得る「リンクア
ンドプレイス」という考え方と、市民参加のワークショップにより、市民の意見を反映したウォーカブルなまち
の実現を目指す。

3) 推進のための体制の検討
　ウォーカブルなまちを目指すために必要なステップの一例として、3つのステップを検討する。現在伊豆長岡地
区で進行しているプロジェクトに加え、新たなプロジェクトが多数生まれ、さらにそれらが連携し、長期化・組
織化を目指していく、といったステップが考えられる。

　現在、伊豆長岡地区は車中心の生活である。そこで、車での来街者をまちの周縁部で受け入れ、そこから徒歩
や公共交通機関に乗り換えてもらうフリンジパーキングを用いることで、徒歩でのまちなか回遊の実現を目指す。
4)「車」のまちをウォーカブルにするための検討

「外部空間の目的化」を促す「ほっとすぽっと」社会実験
6-2 (p.126～)

6-3 (p.130～)
市民が参画するワークショップ

ウォーカブルなまちの実現へのステップ
6-4 (p.132～)

フリンジパーキングを用いた「車」から「徒歩」へのシフト
6-5 (p.134～)
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　伊豆長岡地区でウォーカブルなまちづくりを展開するにあたっては、地区内に豊かな活動が行われ、立ち寄りた
くなり、歩く動機となるような「目的地」をたくさん用意してゆくことが求められる。しかしながら、そうした場
所を実際に設けた場合のニーズや可能性について未知数な部分も多いため、実際に設置可能性を試してみながら検
討する必要がある。そこで、まちなかにおいて、歩きたくなる場所や立ち寄りたくなる場所を増やしてゆくための、
「ほっとすぽっと」設置の社会実験を通じて、徐々に実現可能性を探る方法が考えられる。

もみじ公園

湯らっくす公園 ミライ広場

川床テラス
BBQ 

千歳橋堤外公園

屋台 遊び場 /足湯
カフェBAR×

××

×

屋台 (マルシェ)
遊び場 /足湯

伊豆長岡地区での外部空間の目的地化のイメージ

伊豆長岡の地域資源・人的リソースの例

病院

※2 参照：https://www.city.izunokuni.shizuoka.jp
※1 参照：https://www.konastay.jp

花卉

農家
※2

高校

ワーケーション
※1

温泉（足湯）
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　伊豆長岡地区で活動・滞留の場を創出するには、地区に存在する地域資源や地区で暮らす多様な人々を社会実験
と結びつけて考え、人々が緩やかに繋がりながら活動の場を生み出す仕組みをつくっていくことが重要である。
▶ 地域資源と結びつける

　　実際に、国内外では、各地域の個性や特徴を生かしながら、ウォーカブルなまちづくりを目指したプレイスメ
イキング（居場所づくり）の社会実験が多くなされている。伊豆長岡地区でも、どこで、何をするか検討していく
必要がある。

▶ どこで、何をやる？

  6-2「外部空間の目的地化」を促す「ほっとすぽっと」社会実験



JR ⼭⼝駅

通⾏⽌め区間

①⼭⼝駅通り

②どうもん広場

③⼀の坂川
 交通交流広場

JR ⼭⼝線 

⼀の坂川県道 204 号 

մ؜䢥泘עր㸓⹾껬鵟׽ցն飮仿מ韕⺱׾׌媮鷹ס ◄哅縖ֿյ
䈘ס㛙ס塥鷹狜ꝴמ㲘䅪׷⚔䞐؅ت٭ًت錃糋ն㷑㛙٭ئסך
յ״גס׽ׂט梪㗞׾塥ׄי׊յ㱦䑏גױնגז䬠❠璡؅车تل
舅鬇髪鵟车縖גׄ⺸מ塥车縖ס׫鿥䜡׌➢؅洇冎׵糋ג׿־ն
մ ם氳⛮┉סכꤍ䫘妨㏐כ䇶㕙ցն⺱䇶㕙؆׵ֹלրע䢥泘؜
孨榫؅㍲׽յ帩㏇侇ꝴסꝎ僿⴫כ╈䑏よ䈘轵׾ֽׄמ寕鞝㘃ⱶ
ֿ㍲ג׿׼նٜه٭ط׷ز٤يյ㯸׵ל⺸ׄ鷛⪮璡؅錃糋׊յ
⚔䞐؅ت٭ًت䦡䍖նמ׼׈յ仼僀׵٭؜٤زش؞ך׽؂⭳䈘
նג׊
մ؜䢥泘עր┉ס㏧䃷◫鵟◫孱䇶㕙ցךյײס׆׆ 僖 仼㎻
ր䗯㕔氦⟓䇶㕙ցכնր◫孱䇶㕙ց׾םכ仼ꝴֿ㲔꽦僿ꝴס仼כ
ꝴ؅颦׾䄫鷹י״⻠׵յ䇶㕙؅┉⛮氳מ孨榫ն┉ס㏧䃷׎׎ס
׼׋겧؅䚉׾׿狜ꝴյ䇶㕙؅孱تٚط׾׿׼׋䚉מ؅ꝴ鲣ׁ׼
زش؞յמ׼׈錃糋նמ鷛⪮璡؅舂侇ׄ⺸׵לյ㯸ز٤ي׾׿
䈘⭳ס٤璡ٚعت僿ꝴ꡾㲊ٝوشؓوش㷑⺏յَ׷٭؜٤
նג׿׼嚀耆⺸┕ցֿ㍲هـס㍑鷛כ┕⺸뇂ⱱסյր䇶㕙׿׈׵

մ㸓⹾䄫עյ䄫䏔䢥׷洈玮紆软귆٬ⶤ擻귆סלם乃⴫٬䷷罫产錃ֿ꥗׾ױ△㸓⼽鱨ؙٛؓכյよ哅产錃ס꥗犉
סײ磝׽⹦ס׫ց䫟鶟ٜه؜٭ؚؗ־םהױր׾׎׈┕⺸㍑鷛䓪؅סכ䑏よ䈘轵ؙٛؓ╈׾׌  յ炘י׊כח
⚡㲔꽦րה׃ױ׷ׂיׂיعؠؘةٞوٜه؜٭ؚؗ־םהױցֿյ 䇗  僖ס  僖  仼׼־  僖 
仼סךױ  仼ꝴ׽ג؂מյ⺱䄫⫂ ؜䢥ך㲔产ג׿׈ն

どうもん広場の休憩スペース（左下地図②）

⼭⼝駅通りの休憩スペース（左下地図③）

⾵の涼み台（左下地図③）

● 参考事例：てくてくやまぐちーまちなかウォーカブルプロジェクトー（山口市、2023）　

⽔辺テラスの様⼦（左下地図③）
出典：てくてくやまぐち公式 facebook
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● 参考事例：KOSUGI 3E OPEN TERRACE（川崎市 , 2020）
մր,046(*�&�01&/�5&33"$&ցעյ 䇗  僖מ
塡襓㵸允껬⯥ס鷹饟؅ⶭ榫י׊车ג׿؂炘⚡㲔꽦ֵך
於ֵיח־յע鷹饟גזםכ⺏艵ס炘⚡㲔꽦ס׆ն׾
ס׀♀塥鷹יז׻מյ⫋ꝧ氦ֿגזד鷹饟םַ  髪稗
鷹饟י׊כ丝⤓ֿ㱭▼ג׊䄫鷹㵸允槄  ⺘稗׾ֵךն
մր,046(*�&�01&/�5&33"$&ցֿ车ג׿؂羜俌׊כ
�邾⺬产錃ր,PTVHJ�SEםג二מ⯥յ塡襓㵸允껬י
"WFOVFցֿ㱭䡗׊յמ׼׈껬⶟⹾׾ֵמրؤׁ׌׆
㲊◀ֿٜؓ٭ٖؼٛכ׫㕙ס䞐ַסהױ׵ցؠ٭قؓ
նגַי׊㚺⴫מ狜ꝴֿ뇂ⱱ氳ס⯥껬לם׾ַי׿׈
׽ׂז׹כז׵յր׼־⯥♓עך껬⼽鱨ؙٛؓם؆א
䈳׾׿㕙䢥ַֿ׊׮ցրׂ׾؀ׅח㕙䢥ַֿ׊׮ցכ
؂⺬מ㚺⴫ס⚡炘׷הױյך׆אնגז㚜ֵֿגזַ
־ז׀׾׎㳝׀䌕מ榟孨ס؅仼䅻הײյ״ג׾耆䓪؅䫒⺎׾׌מ荁ַ㕙䢥ס㷈䑏㏐׽׻㷑㛙狜ꝴ؅ס⯥յ껬י׎
նג׿车؂ֿ׽ׂט狜ꝴם㲔꽦氳׌⭳׀؅䌕ٜٔب٤طَס塡襓㵸允ךכ׆׾ֻ׼ח׊؅ׄ
մ⫂㳊עי׊כյ◅仼ꝴמ峚יז鷹饟מ◫鵟釨⯆ׄ־؅յր׾׬גցրֵשאցրשםױցג׊מُ٭ط؅סח
ֿؙٛؓⰨ⭳ג׿׈ն
ր׾׬גցؙٛؓ
⼽鱨䈘艥عؗؓؠؕطסよ⿁؅괏׾׀ךֿכ׆׾׬
րֵשאցؙٛؓ
☔䄄莔׽ד؀ַחׂךյ氫ַיז✳؅و٭طّ؝鷹饟
׾׀ךֿכ׆׾׌׽גַ־社؅מ舅榺מ
րשםױցؙٛؓ
㍲傴귆ت٭ٗٛס鞲乢؅舅榺מ鐆؆׽דյ塡襓㵸允⼽
鱨ס☪佅⫝洠؅釤י塷⺒؅㰢؆׾׀ךֿכ׆׾׌׽ד
մ䎎仼עյ☔䄄莔סعشٝق׷孨榫յסחג׆錃糋璡
ככ׾׿车؂ֿ׽ׂט㕙ם뇂ⱱ氳׼ֿם׽ֵך癨佄ך
յ-2$ךלם榫✳סو٭طء٤؞تյُמ׵ ؅㲔杯׌
նגזֵךײ磝׽⹦׾
մגױ㷈䑏㏐ס荁ַ狜ꝴסⰨ⭳מⱶֻյ⮵榫縖ؓ٭آ٤
鐧削յ髪┸鵟车ꄈ鐧削璡ֿؔطلؔطؠյ塥车縖ؓع
车ג׿؂ն⮵榫縖ؓעךع٭آ٤յր䒍鸵׾ֵךցր㷈
䑏㏐ֿ荁ַցגזַכ㚜ֿ㛡ׂ㳝ג׿׼׎
մס׆炘⚡㲔꽦ג׊⤹╚؅车䷓עյ䐂٭آ٤ؓג׿׼
ٛؓكס׫冪յ⼽鱨◄哅縖⮆ם鎋碷סذ٭ظ׷磵冽ع
ׂטהױ荁ַס䙫釤⹜꥗؅车ַյ㷈䑏㏐סյ㏐㓊ء٤
�&ն,046(*�׾ַי׊כַׂיז吾鋀؅车גׄ⺸מ׽
01&/�5&33"$& ն׾ַי׿车؂מ炘⚡㲔꽦ֿ禆禈氳ג׊榫⮵㷑㛙狜ꝴ؅עךյ塡襓㵸允׵䏲ס

普段の市道⼩杉町 21号線 出典：川崎市HP

社会実験の様⼦

野原先生から写真もらう

 6-2「外部空間の目的地化」を促す「ほっとすぽっと」社会実験
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● 参考事例：長門湯本温泉の再生における社会実験の活用（長門市 , 2017-2019）
մ㸓⹾洈Ꝏꝛ䄫מ䢥㏇׾׌Ꝏꝛ嵡儖峪媼עյ雛ם־舅抅梪㗞מ㍱ג׿ױꮟ⟓䃷媮ַמ䇶ֿ׾峪媼轵׾ֵךնח־
峎㵼յס㳓媽㲘丗׽׻מ㚺⴫璡סث٭ؼյסס׵ג׎韀؂ַ؅釤ׂ׀㛻מ㍚⛮㲘╈䑏עי 䇗עמ縏艥ٌط
瓀㲊؅㡦ס٤ٚو٭ذتُמع٭د佔ꄇٛעյꝎꝛ䄫״ג׾׌榟⫋Ꝏꝛ嵡儖峪媼轵؅ם؆אնגז舗מ⠠榤סٜ
鋔׊յ㲆妨鵽䯥׽׻מ◄哅؅䫟鶟ג׊նꝎꝛ嵡儖峪媼י׊כعوج٤ؤס׽ׂטהױסյ㏆⠠氳מ雛ם־㛙鼧狜
ꝴךյ؀בא塥ֿ׀哧؅הױַ׊泘䧗׊յ⥸ׂכ׆յ倲כ׆׌׼յ亸ֿכ׆׾׌稷׾ֿםחמ־׷յ⪦僗ס狜ꝴ
ն׾ַי׿׈Ⱘ鵰ֿ泘䧗ס鵽ꑷס꽦⛮כ
մ雛ם־㛙鼧狜ꝴס㲔杯מ⺸ׄյꝎꝛ嵡儖峪媼עך夵䇗熤ꮽמꝧ⤹כع٤يؕ׾׿׈┾车י׊յ╚מ媞䃷狜ꝴյ
鷹饟狜ꝴյ㛤ꝴסت٭ًت٤و٭؛סלם孨䓪⴫״גסյꝎꝛ嵡儖عخ؛孨榫⶜閱⚡ֿ╚⤹יזםכ炘⚡㲔꽦ֿ
㲔产ג׿׈ն

社会実験の様⼦
出典：⻑⾨湯本みらいプロジェクト

媞䃷狜ꝴס孨榫
մꮟ⟓䃷٬㛻㴩㵓䃷יַֽמյ䃷䈂٬糋׀䈳ס錃糋׷媞䃷⵱
㓊סך⭳䈘٬⚔䞐סت٭ًت錃糋յגז✳؅׼׿א孨榫وס
նג׿车؂ֿّٚءٞ
մ䃷䈂٬糋׀䈳ס錃糋עיזגֵמյꝎꝛ䄫⹕צ媞䃷畘杼縖
יז׻מյ炘⚡㲔꽦נ⶜閱؅ꄆכ㸓⹾洈׾ֵך  錃糋ך䢥־
ֻױ磵冽؅馐סא吾錞؅车ַյסّٚءٞو孨榫׷㱦⪒䓪ס
նג׿׼כֿتجٞوַֹכ׾׌䅻錃؅吾鋀י
鷹饟狜ꝴס孨榫
մ鷹饟狜ꝴס孨榫עךյ䦡䆋ג׿׈塥车狜ꝴמ⭳䈘׷⚔䞐ت
겧俌ס峪媼轵׾״׊哧ֿ׀؀塥באյ׿׈鿥糋ֿלםت٭ً
ֿⰨג׿׈⭳׽ն
մ 䇗ꝴך  䈱׾ג؂מ炘⚡㲔꽦כⲖ冽吾錞מכ׵؅յ㏐㓊
⛨妨璡סכ⺬䙫䎬䡗؅㍲׽յ鷹饟畘杼縖׷閛㴔סכ⶜閱؅ꄆ
חצ磵כ׫㲔杯סյ鷹饟狜ꝴ⫋稴׊⹚何מյ鷹饟鎋碷錃銶נ
יז׵յ鷹饟畘杼縖ֿ劮䦠؅י׊כع٤َؕס׫ն㲔杯גׄ
鷹饟狜ꝴ⫋稴ס僗Ⲗ䓪؅炐מ׵ככ׌յ丝⤓䏲ס⮵孨榫׷㱦
⪒㵚瓀璡ס舅媩؅䥵ֹ㏐⩕磝笝؅磝䡗ֿכ׆ג׀ך䧸ׅ׿׼
ն׾
㛤ꝴ拨伺
մ㛤ꝴ拨伺עךյ噛׷媞䃷גזַכ峪媼轵ס俌鈝┕ꄆ釐םכ
錃糋ס׽愉ג׊鵽䯥כ哅縖◄妨٬⛨׷وشؓعؕٚך甙䢥׾
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右上出典：P1　https://clicccar.com/2023/02/22/475884/　
　　　　　S2　https://x.gd/XRqCP
　　　　　T3　https://x.gd/y4dmy 



ワークショップ実施時の様子
出典：渋谷区公式 HP　https://x.gd/Q0z4G　

出典：国立市公式 HP　https://x.gd/G6WT2
ワークショップ実施時の様子
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2023 年 11 月お散歩市の様子

温泉駅に設置したモバイル縁側の様子



　駐車場を都心部の外周に計画的に配置し、都心部への車の乗り入れをマネジメントするもの。
パークアンドライドと組み合わせて整備されたり、公共交通の乗換駅や停留所に併設されたりすることも多い。
また、都心部をモール化し歩行者優先空間を整備する際にも用いられ、アメリカやドイツ、イギリスなどで実施
されている。日本国内でも京都や福岡といった観光地で導入が進んでいる。地域内交通への乗り換えを促すことで、
低炭素社会の実現への貢献も期待できる。

　現在、伊豆⾧岡地区での生活は、車移動を基本としている。徒歩でのまちなか回遊を促すには、車での来街者
をまちの周縁部で受け入れ、そこから徒歩や公共交通機関に乗り換えてもらう必要がある。
　例えば、現在出逢い通りには小さな駐車場が点在しているが、これらを周縁部にまとめることで、遠方からの
観光客に温泉街をそそぞ歩きしてもらうことにつながる可能性がある。

　福岡市天神地区では、天神地区中心部の交通混
雑緩和に向け、フリンジパーキングを実施してい
る。フリンジパーキングとして４つの駐車場が対
象となっており、天神地区の対象施設で手続きを
行うと入庫後12時間まで最大500円で利用できる、
かつ、乗車人数分の公共交通が片道無料で利用で
きる。
　合計収容台数は約 1908 台（休日は 1664 台）に
も上り、十分な台数を収容できる。
　福岡市と We Love 天神協議会によると、2019
年 3 月から始まった現在の形態において、緊急事
態宣言の発出に伴う影響もあるが、フリンジパー
キングの利用状況は概ね右肩上がりになっており、
利用者の評価も概ね好評なため、恒常的な運用に
向けた検討や利用促進を実施している。 天神地区フリンジパーキングの仕組み

出典：https://00m.in/ykrjk
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図　フリンジパーキングのイメージ



　右図は、伊豆の国市において、多くの車を収
容可能な駐車場を示した図である。3-1-7 の調
査結果より、伊豆の国市にはコインパーキング
が伊豆⾧岡駅周辺に２つあるのみで、目的施設
である店舗・旅館・伊豆パノラマパーク・病院
駐車場などに、多くの台数を収容できる駐車場
が設けられている。それゆえ、観光客や住民は
目的地まで車で移動することが前提となってい
る。
　こうした状況を踏まえつつ、ゆるやかに
ウォーカブルなまちなかの利用につなげていく
ために、「フリンジパーキング」の導入を用いて、
徒歩やまちなか回遊を促すことが考えられる。
　特に前述の「ほっとすぽっと」と駐車空間や
モビリティハブを組み合わせて、まちなかの利
活用を促すことを検討する。

『エキサイトよこはま２２』を元に作成
出典：https://00m.in/usyIQ

　横浜駅周辺エリアでは、「エキサイト
よこはま 22」の中で地区の基盤整備と
して、駐車場の接続・連携や配置に関す
る方針が示され、平成 22 年 8 月には駐
車場整備ルールを策定し運用を行ってい
る。横浜の玄関口となる駅前地区をセン
ターゾーンとして、その周囲を取り囲む
ようにセンターゾーン外を設け、それぞ
れ役割を持たせた計画となっている。
　センターゾーンの開発等において必要
駐車場台数を確保する際は、極力すべて
の台数を積極的にセンターゾーン外で確
保する。例えば、地下駐車場出入り口を
ゾーンの外側に配置することや、空き駐
車場の有効活用、附置駐車場を集約しフ
リンジ駐車場の整備を行うことが挙げら
れる。これにより、センターゾーン での自動車と歩行者の錯綜を解消し、安全で快適な歩行者空間の実現
に取り組むと共に、エリア全体の駐車場利用の平準化を促進している。
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図　伊豆⾧岡地区にある主な大型駐車場
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